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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ




　────AM 12：00

　第二神装都市、中ちゆう枢すう区にたたずむ超ちよう高こう層そうビル《エンパイア》。

　最上階の執しつ務む室にて、一人の男がデスクで筆を走らせていた。

　しわ一つなく着こなされたスーツに、なでつけられたオールバック。清せい楚そ感を醸かもしだしながらも、その表情は常に氷のように冷たく、他人を寄せ付けない鋭えい利りな雰ふん囲い気きがあった。

　そのとき。

　執務室の扉とびらが控ひかえめにノックされる。

　男────シュラーク＝アグネヴァリアは視線だけを少し動かす。

「はい」

「……シュラークさま。お茶をお持ちしました」

「入りなさい」

　シュラークが短く答えると、執務室の扉が開いた。

　ティーセットをワゴンにのせた女性が、深々と頭を下げて入室してくる。

「失礼いたします」

　態度こそ恭うやうやしいが、その声に抑よく揚ようはなかった。

　それどころか表情らしい表情がない。

　見た目の美しさもあり、まるで蠟ろうで作られた精せい巧こうな人形のようだった。

　しかし、シュラークにとって特に気にかけることでもない。

　彼女は、彼女の双ふた子ごの姉と同様、限りなく人形に近い人間であることをシュラークは知っていた。

「アナスタシア。首しゆ尾びのほうはどうなっていますか？」

「はい、滞とどこおりなく。代表として出場する生徒たちも意い気き軒けん昂こうの様子です」

「そうですか。それはなにより」

　言いながらも、シュラークの口調に興味は感じられない。

　あくまでも事務的に、あくまでも責任として、ただ訊きいてみただけのことだった。

　……第五神装都市との都市間対たい抗こう戦。その開かい催さいが迫せまっている。

　すべての準備は整い、明日あしたに発たつことが決定していた。

　しかし、シュラークの心には退たい屈くつしかなかった。

　なんの面おも白しろ味みも感じない。結果はすでにわかり切っているのだから。

　そう────あの忌いま々いましい少年の存在がある限りは。




『随ずい分ぶんとしけた顔をしているな、シュラーク？』




　唐とう突とつに、低い男の声が響ひびいた。

　アナスタシアが即そく座ざに反応して腰こし元もとの《神機聖剣エクスカリス》を抜ぬく。

　シュラークは相変わらず視線だけを動かし、声が響いてきた方角を睨にらんだ。

「ノックもせずに入室とは。無ぶ粋すいですね」

『ふふふ。慇いん懃ぎん無礼を体現したかのような君に、礼節を説く権利はないと思うがね』

「何者だ、貴様ッ!?」

　アナスタシアが珍めずらしく声を荒あらげ、部屋の隅すみにいるソレに聖剣を突つきつける。

　先ほどまで、室内にはシュラークとアナスタシアの二人しかいなかった。

　しかし、ソレはどこからともなく、突とつ然ぜん湧わいてでたように、そこにいた。

　全身を覆おおい隠かくすようなローブに、フードを目ま深ぶかにかぶった長身瘦そう軀くの人物。

　顔はうかがい知れないが、声質から成人男性かと思われる。

　男はアナスタシアに聖剣を向けられても、まったく怯ひるむ様子を見せなかった。

　それどころか、わずかに覗のぞく口元が笑えみを湛たたえる。

『双子の片割れか。話に聞いていたよりも威い勢せいがいいな』

「答えろ！　もしシュラークさまに害をなすようであれば────」

『忠誠心が高いのはよいことだ。だが、気をつけるがいい』

　男はアナスタシアの言葉を遮さえぎると、ゆっくりとした動きで天てん井じようを指さした。

『主あるじの危機に敏さとい忠犬は────君だけとは限らない』

　フッと。アナスタシアの頭上に影かげがさした。

　彼女はすぐさま反応し、頭上をふり仰あおぐ。

　しかし、遥はるかに遅おそい。

　すぐそこまで迫った『なにか』が、アナスタシアの額に向けて腕うでを振ふり下ろした。

　ガキィンッ!!

　金属が打ち合わさるような音が、室内に響いた。

　デスクに腰こしかけたままのシュラークが、神速の所作でナイフを投とう擲てきしていた。

　ナイフは、アナスタシアの頭上に迫っていた『なにか』と衝しよう突とつし、弾はじかれる。

　ナイフを弾いた『なにか』はクルクルと空中で回転すると、ローブの男の隣となりにストンと着地した。

『あっは♪　うっそ、邪じや魔まされた！　あいつ、すンごい迅はやいよ、ガイスト！』

『……マリー。頼たのむから厄やつ介かい事は控えてくれ』

　男は額に手を当てて、やれやれと息を吐はく。

　……マリー。

　そう呼ばれたのは、小さな子供だった。

　男と同様、全身を覆い隠すローブ姿に、目深にかぶったフード。

　覗く口元からは、幼い見た目と言動からはかけ離はなれた、邪じや悪あくな笑みが躍おどっている。

　アナスタシアは呆ぼう然ぜんと彼らを見つめた。

　……まったく対応できなかった。

　これでもアナスタシアは正規の剣機士スレイプニール。

　それも、都市代表であるシュラーク直属の護衛役だ。自分の実力をおごりはしていないが、少なくともただの聖剣使いとは一線を画しているはずだった。

　しかし、動けなかった。

　あんな小さな子供相手に。

　完全な意識外から滑すべり込まれ、急所を狙ねらわれていた。

　シュラークがナイフを放っていなければ、今ごろ自分は血だまりに沈しずんでいただろう。

　さらに、驚おどろきはそれだけに留とどまらなかった。

「《神機聖剣エクスカリス》……ッ!!」

　男と子供────おそらくは十代前半の少女であろう────その腰元。

　そこに、神秘的な輝かがやきを放つ鞘さや入りの剣がさげられていた。

　女め神がみアイギールに認められた聖剣使いのみが所有できる刀とう剣けん型兵器《神機聖剣エクスカリス》。

　それを、目の前にいる異質な二人は当然のように携けい帯たいしていた。

「……なんの真ま似ねですか、ガイスト？　あなたたち《方舟の亡霊アーク・レイス》は私を裏切るとでも？」

　そのとき、シュラークが口を開いた。

　彼はすでにデスクから立ち上がっており、男たちを睨みつけている。

　その気き迫はくは身も凍こおるほどであり、直接敵意を向けられていないアナスタシアさえも戦せん慄りつせざるを得なかった。

「シュ、シュラークさま……《方舟の亡霊アーク・レイス》とは例の犯罪組織の……？」

「さがりなさい、アナスタシア」

「し、しかし！」

「さがりなさい。そう言っている」

　シュラークの鋭するどい視線が、アナスタシアを射い貫ぬく。

　彼女は窒ちつ息そくしてしまいそうに息を詰つまらせ、慌あわてて頭を下げた。納なつ得とくがいかないながらも、畏おそれるように執務室から退出していく。

　彼女が出て行ったのを確かく認にんしたシュラークは、改めて二人組に向き直る。

「それで？」

『……そう睨むな。先ほどは申し訳なかった。我々に君と敵対する意思はない』

『なんだよ、ガイスト！　ヘコヘコしちゃってさ！　なんならこんな奴やつ、ボクが────』

『マリー。お前は少し黙だまっていなさい』

　男に厳しく言われ、マリーと呼ばれた少女はバツが悪そうに頰ほおを膨ふくらませた。

　シュラークは頭痛を覚えたように目がしらをつまみ、自分のデスクへと腰かけ直す。

「まさかとは思いましたが。それが噂うわさの『成功例』ですか？」

『その通りだ。個体名を「マリー」という。まだ力の調整が不十分で、精神的に不安定ではあるがね。多少の無礼は許してくれ』

「まったく。自分たちが所有する兵器の管理くらいは徹てつ底ていしてほしいものです」

　シュラークはまるで汚けがらわしいものでも見るように、マリーを冷たく一いち瞥べつする。

　マリーはすかさず殺気を放ち返すが、それを男が手で制した。

『シュラーク。今日は君に頼みがあって訪おとずれた』

「でしょうね。なんの目的もないのに、あなたが好き好んで私の前に現れるとは思えない。あなたは私のことを憎にくんでいるはずだ」

　シュラークの言葉に、男が口をつぐむ。

　目深にかぶったフードで顔は見えないが、複雑そうな表情をしているであろうことはなんとなく想像がついた。

『……否定はしない。しかし、公私は混同しない主義でね。今回は上の指示で仕方なくだ』

「上の指示？　と言うと……アレに関することですか？」

　シュラークの問いかけに、男はうなずく。

『マリーの完成により、我々の計画は最終段階へと移行しつつある。どうやら上は、どうしても「オリジナル」をサンプルとして欲ほつしているらしくてね。私自身は、まだ時期が早いと主張したのだが』

「それで？　私の手を借り、アレを攫さらおうと？」

『気乗りはしないが。……なに、心配せずとも君に直接の迷めい惑わくをかけるつもりはない。ただ、簡単な手引きをしてほしい』

　男は不敵に微笑ほほえむと、むすっとしているマリーの小さな頭に手をのせた。

『この子を。対抗戦の代表選手として、紛まぎれ込ませてほしい』

　シュラークの眉まゆが、ピクリと動いた。

「……どういう意図ですか？」

『簡単な話だ。対抗戦を内部から荒あらし、都市全体の混乱を誘さそう。混乱に乗じてアレを攫いやすくもなるだろう』

「解げせませんね。確かに場は荒れるでしょうが、会場には警備の剣機士スレイプニールが無数に待機している。それに、ニミル＝アルト＝ミスクレシアも黙ってはいないでしょう。リスクが高すぎるように思いますが？」

『まったくもってその通りだな。しかし、そんなものは私たち二人にとって特に気にかけるほどではない。不意をついて攫うも、正面から攫うも、同じこと。ならば、楽しいほうを選ぼうじゃないか』

　言うと、男は肩かたを竦すくめてみせた。

『君とて、今回の対抗戦には退屈を覚えているようじゃないか』

「…………」

『君の考えていることを当ててみせようか？　君は、自分の都市が勝つことは当然の結果として予想できている。ただ、ある少年が出場する一戦のみは確実に黒星をつけられるとも』

「……くだらない。実に」

　シュラークは吐き捨てるように応じた。

「いいでしょう。あなたの要望を吞のんであげます」

『感謝する』

　男は丁てい寧ねいに頭を下げる。

　シュラークはつまらなさそうに鼻を鳴らし、

「ただし。女神を傷つけることだけは許さない」

『心得ている。我々も彼女に危害を加えようとは考えていない。ただ、そうだな』

　男の口元がフッと緩ゆるんだ。

『七年ぶりの邂かい逅こう。彼らと顔を合わせるのは、私も楽しみだよ』

　それは、今までの不敵な笑みとは違ちがった。

　なにかを懐なつかしみ、愛いとおしむような……。




　そんな、穏おだやかで優やさしい微笑み。







　　　第一章　　失格の危機




「ヤバイな」

「ええ、空前絶後にヤバイですね」

　兄妹きようだいは向かい合うように座って、互たがいに難しい顔をした。

　第五神装都市アルバマルナ。

　その聖せい剣けん使い育成機関である《オレイアス聖徒学院》。

　二人が今いるのは、男子寮りようの一室────ヒビキの寮室だった。

「絶対に怒おこられるよな……ミルドに」

「怒られるでしょうね。主に兄さんが」

　頭を抱かかえるヒビキに、妹のアニスはすまし顔で答える。

　ヒビキは半眼になって薄はく情じような彼女を睨にらんだ。

「……おい。元々は誰だれのせいだと思ってる？」

「兄さんがわたしの来訪に驚き、慌ててエッチな本を隠かくそうとしたのがいけないんです。違いますか？」

「違ちげぇよッ。お前が勝手に勘かん違ちがいしただけだろが」

「勘違い？　ほほう、いったいどの口が言うんでしょうね？　媒ばい体たいが本ではなかったにしろ……こんなイヤラシイものを自分の部屋に持ち込んでおいて」

「だから、それは────」

「粛しゆく清せいです。エッチな兄には主に粛清が必要です」

「待て待て！　さらに騒さわぎを大きくしようとするなアホ！」

　全身から黒いオーラを放つアニスに、それを急いで押さえるヒビキ。

　……冗じよう談だんじゃない。

　これ以上に暴れられたら、本当にヤバイどころの話ではなくなる。

　アニスを押さえつけながら、ヒビキは頭の痛い思いで周囲を見回す。

　自室は、散々な有様だった。

　崩くずれてきた荷物が雑多に転がり、窓ガラスは割れている。壁かべの一部などは焼け焦こげていて、ブスブスと黒い煙けむりをくすぶらせる有様だった。

　そして────なによりの問題はベッドの上。

　壁と同じようにちょっと焦げたシーツに、二つの物がのせられていた。

　一つは写真。半分が燃えてしまって、今となっては何が写っているのか判別しづらいが……辛かろうじて確認できるのは、スタイル抜ばつ群ぐんのツインテールの美少女が、きわどい水着姿で恥はずかしそうに顔を赤らめている姿だった。

　そしてもう一つは、粉々に砕くだけた金属片へんのようなもの。

　ヒビキの主な頭痛の種は、これだ。

　ヒビキの視線を追って改めてそれを見たアニスも、暴れるのをやめて深いため息をつく。

「ヤバイですね」

「ああ、ヤバイな」

　結局は同じ会話をして、二人してため息。

　先ほどから三十分も同様のやり取りが繰くり返されている。

　そもそも、どうしてこんなことになったのか？

　すべての始まりは────ヒビキの自室に、どこぞのゲス店長からの『贈おくり物』が届いたことに端たんを発する。




　　　　○　　　　●　　　　○




　事は一時間ほどさかのぼり────。

　その日、ヒビキは自室のベッドで何をするでもなく寝ね転ころがっていた。

　授業の類たぐいは数日前からすべてが休講。

　理由は、第二神装都市との対たい抗こう戦が近日に迫せまっているからだった。

　その対抗戦も……明日あしたには開かい催さいされる。

「まあ。気負うことでもねえが」

　あっけらかんというヒビキは、ベッドに寝転がりながら手に持った物をかざす。

　それは、金属製の小さなバッヂだった。

　……対抗戦の出場選手全員に渡わたされる特別な校章である。

　選手はこれを身につけることで、自分が代表であることの証あかしとするらしい。




『いいッ？　当日つけ忘れるとか、なくすとか絶対にしちゃダメだからね!?　予備も用意されてない特別な校章なんだから！　これがなきゃ対抗戦に出場できないと思いなさい！』




　……と口うるさく言ってきたのは、同じく代表選手に選ばれたミルドの談。

　ヒビキは「ガキじゃあるまいし」と適当に返したが、ミルドはなおも食い下がって「あんたならやりかねないでしょ！」と念を押してきた。

　信用がないにもほどがある。

「ったく。言われなくてもわかってるっつーの」

　明日の対抗戦。

　緊きん張ちようなどの感情は特にない。

　ヒビキにとって、それは《聖機士オーデイン》になるための通過点でしかなかった。

　だが、まったく感かん慨がいがないかと言えば、そうでもない。

　……むしろ、ここまできたか、という思いがあった。

　アニスを世界に認めさせると決めてから七年。

　ニミルの仲ちゆう介かいで第五神装都市を訪れ、アイギールと取り引きを交かわし、とりあえず目標に向かって走り続けてきた。

　この校章はある意味で、自分たちが認められた証の一いつ端たんなのかもしれない。




　────コンコン。




　っと、そのとき。

　自室の扉とびらがノックされた。

　ヒビキはベッドから身を起こし、訝いぶかしげに眉をひそめる。

　アニスにしろミルドにしろ、部屋の扉をわざわざノックなどしない。あいつらは何の断りもなく無ぶ遠えん慮りよに入ってくる。特にアニスは鍵かぎがかかっていようとお構いなしだ。

「……誰だ？」

『────デ、デルヴェイド！　おおおおお前に届け物が来てるぞ！』

　聞こえてきたのは、怯おびえたような男子生徒の声だった。

　すぐに近づいて扉を開けると、廊ろう下かに立つ小こ柄がらな少年がビクリと身を震ふるわせる。

「りょ、寮りよう長ちように届けてくれと頼たのまれた！　う、受け取れ！」

「ん。悪いな」

「それじゃあ、オレはこれでッ」

　まるで猛もう獣じゆうに肉でも与あたえるように小包を差し出した彼は、用事を終えると一目散にその場から逃にげ出していった。

　ヒビキはボリボリと頭を搔かく。

　なんだか知らないが、自分は過か剰じように恐おそれられているようだ。

　見も知らぬ奴やつに好かれようが嫌きらわれようがどっちでもいいが。

「つーか、届け物って……？」

　部屋に戻もどりながら、ヒビキは渡された小包を眺ながめる。

　そして、伝票の送り主を見た瞬しゆん間かん、これ以上にないくらい顔をしかめた。

　────あなたの心の友、ラミアーシャより

　窓から投げ捨ててやろうかと思った。

　こんなところでもふざけた奴だ。なんだ心の友って。あんなゲス女と友達になった覚えは一秒たりともない。

　本気でそのまま捨ててやることも考えたが……。

　まあ中身を確かく認にんしてからでも遅おそくはないだろう。

　爆ばく発はつ物ぶつの類でないことを切に願う。

　ヒビキは包装をビリビリと破り、さっそく中身の物を取り出した。

　それは……大量の写真だった。

「なにが写ってんだ？　────ぶッ」

　被ひ写しや体たいを確認した瞬間、思わず噴ふき出してしまった。

　……頭の上の猫ねこ耳みみに、フリフリがついた布地の少ない水着。

　きわどい姿をした美少女が、そこにいた。

　リボンで結ばれたツインテール。そのたわわな胸むな元もとは年ねん齢れい不相応に実っており、露ろ出しゆつ度どの多い衣い装しようと相まって男性諸しよ兄けいに対する殺傷能力が極限まで高められている。

　おそらくは、先日のコスプレ喫きつ茶さ……セレモニーの出し物としてラミアーシャが開いた店で撮とられたものだろう。

「なにをやられてんだ、あいつは……」

　写真に写る美少女────ミルドに対して、ヒビキは軽い頭痛を覚えた。

　中には着き替がえ中を隠し撮どりしたらしきものまであり、無防備に下着姿を曝さらしたミルドが写っている。アングルも絶ぜつ妙みようにやらしい感じで、ローアングルからの覗のぞき込むような視点や、胸元のみのアップなんてものまであった。

　こうなると、もはやただの犯罪である。

　気づかれずにこんなものを撮ったラミアーシャが手て練だれなのか、ミルドが迂う闊かつなのか。

　そのどちらもありえそうだから困る。

「これ、どうっすかな」

　ヒビキは複雑な表情をして、大量のミルド隠し撮り写真を眺めた。

　捨てる。リスクをなくすなら、その選せん択たく肢しが一番無難だろう。

　だが、ヒビキの中で反発する気持ちもあった。

　本当に、このまま捨てていいのか……？
















　男の本能がそう叫さけぶ。

　そしてそれは、理性では抗あらがえないほどに強かった。

「よし。これは公安に提出するための参考資料として取っておこう。あのゲス店長をいずれ告発するためのな」

　彼にしては珍めずらしく、言い訳がましい結論に至った。

　もちろん、写真を手放す気持ちなんて毛ほどもない。

　それほど、その写真には男が抗えない魔ま力りよくが込こめられていたのである。

　ヒビキは頷うなずくと、写真をまとめてベッドの下に隠そうとした。

　その行動が……極きわめて迂闊だった。




「────兄さん！　今朝早く、兄さんのもとに郵便局から小包が発送された記録をデータベースから発見しました！　友達のいない兄さんに荷物を送る人間がいるとは思えません！　まさか通つう販はんですか!?　通販でエッチなビデオ購こう入にゆうですかッ!?」




　恐ろしい勢いで扉が開け放たれ、黒くろ髪かみの少女が入室してくる。

　ヒビキは写真を手に持った恰かつ好こうのまま固まった。

　どうして自分に対する郵便を、データベースをハッキングしてまで逐ちく一いちチェックしているんだ、この妹は……というつっこみはさておき。

　自分でも、顔から血の気が引いていくのがわかる。

　色を失った少女の病やんだ双そう眸ぼうが、食い入るようにこちらを見つめていた。

「……兄サン？　ソレハ？」

「……落ち着けアニス。会議だ。まずは対話という名の家族会議を開こう」

　冷ひや汗あせを流しながら説得するも、無む駄だであろうとはわかっていた。

　ヒビキが考えることは一つ。

　さて……今回はどうやって生き残ろうか。




「────起動」




　アニスの小さな唇くちびるから、身も凍こおるような冷たい囁ささやきが漏もれた。

　瞬間、彼女の手元にホログラムで作られたキーボードが展開される。

　彼女はそれを高速でカタカタとタイピングすると────同様にホログラムで作られたような無数の銃じゆう器きが周囲に現れた。

　ヒビキは本格的に青ざめる。

「おまっ……それって《魔ダ力ス光ク》で作った……!?」

「ええ。せっかく手に入れた能力ですからね。こんなときのために色々と練習しておきました。今ではほら、実際に兄さんを粛しゆく清せいできるほど上達しましたヨ？　フフフフフフフ」

「せっかく手に入れた能力を兄の粛清のためだけに磨みがくなッ！」

　言いながら、ヒビキは踵きびすを返した。

　窓に向かって逃とう走そうを図はかる。

　アニスはカッと目を見開くと、キーボードのエンターキーを勢いよく叩たたいた。

「逃がしません！　ファイア──────────────っ!!」

「マジでぶっぱなすなアホ────────────────っ!!」

　激しい銃じゆう声せいと共に。

　ヒビキの自室は粉々に破は壊かいされた。




　　　　○　　　　●　　　　○




「後こう悔かいはありません。わたしはやり切りました」
















「少しくらい後悔はしろアホ妹……」

　憮ぶ然ぜんと告げるアニスに、ヒビキは額を押さえる。

　とりあえず生き残りはしたものの、暴走した妹のせいで部屋はこの有様だ。

　ミルドの隠かくし撮り写真もあらかた燃やし尽つくされてしまった。

　そして、なによりも問題なのは────。

「対たい抗こう戦で使う校章、壊こわれちゃいましたね」

「ああ。誰だれかさんのせいで粉々にな」

「確かこれって身元確認のために、中に電子チップが内蔵されているんでしょう？　それを照合して、本人かどうか確かめるとか」

「そうなのか？　だとしたら余計にマズいな……」

　アニスからの情報を聞いて、余計に頭が痛くなる。

　それが本当なら、適当にパチモノを見み繕つくろって誤ご魔ま化かすこともできないだろう。

　対抗戦は明日あした。言うまでもなく危機的な状じよう況きようである。

「兄さん…………ごめんなさい」

　っと。

　急にしおらしくなったアニスが、所在なさげに頭を下げた。

「あ？　どうしたいきなり」

「だって……兄さんはわたしのために頑がん張ばってくれているわけですし。これで対抗戦失格なんてなったら、わたしは……」

　アニスは消え入りそうな声で言うと、ギュッとスカートの裾すそを摑つかんだ。

　……なんだかんだ言いつつも、反省はしているらしい。

　ヒビキはやれやれと嘆たん息そくして、アニスの頭に手を置く。

「そう言うなら、最初から暴れるなアホ」

「だ、だって兄さんが……」

「わかってるよ。だからまあ、お相あい子こっつーことで。ウジウジ考えても仕方ねえし、とりあえずミルドたちに相談でもしてみようぜ」

　あくまでも軽い口調でそう言ってやる。

　ヒビキの態度にアニスも少し気持ちが和やわらいだのか、戸と惑まどいつつも小さく頷いた。

　まったく、いつもこんな風にしおらしければ可愛かわいいのだが……。

　苦笑いしつつ、ヒビキは思いつく知り合いに携けい帯たいでメールを送った。







　それから数分後。

　バタバタと足音を立てて、彼女たちはやってきた。

「校章を壊したですって!?　あんた、本当にバカなの!?　このおバカヒビキ！」

「まあまあ、ミルド。そう目くじらを立てるな。私はなんと言うか……こうなるんじゃないかなとちょっと思ってた」

「ハッ。バカバカしい。そのまま失格になっちまえ、クソ黒髪」

「言葉づかいが汚きたないですわよ、狂きよう犬けん。また更こう生せいの機会を与あたえる必要がありまして？」

「ひっ!?　ふ、ふざけんな！　あんなのは二度と御ご免めんだっつーの!!」

「とにかく！　どうするのよ、ヒビキ!?」

　こちらが言葉を発する前に、ギャーギャーと騒さわぎ立てる四人の少女。

　友人のミルドとイオはともかくとして……。

　この間のコスプレ喫茶の一件で連れん絡らく先さきを知った生徒会長のリナ、そして学内きっての不良少女であるシェリーまで駆かけつけてきたのは意外だった。

　適当に一報を入れただけのつもりだったのだが。

「それにしても。生徒会長とシェリー先せん輩ぱいが来てくれたのは意外でしたね」

　ヒビキが思っていたことを、イオが先に代弁してくれる。

「もちろん。困っている生徒を助けるのは生徒会として当然の役目ですわ」

「……対抗戦にはアタシも出るからな。味方の数が減ったせいで敗まけたなんてなったら堪たまったもんじゃねえし」

　リナは鷹おう揚ように頷き、シェリーはバツが悪そうに目を逸そらす。

　そう言えば、この不良娘むすめも代表選手だったか。

　見れば、彼女の胸元にはきちんと校章が留められていた。なくさないようにとの配はい慮りよであるならば、意外と几き帳ちよう面めんなのかもしれない。

　そう考えていたヒビキの前に、同じく校章を胸につけたミルドがずずいっと身を寄せてくる。

　写真の一件もあり、ヒビキは彼女のたわわな胸元から意識を逸らすのに苦労した。

「それで？　あんたはどうするつもり？」

「……ああいや。それを相談するためにお前らを呼んだんだが」

「わかってるわよバカ！　本当にどうしようもないんだから……」

「ミ、ミルドさん。今回のことはわたしにも責任があると言いますか……あんまり兄さんだけを責めないであげてほしいです……」

「いいのよ、アニスちゃん。このバカはこのくらい言わないとちっとも応こたえないんだから。それに、どうせヒビキがどうしようもないことをしたのが原因なんでしょう？　アニスちゃんが気に病む必要はないわ」

　優やさしく言うミルドは、相変わらずアニスにだけは甘々だった。

　ヒビキとしては若じやつ干かんの理り不ふ尽じんを感じなくもないが、まあ自分が原因であるのは事実だから仕方ないと諦あきらめる。

「そうですわねぇ……。生徒会に残る記録にも、対抗戦代表の証あかしである校章を壊したなんて事例はありませんわ。なくしたならともかく、前代未み聞もんです」

「まあヒビキですからね」

「ああ。こいつなら当然だな」

「うん。ヒビキなら仕方ないわ」

「おいコラ、テメェら……」

　それにしても、このズタボロ具合はどういうことだ。

　遠えん慮りよがないにもほどがあるだろ、こいつら。

　ヒビキはバリバリと頭を搔かく。

「わかった。罵ば詈り雑ぞう言ごんは甘んじて受けるから、解決法を考えてくれ」

「当然よ。あんたが失格なんて絶対に許さないんだから」

　ミルドの言葉に、その場の全員が「うんうん」と頷うなずいた。

　こういう反応を見ると、扱あつかいがいいのか悪いのかよくわからない。

　しかし……まあ。

　一いつ緒しよになって真しん剣けんに悩なやんでくれる相手がいるだけでも、頼たのもしい。

　そう思う自分がいることに、最近のヒビキは驚おどろかなくなっていた。

　自分たちにとって、この都市で過ごすことが当たり前になっている証しよう拠こだろうか。

「校章なんて、適当に作り直せばいいんじゃねーの？」

「そう簡単にできるわけがないでしょう。あなたは代表選手なのに、学院長の話を聞いていませんでしたの？」

「ああンッ？」

「せ、先輩たちも喧けん嘩か腰ごしにならず……。確か、この校章には本人認証用の電子チップが組み込まれているんだったな、ミルド？」

「うん。簡単に複製できないように、データ関連は女神さまが一いつ括かつ管理してるはず。本当にどうすればいいのかしら……」

　円になるように座って、どうするかの相談が交かわされる。

　ヒビキも腕うでを組んで考えた。

　一番てっとり早いのは……ニミルに相談して、新しい校章を作ってもらうことだろう。

　だが、対抗戦は明日に迫せまっているのだ。

　もし予備となる校章がなかった場合、ニミルにだってどうにもならない。むしろ、公式に失格という扱いにされてしまう可能性すらあった。

　ならば、バレないように工作を考えるか？

　いや、女め神がみの管理下にあるならばそれも難しい気がする。

「……あの。わたしに一つ考えが」

　考え込むヒビキたちを見て、アニスが挙手をした。

　全員の視線がそちらに集まる。

「考え？　まさかアニス、君は……ま、またよからぬことを企たくらんでいるんじゃないだろうな……!?」

「よ、よからぬこととはなんですか、イオさんっ。失礼ですね」

　青い顔で戦せん慄りつするイオに、アニスは不服そうに頰ほおを膨ふくらませる。

　……普ふ段だんのイオが妹にどれだけ振ふり回されているかを知っているヒビキとしては、あまり笑えない会話だ。むしろイオの心配はもっともだとさえ思う。

「とりあえず話してみろ。採用するも却きやつ下かするもそれからだ」

　ヒビキが言うと、アニスは真剣な顔になってうなずいた。

「ミルドさんの話によれば、校章に内蔵されるデータ関連はアイギールが管理しているんですよね？　だから、複製もできないと」

　アニスの質問に、ミルドは少し渋しぶい顔をした。

　彼女も、アニスが何を言おうとしているのか察したらしい。

「アニスちゃん、もしかして……」

「はい。そのデータをわたしがハッキングします」

　アニスは当然のことのようにそう答えた。

　すぐに自分のカバンからノートＰＣを取り出すと、カタカタと操作し始める。

　その小さな手元に……ほのかな《魔ダ力ス光ク》の輝かがやきが灯ともる。

　ヒビキは目を細めた。

　よく見れば、ノートＰＣのキーボードと重なるように、先ほどのホログラムのキーボードが展開されている。

　おそらくは、こちらの深い事情を知らない自分とミルド以外への配慮だろう。

「兄さんの校章が破損したことはアイギールも認にん識しきしているでしょう。そして、その状況からわたしがどう動くかも予想済みなはず。女神の立場として、不正アクセスには全力で抵てい抗こうしてくると思います。ですが、今のわたしならそれを打ち破れる」

　先日の事件以来、アニスが手にした能力。

　自身の体内にある《邪神シエイド》の《魔ダ力ス光ク》の一部を制せい御ぎよし、得意分野に落とし込むことで、女神の管理システムをも易やす々やすと打ち破るプログラムを即そつ興きようで組むことができる。

　それを利用し、校章の複製を行おう……。

　そういう提案であるらしかった。

「待ってください、アニス。たとえ複製がうまくいったとしても、女神さまに把は握あくされているなら意味がないのではなくて？」

　真っ先に難色を示したのはリナだった。

　緊きん急きゆう事態とはいえ、生徒会長として不正行こう為いはやはり引ひっ掛かかりを覚えるのだろう。

　そんなリナに、アニスは首を横に振る。

「兄さんの出場権はすでに確定しています。それ自体を捏ねつ造ぞうするわけではないですから、あちらも文句は言えないはず」

「……ハッ。アタシには理解できねえな、黒チビ。その理り屈くつだと、不正を犯おかして目ぇつけられんのはテメェだけってことになるが？」

　シェリーが面白くなさそうに鼻を鳴らす。

　アニスは肩かたを竦すくめて、困ったように微笑ほほえんだ。

「ええまあ、はい。そのつもりです。元はわたしが原因ですし……兄さんが問題なく出場できるようになるなら、そのくらいのペナルティは喜んで受けますよ」

「────ダメっ!!」

　直後。

　真横から伸のびてきた手が、キーボードを操作するアニスの手首を摑つかんだ。

「……ミルドさん？」

「そんなのダメよ、アニスちゃん！　自分だけが犠ぎ牲せいになろうとか、ヒビキのために罪を犯そうとか……絶対に許さないんだから！」

　ミルドの燃えるような視線が、アニスを真まっ直すぐに見つめる。

　アニスが思わずたじろぐ中、他の三人も一いつ斉せいにうなずいた。

「だな。アニスの意見は却下の方向で」

「それで片づけられては、わざわざわたくしたちが呼び出された意味もなくなりますしね」

「罰ばつ則そくの辛つらさを甘く見てんじゃねえぞ、黒チビ」

　それぞれに言われ、アニスはぐうの音ねもでないようだった。

　ヒビキはやれやれと肩を竦すくめると、アニスのノートＰＣに手を掛けてパタンと閉じる。

「に、兄さんっ」

「つーわけだ、アニス。他の手を考えるぞ。とりあえず、ニミルのところに相談でも行くか。あいつも自分の都市が不利になるような事態は避さけたいだろうしな」

「あたしも行く！　なんとしてでもお姉ちゃんを説得してみせるわ！」

　ヒビキが立ちあがると、ミルドもすぐに後に続いた。

　他のメンツも当然のように腰こしを上げる。

「まったく、また大変なことになってきたな……」

「六人からの嘆たん願がんともなれば学院長も無下にはできないでしょう。生徒会長として、できる限りのフォローはしますわ」

「ああッ？　なに勝手にアタシを頭数に入れてんだよ？　アタシはもう帰るぞ」

「……スク水のシェリーちゃん」

「っっっ!!　い、行きゃいいんだろ行きゃ！　クソックソッ」

　扉とびらのほうへと歩きだす彼らを見て、アニスはただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　ようやく我に返り。息を吞のんで立ち上がる。

「な、なんでですかッ？　わたしは────」

「とりあえず。お前一人が泥どろを被かぶればいい……なんて思ってる奴やつはこの場にいねえ。そういうことだよ、アホ妹」

　ヒビキは振り返りつつ、ヘラヘラと笑って言う。

　アニスは訳が分からず目を白黒とさせた。

　そんな彼女にミルドがすかさず駆かけ寄り、小さな手を引く。

「行きましょう、アニスちゃん」

「……ですが」

「ですがも何もない。あのバカが出場する前から失格なんて、あたしたちが納なつ得とくできないの。だから、その想おもいをお姉ちゃんにぶつければいい。コソコソする必要なんて、もうないでしょう？」

　ミルドは豊満な胸を張って自信満々に言った。

　アニスは少し迷う素そ振ぶりを見せたものの……おずおずと頷き返す。

「はい。ありがとうございます」

「お礼はすべてが済んでからよ！　特にヒビキ！　あんた、これが終わったらわかってんでしょうね？」

「あ？　海パンに犬耳つけて肩もみでもすればいいのか？」

「ぶ、ぶぶぶぶぶぶぶっ飛ばすわよ!?」

　何かを思い出したように、顔を真っ赤にするミルド。

　ヒビキはからかうように笑って、部屋の扉を開けた。

　すると────。




「────ひっ」




　たまたま廊ろう下かに立っていた男子生徒と鉢はち合あわせになる。

　どうやら、ちょうど同じタイミングで扉をノックしようとしていたらしい。彼はヒビキの顔を見ると、萎い縮しゆくしたように身を縮こまらせた。

　その風ふう貌ぼうにはわずかに見覚えがある。

　先ほどヒビキに対して『不幸の贈おくり物』を届けた生徒だ。

「……なんか用か？」

「え、あ、その。届け物がもう一つあったから寮りよう長ちように頼まれて……！」

　しどろもどろに答える彼の手元には、先ほどと似たような小包が抱かかえられていた。

　ヒビキは堪たまらず顔をしかめる。

　……イヤな予感しかしねえ。

　そう思っていたのも束つかの間、男子生徒の視線が室内へと注がれた。

　彼は荒あれた部屋の惨さん状じよう、そしてヒビキの後ろに控ひかえる女子たちの面々を見て、もう可哀かわい想そうに思えるくらいに青ざめた。

「い、一体なにが……!?　ってか、ミスクレシアにトルス……生徒会長と《聖人壊しゴスペル・ブレイカー》がなんでここに……!?」

「……あー。これはだな────」

「し、失礼しましたぁ！」

　話を聞いちゃくれなかった。

　小包をその場に放ほうり出して逃にげる彼を見送り、ヒビキは深いため息を吐つく。

　……おそらくだが、一時間後くらいには自分に対する根も葉もない不ふ名めい誉よな噂うわさがまた一つ増えていることだろう。大勢の女を部屋に連れ込み、部屋を破は壊かいするほどのプレイに興じる変態鬼き畜ちくであるとかなんとか。

　頭を抱えるヒビキの背中越ごしに、ミルドがひょっこりと顔を覗のぞかせる。

「ねえ、それなに？」

「……わからん。今度こそ爆ばく弾だんかもな」

　皮肉まじりに応じつつも、ヒビキは床ゆかに転がる小包を拾った。

　送り主はやはり『心の友』。

　本気で投げ捨てようと思ったが、小包に「壊れ物、取り扱あつかい注意」のラベルが貼はってあるのを見て思いとどまった。

「ラミアーシャさんから？　なにかしら？」

「……これが初めてってわけじゃねえけどな。まあ開けてみるか」

　どのみち、これ以上ひどいことにはならないだろう。

　ヒビキは小包を破り、中のものを取り出した。

　先ほどの束になった写真とは違ちがい、今度は木製の箱が現れる。

「……これは」

　箱の蓋ふたを開けて、中身を確認する。

　中には見覚えのある小さなバッヂと、二つ折りになったメモ用紙が詰つめられていた。




『────もしもの時を見み越こしての非常用ッス。あ、学院長には話通してあるんで不正とかではないですよ～』




　メモには腑ふ抜ぬけた文字でそう書かれていた。

　ヒビキは胡う散さん臭くさそうにバッヂのほうを指でつまむ。

「っ!?　ヒビキ、それって……！」

「校章だな。たぶん俺用の」

　確証はないが、あのゲス店長が意味深なメモと共によこしてきたのだから間違いはないだろう。

　ヒビキの言葉を受けて、後ろにいるアニスたちも慌あわてて確認をしにきた。

　ミルドやシェリーが身に着けているものと比ひ較かくしてみても、それは紛まぎれもなく本物だった。

「に、兄さん……」

「ったく。あの女、マジで何者だ？」

　事の発ほつ端たんとはいえ、まるでこうなることを最初から知っていたかのようだ。

　ニミルと関係があるとは聞いていたが……まさか、女神に管理されている校章まで正式に複製を許されているとは。ますますもって胡散臭い。

「えっと。つまりこれは……問題解決ということか？」

　イオが戸と惑まどうように訊たずねてくる。

　その場の全員が、脱だつ力りよくするように肩を落とした。

　……なんという茶番だ。結局、自分たちはあのゲス店長に振ふり回されただけだった。

「まあ、大事に至らなくてなによりですわ」

「っざっけんな。おいコラ、デルヴェイド。このアタシにわざわざ足を運ばせた見返りはマジであるんだろうな？」

「あ、それなら私にいい考えがありますよ。もうすぐお昼ですし、このまま近くのファミレスでヒビキに奢おごらせましょう。文句はないよな、ヒビキ？」

「……へーへー。わーったよ」

　イオの提案に、ヒビキはバツの悪い思いで頭をバリバリと搔かく。

　財さい布ふのダメージはデカいが、まあ失格にならなかっただけマシと考えよう。

「ねえ、ヒビキ。今度はなくさないように、ちゃんと身につけておきなさいよ」

「ん？　ああ、そうだな」

　ミルドに言われ、ヒビキは校章を胸むな元もとにつけた。

　特別になにが変わったというわけでもないのだが、ミルドは満足そうな笑みを浮うかべる。

「うん。あんたにしては、まあまあ似合ってるじゃない」

「うるせえ。一言余計なんだよ」

　とにもかくにも、これで対たい抗こう戦の出場権を取り戻もどすことができた。

　ヒビキが一息ついていると、

「……あれ？　箱の下にまだ何か入ってますよ？」

　校章が入っていた箱を手に取ったアニスが、不ふ吉きつなことを言い出した。

　マズイ。ヒビキがそう思ったときにはすでに遅おそい。

　箱の下した敷じきになっていたものを、アニスが取り出す。

　それは────やはり大量の写真だった。

「こ、これって私たちがラミアーシャさんの店を手伝ったときの……」

「コスプレの写真ですわね。あらまあ、しかも着き替がえ中のものまで。こんなはしたない姿を隠かくし撮どりだなんて……。言ってくれれば、ちゃんと被ひ写しや体たいとしてモデルになってあげましたのに♪」

「デ、デ、デルヴェイド、テメェェェェェェェッ!!」

　イオが呆あきれた顔をし、リナが頰ほおを赤らめ、シェリーが赤面しながら激げつ昂こうする。

　写真には、目の前にいる美少女たちが、あられもない恰かつ好こうで写っていた。

　アングルも絶ぜつ妙みようにエロい。狙ねらいすましたタイミングでこんなものを送りつけてくるとは……あのゲス店長はこちらに何の恨うらみがあるのだろうか？

　まあ、この際、なんだっていい。

　今一番の問題は、己おのれの身に迫せまっている本日二度目の危機だ。

「……兄さん」

「……ヒビキ、あんた」

　地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような二人の少女の声が、不気味なほどに重なった。

　ヒビキは引きつった笑みを浮かべて恐おそる恐ると振り返る。

「……まず。会議を開こうか？」

　穏おん便びんな方向性の提案も虚むなしく。

　ミルドが腰こし元もとの聖せい剣けんに手を回し、アニスが懐ふところからスタンガンを取り出した。

「燃やし尽つくしなさい、《灼天の炎竜トワイライト・サラマンドラ》ァ!!」

「粛しゆく清せい、シマス」

「マジでふざけんな、ラミアーシャ──────────ッ!!」

　ヒビキの絶ぜつ叫きようが虚しく響き渡わたる。




　とりあえず、今度は自分の安全と引ひき換かえに校章だけは守り抜ぬいた。







　　　第二章　　都市対抗戦




『────大変長らくお待たせいたしました。これより第二神装都市と第五神装都市、二間の都市対抗戦を開かい催さいいたします。選手入場！』

　闘とう技ぎスタジアムの上空で、大きな音を立てて空くう砲ほうが打ち鳴らされる。

　同時に、コート脇わきに待機していた吹すい奏そう楽がく団だんが演奏を開始した。

　観覧席には無数の人、人、人……。

　スタジアムは熱気に包まれながらも、どこか厳げん粛しゆくとした空気を湛たたえていた。集まった観客たちも、にわかにざわつきながらコート内の入場口に注目する。

　その一角にて、アニスは難しい顔をしながら自前のノートＰＣと睨にらめっこしていた。

「むむむ……！」

「？　どうしたんだ、アニス？　もう始まるというのにパソコンなんかを睨んで」

　隣となりに座るイオが、不思議そうに首を傾かしげる。

　アニスは一つ嘆たん息そくすると、疲つかれた顔で首を振った。

「いえ……大したことではないです。相手選手の情報をあらかたハッキングしようと試みたのですが、見事にはねられました。さすがに情報管理が厳重ですね」

「フェアプレイの精神は皆かい無むか!?」

　いつものことながらとんでもないことを言い出す黒くろ髪かみ少女に、イオは手慣れたつっこみを入れる。

　アニスは肩かたを竦すくめて「冗じよう談だんですよ」と笑ってみせた。

「さすがにそんなリスクは犯おかしません。わたしのせいで兄さんが失格扱いにされたらイヤですから」

「……じょ、冗談か。君が言うと笑えないからやめてくれ」

「わたしが本気になれば、女め神がみのセキュリティプログラムなんてザルです。あまり派手に罪を犯せないというのも不自由ですね」

「試ためそうとはしたのか！」

　イオはガクリとうなだれる。

　その反応もどこ吹ふく風で、アニスはコート内を見下ろした。

「……来ましたね」

　コートのほうでは、すでに選手たちが入場を始めていた。

　西側の入場口から先頭を切って現れたのは、髪かみをオールバックに搔きあげた若い男。

　第二神装都市代表────シュラーク＝アグネヴァリアだ。

　彼の後ろには見慣れない制服を着た学生たちが列を作って続いていた。おそらくは彼らが第二神装都市側の出場選手だろう。

　シュラークの顔を見た瞬しゆん間かん、アニスは露ろ骨こつに眉まゆをひそめる。

「相変わらず……嫌いや味みな顔の男ですね」

　悪態をついたのは、心の奥にくすぶる怯おびえを否定するためだった。

　シュラークと自分、そして兄のヒビキには浅からぬ因いん縁ねんがある。

　先日の事件で戦うと決心はしたものの……やはり、苦手意識のような感情は拭ぬぐえない。

　気を取り直すように、今度は東側の入場口に目を向けた。

「おっ、こっちも来たな」

　イオの言葉通り、東側からは見慣れた面々が入場していた。

　先頭を切るのはミルドの姉、第五神装都市代表であるニミル＝アルト＝ミスクレシア。

　相変わらずニコニコと穏おだやかな笑えみを湛え、それが逆に何を考えているのかわからないミステリアスな雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。

「あ、ニミルさまだ！」

「きゃー！　ニミルさまー！」

「いつ見てもすごい美人だよなぁ……オレも第五神装都市に移住しようかな」

　アニスたちの近くにいる席から、そんな声せい援えんが聞こえてくる。

　どうやらニミルはその美び貌ぼうも相まって大衆から大人気のようだった。騒さわいでいるのは第五神装都市の人間だけでなく、第二神装都市の人間も多く見受けられる。

「ミルドさんのお姉さん、すごい人気ですね……」

「────当たり前だ。すべては学院長のお人ひと柄がらゆえに成せること。貴様らも、そんな学院長を誇ほこりに思うがいい」

「っ!?　ア、アイシア先生……!?」

　いつの間にか、イオの隣にメイド服を着た女性がたたずんでいた。

　彼女────アイシア＝ルクイストは、ジロリとこちらを睨みつける。

「デルヴェイド妹。貴様を見張りにきた」

「……はい？」

「詳くわしい事情は知らん。だが、学院長の言いつけでな。『アニス＝デルヴェイドから目を離すな』と。おおかた、お前たち兄妹きようだいがまた問題を起こすのを危き惧ぐしているのだろう。お前たちは我が学院きっての問題児だからな」

　そう言うと、アイシア先生はゆっくりと椅い子すに腰こしかける。

　アニスは複雑な思いで顔をしかめた。

　……ニミルの命令。

　おそらくは、先日の事件を受けてのことだろう。

　以前、シュラークは自分を狙った。第五神装都市を危険にさらしてまで、強きよう硬こう手段をとって。ニミルは再びそれが繰くり返されることを危惧している。

　アイシア先生も口では「お目付け役」みたいなことを言っているが、どこか事情を把は握あくしているようでもあった。その鋭するどい眼光はコート内のシュラークを射い貫ぬいている。

「メイド先生……」

「みなまで言うな、デルヴェイド妹。生徒の安全を確保するのは教員の役目。それに、私はメイド先生ではない。そのふざけた呼び方はやめろ」

「……はい。ありがとうございます」

　返してくれる言葉は短かったが、それでもアニスは少し安心することができた。

　近くで守ってくれる人がいる……その事実だけでもシュラークを恐れる心が緩かん和わされた。

　一人だけ事情を理解していないイオは、疑ぎ問もん符ふを浮かべながら二人を交こう互ごに見やる。

「あ、ヒビキたちも来ましたね」

　ニミルの後ろには、見慣れた顔の生徒たちが続いていた。

　先頭に仏ぶつ頂ちよう面づらの黒髪の少年、その後ろにツインテールの少女が続き、さらに後ろからは制服の上にパーカーを羽織ったガラの悪そうな少女の姿がある。

　ヒビキにミルド、それにシェリーだ。

　シェリーの後ろにはさらに二人の生徒がいたが、アニスは知らない顔だった。おそらくは代表選手の三回生だろう。

　第二神装都市と第五神装都市。

　二つの都市の代表選手が、並行するようにコートの中央へ整列した。

　だが、おかしな点が一つだけあった。

「……第二神装都市側の代表選手。一人足りませんね」

「…………」

　イオの指し摘てきに、アイシア先生が目を細める。

　確かに、第五神装都市側の生徒が五人いるのに対し、第二神装都市側は四人しか生徒が集まっていなかった。

　……二間都市対たい抗こう戦は、基本的に五人制の星取り形式で行われることになっている。

　簡単に言えば剣けん道どうと同じようなルールだ。

　先せん鋒ぽう、次鋒、中ちゆう堅けん、副将、大将の順に試合を重ねていき、最終的に白星が多いほうの団体が勝利となる。

　第五神装都市の整列順から見るに、ヒビキは先鋒、ミルドが次鋒に配置されているようだった。

　一方、第二神装都市側はミルドの対面────次鋒の選手の姿が見えない。

　会場の客たちもそのことに気づき、どよめきが起こった。

　それに合わせるように、すぐさまアナウンスが流れる。

『えー……第二神装都市、エメルダ＝ブルッフェリ選手に関しましては、早朝からの体調の不良により遅おくれての入場となっております。すでに容よう体だいも回復し、こちらに向かっているとのことです。場内の皆みな様さまには何なに卒とぞご理解のほどを────』

　体調の不良。その情報で、第二神装都市側の客たちが不安げな声を漏もらす。

　もしもその選手が間に合わなかった場合、無条件で次鋒の試合は第五神装都市の勝利とされるだろう。体調が万ばん全ぜんでないなら、間に合ったとしても充じゆう分ぶんな実力を発揮できないかもしれない。

　こちらとしては、悪くはない状じよう況きようのはずだった。

　だが……アニスはたとえようもない違い和わ感かんのようなものを覚える。

「相手選手は遅ち刻こくか。慣れない都市間の移動で大変だったとは思うが、体調管理も選手の大事な役割だろうに」

「……本当に、イオさんは、ただそれだけだと思いますか？」

「え？」

　アナウンスを聞いて渋しぶい顔をしていたイオは、意表を突つかれたみたいに高い声をあげた。

　アニスは、コートで涼すずしい顔をしているシュラークを睨み、それからアイシア先生に視線を移す。

「メイド先生。相手の選手、エメルダ＝ブルッフェリというのはどんな人なんですか？」

「……だから、その呼び方はやめろと────まあいい。詳しいことは私も知らんが、相手は三回生の女子生徒だと聞いている。経歴にも特別に怪あやしいところはない」

　こちらの言おうとしていることを察したように、アイシア先生はハッキリとそう言った。

「デルヴェイド妹。貴様の懸け念ねんもわかるが、アグネヴァリア代表とてバカではない。選手が遅れているというのも、純じゆん粋すいにただそれだけなのだろう」

「それならいいんですけどね……」

「？　二人でなんの話をしているんですか？」

「気にするな。それより、ちゃんとコートに注目しろ」

　コートのほうでは、各代表の挨あい拶さつが行われていた。

　ニミルとシュラークが交互に壇だん上じようにあがり、今日の対抗戦についての当たり障さわりのない話をする。

　そして……その一瞬。

　壇上にあがったシュラークが、ハッキリとこちらを睨にらみ据すえた気がした。

　気のせいかもしれない。これだけ大勢の人がいる中、自分の姿を的確にとらえることなど不可能だ。

　それでも、アニスは反射的に目を逸そらしてしまった。

　心臓がバクバクいっている。冷ひや汗あせが噴ふき出る。

　どうしても……胸にある予感を否定することができない。

（……大だい丈じよう夫ぶですよね、兄さん？）

　たった一つの希望に縋すがるように。

　アニスはコート上の兄に向かって、胸中で訊たずねるしかできなかった。




　　　　○　　　　●　　　　○




「よし、ミルド。先鋒と次鋒を変わってくれ」

　開会式が終わり、コートの隅すみにある選手控ひかえ席に移動したところで、ヒビキはゆるゆるとそう口を開いた。

　隣となりの椅子に座るミルドが、信じられないとでも言いたげに目を剝むく。

「はぁ!?　いきなりなに言ってんのよ!?」

「深い意味はねえけど。単なる提案だ」

「ダ、ダメに決まってるでしょ！　一度決めた順番は、変えることはできないのよ。だいたい、どうしてそんな提案を────」

「ほっとけよ、ミスクレシア。クソ黒くろ髪かみのことだ。おおかた順番を変わってもらって、体調不良の選手相手に楽しようとか考えてんだろーよ」

　疑問符を浮うかべるミルドの隣で、行ぎよう儀ぎ悪く足を組む金きん髪ぱつパーカーの少女が吐はき捨てるように言った。

　相変わらず口が悪いものの、どこかそわそわとしている感じがある。

　どうやらこの不良娘むすめ、らしくもなく緊きん張ちようしているようだ。

　そして、それはミルドや、他二人の生徒にも言えたことであった。

　集まる衆目と、目前に控ひかえた試合に、自分以外の全員が神経を尖とがらせている。

「……まっ。ダメならダメでいいんだけどな」

「なんなのよ、もう……」

　いつもの威い勢せいはどこへやら。

　普ふ段だんならここで説教の一つでも始めそうなミルドも、言葉数少なく黙だまり込んでしまった。

　かつてない大だい舞ぶ台たいだ。

　緊張しないほうが無理というものだろう。

（……俺としては、それ以上に気がかりなことがあるんだがな）

　バリバリと頭を搔かいて、ヒビキはコートを挟はさんだ対面にある控え席を見る。

　そこにはこちらと同様、大人しく待機する第二神装都市代表選手たちの姿があった。

　ただ、まったく同じ様子というわけではなく、向こうの選手は幾いく分ぶんか落ち着いているように思える。

　そして、なによりも気にしているのは────空席になった次鋒。

　ヒビキは鋭く目を細め、会場前側に用意された貴き賓ひん席せきを見やる。

　相変わらず穏おだやかな笑えみを浮かべるニミルや、各要人の中で────ひときわ厳格な表情をしているオールバックの男を睨みつけた。

　殺気に気づいてか、シュラークもすぐに反応して、ヒビキを睨み返す。

　両者の無言の威い圧あつが正面からぶつかり合った。




「────あら。気合充分なのは結構ですが、顔が恐こわいですわよ、ヒビキ？」




　ふと。

　唐とう突とつにかけられた少女の朗ほがらかな声に、ヒビキの意識はズレた。

　見ると、薄うすいシャツに短いスカートをはいた栗くり色いろ髪がみの少女が、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて立っていた。

「せ、生徒会長！」

「お疲つかれ様です！」

　副将と大将の席に座っていた三回生の男女二人が、弾はじかれたように立ち上がって頭を下げる。リナはクスクスとおかしそうに微笑ほほえみ、その場の全員を見回した。

「レイ、サシャ。そんなに畏かしこまらずともいいですわ」

「し、しかし……」

「会長を差し置いて、ただの役員である我々が代表選手などと……」

「それは言いっこなしだと約束したはずです。わたくしは自分の意思で代表選せん抜ばつ戦に参加しなかったのですから。それに、こうしているのも案外と楽しくてよ？」

　鷹おう揚ように答えるリナに、それでも二人の生徒は恐きよう縮しゆくした様子で身を固めていた。

　……あの二人、生徒会の人間か。

　意外性があるというわけではない。生徒会には優ゆう秀しゆうな人材も多いだろうから。

　それよりもヒビキが引っかかるのは……この場にいきなり現れたリナの恰かつ好こうだった。

「せ、生徒会長。どうしたんですかソレ？」

「……おい。こんなときにふざけてんのかコラ」

　ミルドとシェリーも、それぞれに呆あつ気けに取られた感じだった。

　今のリナは、薄いノースリーブのシャツに、太ももまでが大きく露ろ出しゆつしたミニスカート……いわゆる、チアリーダーのような姿をしていた。

　そんな彼女の右みぎ肩かたには、クーラーボックスが担かつがれている。

「生徒会のお仕事の一いつ環かんですわ。代表選手のサポート役としてね。こういう試合のマネージャーと言えば、この恰好でしょう？」

　胸を張ってドヤ顔をするリナ。

　……なにかを盛大に間ま違ちがえていた。

　この生徒会長は、まともそうに見えて実はパッパラパーなのかもしれない。

「ヒビキも。いかがですか？　コスプレというものはラミアーシャさんのお店で知りましたが、中々に趣おもむき深ぶかいですね」

　リナはその場でクルリと回転すると、小首を傾かしげてヒビキを見た。

　回った瞬しゆん間かんにスカートがひらりと浮き上がり、危あやうく中身が見えそうだった。それに媚こびたようなこの仕草……あざとい、実にあざとい。

「ふむ。確かに趣ぶか────いッ!?」

　顎あごに手を当てて頷うなずいていると、隣のミルドに思いっきり足を踏ふまれた。

　彼女は真っ赤な顔に少し涙なみだをにじませて、ジッとこちらを睨みあげてくる。

「生徒会長！　今すぐに制服に着き替がえ直してきてください!!」

「あら、ミルド？　いきなりどうしまして？」

「どっかのバカを無む暗やみに誘ゆう惑わくしないでください！　試合前に集中力が切れて負けたらどうするつもりですか!?」

「ん～。確かにそれは困りますけど。……あなたがわたくしにこの恰好をやめさせたいのは、本当にそれが理由ですか？」

「ひうっ!?」

「なんなら、もう一着ありますけど。ミルドもこちらの衣い装しように着替えます？　……もちろん、ヒビキのために」
















「ふ、ふふふふふざけないでください～～～～～～～～っ!!」

　肩を摑つかんでガクガクと揺ゆさぶるミルドに、リナはからかうように笑った。

　シェリーは呆あきれかえったように鼻を鳴らしてそっぽを向き、残りの二人の生徒も苦笑いで見守っている。

　……先ほどまでの重い空気が、目に見えて緩かん和わしていた。

　それをリナが意図してやったかは定さだかではないが、狙ねらったのであれば中々の策士だ。あながち頭がおめでたい人というわけじゃないのかもしれない。

　そして、ほどよく緊張もほぐされたところで。




『────これより先せん鋒ぽうの試合を開始します。第二神装都市ミーリャ＝トラハルト、第五神装都市ヒビキ＝デルヴェイド。前へ』




　アナウンスによる指示が会場に流れる。

　ヒビキは椅い子すから腰こしを上げて、腰こし元もとに取り付けてあった自身の《神機聖剣エクスカリス》をホルダーから外す。

　鞘さや入りの聖剣を肩にのせ、コートの中央へとゆるゆる歩き出した。

「絶対に勝ちなさいよ、ヒビキ！」

「むしろ負けたらぶっ殺す」

「あまり気負わずに。まあ、あなたには不要な忠告でしょうが」

　三人の少女の声せい援えんを受けて。

　軽く手を上げたヒビキは、いよいよ戦いの舞ぶ台たいに踏み入った。




　　　　○　　　　●　　　　○




　静まり返る会場。

　この場の誰だれもが緊張に身を固め、コートで対たい峙じする二人の学生を見ていた。他都市にも中ちゆう継けい配信がなされ、これから行われる試合の勝敗に世界中の人々が興味を傾かたむけている。

　ヒビキは相変わらず緊きん張ちよう感のない表情で前方を見やり、自分の対戦相手である先鋒の姿を改めて確かく認にんする。

（……女か）

　対戦相手、第二神装都市側から進み出てきたのは細身の女子生徒だった。

　銀ぎん髪ぱつのおかっぱ頭。どこか気弱そうな顔をしており、おどおどと視線を泳がせている。色白な両手は、胸から下げられたロザリオをギュッと握にぎりしめていた。

「あ、あの、そのっ」

　っと、泳いでいた視線がヒビキを捉とらえた。

　ヒビキは目を細めて、彼女を見つめ返す。

「ん。なんだ」

「そ、その……すみません。試合開始と同時でいいので、できれば早めに降参していただけないでしょうか？」

　いきなりの大だい胆たん発言に、ヒビキは思わず目を見開いた。

　……いや、こういう場面では驚おどろくことでもないのだが。

　特に自分の実力に過か剰じような自信のある者は、相手を見下してこういう挑ちよう発はつ発言をする場合がままある。ヒビキが少し意外に思ったのは、目の前の少女が「自分の実力を驕おごっている人間」にはあまり見えなかったからだ。

「あー……えっと？」

「わ、わたし、ミーリャ＝トラハルトと言います。第二神装都市ではシスター見習いをしていまして……」

　おどおどと言う少女、ミーリャは上うわ目め遣づかいにヒビキを見る。

「シスター？　あんた、聖剣使いじゃないのか？」

「だ、第二神装都市の聖剣使い育成機関は、女め神がみアイギールさまを信しん奉ぽうする教会組織と一体になる形で運営されています。すべては女神さまへの信しん仰こうがあつい学院長────シュラークさまの取り計らいでして。すべての生徒がそうではありませんが、わたしは教会の仕事もこなしているのです」

　なるほど。

　実にシュラークらしいと思った。胸くそ悪いほどに。

「それで？　教会に勤めるあんたは、なんで俺に降こう伏ふく勧かん告こくなんてする？」

「む、無暗に罪のない人を傷つけることは、教会で禁じられています。こ、今回は試合なので仕方ないですが……わたし個人としても、人を傷つけるのは好きではありません。だから、できれば争わずに戦いを終わらせたいのです」

　懇こん願がんするように頭を下げるミーリャは、ロザリオを握る両手にギュッと力を込こめる。

　ヒビキは眉まゆをひそめる。

　慈じ悲ひ深ぶかいシスターの提案……と言えば聞こえはいいが。

　自分が降参するという選せん択たく肢しを除外しているのが、中々に図ずう々ずうしい。

「……教会の教えってのも随ずい分ぶんと安っぽいんだな」

「え？」

「本当に人を傷つけたくなきゃ、そもそもこんな試合になんかでなけりゃいい。詭き弁べんを盾たてに聖人ぶってんじゃねえぞ、聖剣使い」

　ヒビキは鞘入りの聖剣を手のひらで回すと、対峙する少女に突つきつけた。

「敵は容よう赦しやなく排はい除じよする。それが女神に仕えるテメェらの本ほん性しようであり本質だろ？」

　やり返しと言わんばかりに、挑発的な笑いを向ける。

　ミーリャは呆気に取られたように立ちすくんだ。

　それから肩を落とし、祈いのるように目を伏ふせる。

「そう……ですか。なら、仕方がないです」

　そのとき。

　会場に、低いブザーの音が鳴り響ひびいた。

　試合開始の合図。このとき、この瞬間から、選手には自身の聖剣の全力解放と、相手への徹てつ底てい的な攻こう撃げきが認められる。

　祈りをやめ、顔を上げた少女は────本能むき出しの凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべていた。




「────じゃあ、遠えん慮りよなくぶっ殺させていただきまーす☆」




　歓かん喜きに打ち震ふるえるような叫さけび。

　先ほどの思し慮りよ深ぶかさはどこへやら。

　ミーリャはケタケタと壊こわれたように哄こう笑しようしながらヒビキに突とつ撃げきしてきた。

　色白の手が《神機聖剣エクスカリス》を抜ぬき放ち、まばゆい《魔ダ力ス光ク》に包まれる。

　────ミーリャ＝トラハルト。信仰値４２０７０。限定下における神機聖剣エクスカリスの完全解放を認にん可か────。

「神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン！　《空絶刃鋏グリーフ・メイデン》!!」

　鮮せん烈れつな《魔ダ力ス光ク》に反応し、《神機聖剣エクスカリス》が変形を開始する。

　現れたのは……刃は渡わたりが一メートル超ちようはあろうかという巨きよ大だいなハサミだった。

　二枚の刃やいばで胴どう体たいを切断しようと襲おそい掛かかってくるミーリャに、ヒビキはすかさず鞘入りの聖剣を構える。

　体を両断される前に、鞘で受け止めて防いだ。

「……それがお前の聖剣か？　本性とそっくりで随分と物ぶつ騒そうな見た目だな」

「シスターとかやってると色々ストレス溜たまるんですよぉ。毎日毎日、節制、節制って。こういう場面で暴れて、発散しなきゃですねぇっ!!」

「はッ。この間の双ふた子ごの剣機士スレイプニールといい、あのデコの下はこんなんばっかかよ。たとえ地じ獄ごくに堕おちても、あんただけには懺ざん悔げしたくねえな」

「それより。いいんですかぁ？　あなたの聖剣、かなりヤバげですけど」

　鍔つば迫ぜり合いをしながら、ミーリャがニヤァっと不気味な笑みを浮かべる。

　ヒビキはハッとして手元の聖剣を見た。

　……ハサミの刃を受け止めたヒビキの聖剣だが、その間にもギリギリと締しめつけられ、乾かわいた軋きしみを上げていた。

　どうやら、ハサミの刃は《魔ダ力ス光ク》によってコーティングされており、切断力が増しているらしい。このままでは聖剣ごと両断される。

「ちッ」

　ヒビキはすかさず身を捻ひねりながら、握った鞘入りの聖剣に意識を集中。

　ハサミの刃から流れ込んでくる《魔ダ力ス光ク》を把は握あくし、弾はじくように受け流した。

　────《虚空無刃ゼロ・キヤンセル》。

　ヒビキがもっとも得意とする技わざであり、聖剣が解放できない彼にとって唯ゆい一いつ、聖剣使いに対たい抗こうできる手段でもある。

　ミーリャはハサミ共々に弾き飛ばされながら、空中で器用に身を捻ってすかさず体勢を立て直した。

「鞘から抜き放ってもいない聖剣で、解放された相手の聖剣を完かん璧ぺきに受け流す……。ゆえに『無ゼ刃ロ』。シュラークさまから事前に聞かされていたとおりですねぇ。第五神装都市の代表選手は信仰値が一万前後のザコばかりだと思っていましたが、これなら少しは楽しめそうです」

「そりゃどーも」

「ではでは！　こんなのはどうですッ？」

　空中で叫んだミーリャの手元で、ハサミの刃が真っ赤に光った。

　彼女はハサミの刃を開くと、空中でジャキンと打ち鳴らす。

「……ッ！」

　瞬しゆん間かん、ヒビキの意識から彼女が消えた。

　見失ったのではない。文字通り『消えた』のである。

「────ハロー。お元気ですかァ？」

　そして。

　気づいたときには、ハサミの刃を開いて襲い掛かってくるミーリャが目の前にいた。

「っぶね！」

　ジャキン!!

　咄とつ嗟さに屈かがみ込んだヒビキの頭上で、ハサミの凶きよう刃じんが空を両断する。

　ヒビキはその場で回転するようにして、鞘さや入りの聖せい剣けんをミーリャに薙なぎ払はらった。

「届きませんよ？　残念ながらねぇ」

「っ……!!」

　しかし、かわされた。

　いや……かわされたのとは少し違ちがう。

　ヒビキが反撃したときには、すでにミーリャはこちらから距きよ離りをおいたところでニヤニヤと余よ裕ゆうの笑みを浮かべていた。

「……高速移動の能力？　にしては妙みようだな。お前自身に動いた形けい跡せきがない」

「おや？　中々に鋭するどいですね」

　ヒビキの指し摘てきに、ミーリャは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　一瞬で移動した……と仮定するには、ミーリャ自身にあまりにも変化がなさすぎた。息いき遣づかいなどはもちろん、服や髪かみの乱れに至るまで。

　そうなると、考えられるのは一つ。

「空間移動。あるいはその類たぐいか」

「ふふ、半分くらい正解です。わたしの聖剣は、空間の概がい念ねんを無視して移動するなんて高度なものじゃないですよぉ？　そんな芸当ができるのは『剣聖』、もしくは『聖機士オーデイン』、そこらへんの化け物さんたちくらいでしょう」

　ミーリャの手元で、巨大なハサミが赤く発光する。

　そしてジャキンと。二枚の刃が打ち鳴らされた。

　反射的に、ヒビキは後ろに跳とぶ。

　地面を蹴けりつけたときには……ミーリャがすぐ目の前にいた。

　振ふるわれるハサミの凶刃を、ヒビキは辛かろうじて聖剣の鞘で受け流す。

　弾かれたミーリャは無防備をさらし体勢を崩くずした。

　ヒビキはその隙すきを逃のがさずに追つい撃げき。細い体に向けて聖剣を振るう。




　ジャキン!!




　同時に、ミーリャのハサミが大きく打ち鳴らされた。

　ヒビキの目の前から、彼女が一瞬で消失する。

「ふぅ。あぶないあぶない。もう少しでやられちゃうところでしたねぇ」

「…………」

　ヒビキが睨にらみ据すえたその先に、彼女はいた。

　少し体勢を崩した状態で、こちらを嘲あざけるようにニヤニヤと笑いながら。

「なるほどな。あんたの聖剣は、互たがいの間合いを自在に調節できるのか。文字通り、そのハサミで『距離』を切ったり貼はったり……ってか？」

　発動条件は、おそらく《魔ダ力ス光ク》を込めた刃を打ち鳴らすことか。

　ミーリャは満足げにうなずくと、パチパチと小さく拍はく手しゆをした。

「すごい。ヒントは与あたえましたが、たった二回の切り結びだけで見み抜ぬきましたか。最弱都市の選手だからといって侮あなどれないですねぇ。シュラークさまが妙に注目していたり、あなたは一体何者なんでしょう？」

「べつに。ただ、あんたと似たような能力を使う奴やつは腐くさるほど見てきたからな」

「……はい？」

「なんでもねえよ。つまらねえ思い出話だ」

　ヒビキが返した言葉の意味を理解できなかったのか、ミーリャは怪け訝げんな顔で首をひねる。

　ヒビキはバリバリと頭を搔かくと、聖剣を構え直した。

（……さて。どうすっか）

　見たところ、ミーリャの体たい捌さばきはそれほどでもない。

　ミルドなどと比べても、明らかに隙が大きく手慣れていない感じだった。

　だが、そのぶん聖剣の能力が凶悪だ。

　なにせ、好きなタイミングで間合いを詰つめたり離はなしたりできるのだ。

　当たり前だが、戦せん闘とうにおいて間合いとは最も重要な要因の一つである。

　それを握にぎられているだけで、常に相手の手のひらで転がされているにも等しい。

（さすがに一ひと筋すじ縄なわではいかねえな）

　ヒビキがグッと身を低くしたのを見て、ミーリャも臨戦態勢を取る。

「一応、先に言っておきますが。わたしが距離を縮めたのを見計らい、カウンター狙ねらい……なんて手は通じませんよぉ？　あなたがそれなりにできるのは、わたしも理解しました。次からは本気で獲とりにいかせてもらいます」

「さっきから口数の多いシスターだな。ゴチャゴチャ言ってないで、来いよ」

　ヒビキは挑ちよう発はつするように手をクイクイと動かす。

　ニヤリと。凶悪な笑みを浮かべたミーリャの手でハサミが赤く発光した。

「すぐにバラバラにしてあげますよ！」

　ジャキン!!

　打ち鳴らされたハサミの音と共に、ミーリャが消失。

　反射的にヒビキは首を傾かたむける。すぐ背後から巨大な二枚刃が現れ、頰ほおを掠かすめるように擦さつ過かしていった。

「さあさあさあ！　どこまで持ちますか!?」

　ジャキン!!　ジャキン!!　ジャキン!!

　息をつく暇ひまもなく、ハサミが連続で打ち鳴らされる。

　聖剣の能力により距離を自在に切って貼り付け、縮めて伸のばしながら、ミーリャは怒ど濤とうのヒット＆アウェイを繰くり出した。

　ヒビキは冷静にその連撃をかわすも、徐じよ々じよに全身を切り刻まれていく。

　反撃しようにも、一瞬で間合いを離されるため打つ手がない。

　一方的な蹂じゆう躙りんの光景に、会場の観客たちから小さな悲鳴が起こった。

　ハサミの刃でヒビキの脇わき腹ばらを切り刻み、能力で距離を離しながら反撃をかわしたミーリャは、返り血をあびた顔でケラケラと嘲あざ笑わらう。

「つまらないですねぇ!!　やはり、しょせんは最弱都市！　棒立ちすることしかできないんですかァ!?」




「────いや、棒立ちはあんたのほうだろ」




　トンっと。

　ミーリャの後頭部に、軽い衝しよう撃げきが加わった。

「え……？」

　何が起こったのかわからず、彼女は呆ほうけた顔を上げて背後を振り返る。

　そこに────鞘の切っ先を突つきつける黒くろ髪かみの少年の姿があった。

「な……ッ!?　ど、どうして!?」

　ミーリャは自身の聖剣の能力で距離を離した直後。つい先ほどまでヒビキは切り刻まれ、反撃もできずに蹂躙される一方だったはずだ。

　それが、いつの間にか背後にいる。

　彼女にはその現象の意味がわからなかった。

「距離を離して安心する気持ちはわかるが。隙だらけだぜ？」

「……くぅっ！」

　ハサミを振るい、突きつけられていた鞘入りの聖剣を弾く。

　そのままハサミに《魔ダ力ス光ク》を集め、勢いよく打ち鳴らした。

　ミーリャとヒビキの間に「距離」の概念が貼り付けられ、一気に間合いが開く。

　ひとまずの安全を確保して、ミーリャはホッと息を吐き────。

「だから。気ぃ抜ぬきすぎだって」

「っっっ!!」

　直後、背後から腑ふ抜ぬけた少年の声。

　振り返ると同時、彼女の腹部に強きよう烈れつな掌しよう底ていが叩たたき込まれた。

「がはっ!?」

　ミーリャは訳が分からぬまま、吹ふき飛ばされて地面を転がる。

　試合開始後の初めてのダメージに表情を歪ゆがめ、よろよろと身を起こした彼女の瞳ひとみに、全身が傷だらけになりながらも平然とたたずむ少年の姿が映る。

「どう……して？　どうしてどうして!?　わたしはちゃんと聖剣の能力で距離を離したはず！　あなたが追いつけるはずがない！　わたしを捉とらえられるものですか！」

「……あんたがそう思い込むのは勝手だがな。戦いにおける決めつけは一番のタブーだぜ？」

　ヒビキはいつもと変わらない気の抜けた態度で、頭を搔く。

　彼の目には、すでに目の前で這はいつくばる少女が脅きよう威いとは映っていなかった。

「あんたが能力を乱発したおかげで、縮められる距離と伸ばせる距離の長さはだいたい把は握あくした。ほぼ一律でわかりやすかったからな。あとはどこに移動するかの予測を立てて、待ち構えてりゃ捕つかまえるのも難しくない」

「……うそ。あ、ありえない。そんなのありえない!!」

　ミーリャは口から泡あわを飛ばして騒さわぎ立てた。

　……相手との「距離」を操作できる自身の聖剣。しかしその利便性の一方、操あやつれる距離は一定であり、読まれやすいこともミーリャはちゃんと理解していた。

　ただ、それは欠点であると同時、欠点になりえないもののはずだった。

　なにせ一瞬で距離を離せるのだ。

　どこに移動するか読まれようと、相手が追いつけない限りは意味がない。

　そう────「一瞬で追いついてくる例外」を除いては。

「ま、さ、か……？」

　ミーリャは思い至った。

　思い至ってしまった。

　想定していなかった例外の可能性。

　その例外に、目の前の少年が当てはまっていることを。

「……これは。俺に剣けん術じゆつを叩きこんだ奴の受け売りだがな」

　ヒビキは呆ぼう然ぜんとするミーリャを冷たく見下ろす。

「仮に、自分の聖せい剣けんが『何でも斬きれる』能力を持っているなら、『斬れない例外がある』ことを前提として立ち回れ。でないと、いざってときに足をすくわれる。そういう舞ぶ台たいで戦ってるんだよ、俺たち聖剣使いは」

　コート内に静せい寂じやくが流れる。

　ミーリャはすでに魂たましいが抜けたようになっていた。

　……彼女の頭の中にあるのは、ひたすらに驚きよう愕がくの感情。

　聖剣も抜かず、聖剣使いと同等に戦うイレギュラーが存在することは、事前に都市代表であるシュラークから聞かされていた。まさか自分の対戦相手になるとは思っていなかったが、特段に警けい戒かいするほどでもないと見くびっていた。

　それだけ、ミーリャには絶対的な自信があったのだ。

　だが……そんな楽観的な想定と、現実はまるで違ちがった。

　聖剣が抜けない？　相手の攻こう撃げきを受け流す？

　そうじゃない。問題はもっと根本的なところにある。

　純じゆん粋すいな戦闘能力。戦いという面において。

　────この少年は、まるで次元が違う。

「で？　どうする？　続けるか？」

　訊たずねてくるヒビキに、ミーリャはビクッと身を竦すくませた。

　それから、脱だつ力りよくしたように弱々しい笑えみを浮うかべて。

「ま…………まいり、ました…………」

　降こう伏ふく宣言と同時。

　会場全体が爆ばく発はつするように沸わいた。




　　　　○　　　　●　　　　○




「よお。勝ったぞ」

「勝ったぞ……じゃないわよ、バカ！」

　選手控ひかえ席に戻もどりながらヒビキがヒラヒラと手を振ふると、すぐさま血相を変えたミルドが駆かけ寄ってきた。

　全身が傷だらけのヒビキを見て、彼女はあからさまに苦しげな表情になる。

「生徒会長！　ヒビキの手当てをお願いします」

「了りよう解かいですわ。まったく、あなたの無茶にはいつも肝きもを冷やされますわね……」

　ミルドの呼びかけに応じて、背後から救急箱を持ったリナが駆けてくる。

　生徒会として選手のサポート役を買って出た彼女は、いざというときの応急措そ置ちもかねているようだった。

「傷は……よかった。思ったよりも深くはないみたいですわね。これなら医務室に運ぶ必要もないでしょう」

「大おお袈げ裟さだよ。ただのかすり傷だろ」

　リナからの手厚い処置を受けながら、ヒビキはやれやれと嘆たん息そくする。

　実際、急所はすべて外していた。傷も見た目が派手なだけで薄うす皮かわが刻まれた程度。間違っても騒ぎ立てることではない。

　しかし、そう答えたヒビキの頭を、小さく握られた拳こぶしがポコンと叩いた。

「……あ？　ミルド？」

「本当にバカ！　たとえ大した傷じゃなくても……なんであんたは毎回ボロボロなのよ」

　こちらを気き丈じように睨にらみつけてくる双そう眸ぼうには、涙なみだが溜たまっていた。

　ヒビキは思わず面めん喰くらってしまう。

「いや。好きでボロボロになってるわけじゃないぞ？　相手の聖剣を把握するため、ああするしかなかっただけで……」

「だからって！　毎回そんなことになってちゃ、あんたの身が持たないわよ！　目標に向かって全力になるのはいいけど……」

　ミルドはピシャリと言い放つと、ヒビキの鼻先に指を突きつけた。

「あんたはもっと、自分自身を大切にしなさい！」

　ヒビキは目を丸くした。

　……自分自身を大切に。

　そんな当たり前の説教をされて、自然と笑いが漏もれる。

「な、なによっ？」

「気き遣づかってくれるのはありがたいんだが。こういう場面で大々的に叫さけぶかフツー？」

　ヒビキの指し摘てきに、ミルドはハッと息を吐く。

　慌あわてて周囲を見回すと、ヒビキの手当てを続けるリナがクスクスとおかしそうに忍しのび笑いをしていた。控ひかえ席に座るシェリーは呆あきれたように半眼になり、他二人の三回生も苦笑いを浮かべている。

「まあまあ、ミルドったら。傷ついて当たり前の対たい抗こう試合でそんなにも過保護になるとは、よっぽどヒビキのことが大切で心配ですのね……♪」

「～～～～～～～～っ」

　撃げき沈ちん。反論もできず、ミルドは真っ赤な顔で絶句するしかなかった。

　そんな彼女に呆れつつ、ヒビキはそれとなくコートのほうへ視線を移す。

　すぐさま、観覧席から多くの視線が集まっていることに気づく。

「……なんだよ、あいつ」

「第五神装都市にはあんなのがいたのか？　化け物かよ……」

「さっきの絶対に人間の動きじゃないって」

　第五神装都市の人間はまだしも、第二神装都市の人間には特にそれが顕けん著ちよだった。

　こちらを見る彼らの瞳にあるのは────恐きよう怖ふ。

　自分の理解が及およばない異質を前にしたときのソレだった。

　この試合は全国中ちゆう継けいで他都市にも流れている。おそらく、多くの人間が自分に対して同じような感情を向けているだろう。

　それでいいと、ヒビキは思った。

　この視線、この感覚には覚えがある。

（……七年前の立場を取り戻す、まずは第一歩か）

　たとえその視線に畏い敬けいや憧どう憬けいの念が込こめられていなくとも。

　こいつは、普ふ通つうじゃない────世界全体にそう認められることこそが、聖剣使いとして一線を画する立場になるための入り口である。

　そう、かつての自分がそうであったように。

（まあ。俺のことはいいとして）

　ひとまず気を取り直し、ヒビキは第二神装都市側の選手控え席に注目する。

　初戦から敗北を喫きつしたミーリャは所在なさげにうなだれ、他の選手も厳格な姿勢で油断なくこちらを睨み据すえている。

　相手が最弱都市だからといって見くびるような雰ふん囲い気きはもうどこにもなかった。

　初戦を取られたことで、彼らも惜おしみなく本気を出してくることだろう。

　これからの戦いは、さらに厳しくなるかもしれない。

　そして……なによりも。

　次のミルドの相手、次鋒の席は、未いまだに空いたままだった。




『────続けて次鋒の試合を開始します。第二神装都市エメルダ＝ブルッフェリ、第五神装都市ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシア。前へ』




　定時になったのか、会場にアナウンスが流れた。

　しかし、その声も少し戸と惑まどっているようだった。

　名を呼ばれたミルドも迷うように会場に視線を巡めぐらせている。

「……ヒ、ヒビキ」

「いいから。お前はコートに出ろよ」

「う、うん」

　不安げに見つめてきた彼女に、ヒビキは落ち着いてそう返してやる。

　ミルドは気を引き締しめ直すように姿勢を正して、コートに踏ふみ込んでいった。

「……おい、第二神装都市側の選手はまだなのか？」

「遅おくれてくるって言ってたけど、どこにも姿が見えないじゃない」

「もしかして不戦敗……？」

　観覧席の客たちにもどよめきが波は及きゆうしていく。

　遅ち刻こくすると告知のあった相手選手は不在。それは運営側である両都市にも不測の事態であったようで、重役が集まる貴き賓ひん席せきのほうでもバタバタと人が駆けまわっていた。

　……だが。

　困ったように微笑ほほえむニミルの隣となりで、最高責任者でありながらあくまでも涼すずしい顔をしている男を、ヒビキは鋭するどく睨みつけた。

　なんだろうか。

　胸むな騒さわぎがする。

　なにか途と轍てつもない事態が起こる、そんな予感が。

『た、ただいま、こちらで事情を確かく認にん中です。少々お待ちを────あっ』

　アナウンスが呆ほうけた声をあげた直後。

　スタジアムの西側入場口から、フラリと人ひと影かげが現れた。

　……遅れていた選手の登場。

　誰だれもがそう思い、ホッと胸をなで下ろした。

　だが────。

「……あなた、だれ？」

　コートに立つミルドが、警戒心を露あらわにして聖剣に手を掛かける。

　眼前に立つ人物は、明らかに異質だった。

　全身を覆おおうような丈たけの長いローブ。

　顔はフードに隠かくされていて見えない。身み丈たけや体格から察するに、幼い少女であると思われた。アニスよりも少し大きく、ミルドよりは小こ柄がらといった感じだ。

　そして、その腰こしには一ひと振ふりの《神機聖剣エクスカリス》がさげられている。

　少女は両手を上げて肩かたを竦めると、覗のぞき見える口元に悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

『ごめーん♪　ボクってば、うまく紛まぎれ込んだまではいいものの、登場まで待つのが退たい屈くつで裏でお昼ひる寝ねしちゃってた。ガイスト、怒おこるかな？』

「質問に答えなさいッ。あなたはなんなの!?」

『んー？　代表選手のエメなんとかって人間だよー……なーんて噓うそいってもバレバレだよねっ♪　まあ、紛れ込んだ時点で作戦成功だし、隠す必要もないか』

　はしゃぐように言った少女は、頭のフードに手をかけて取り払はらう。

「…………!?」

「…………ッ」

　瞬しゆん間かん、ミルドが息を吞のみ、ヒビキは立ち上がった。

　フードの下から現れたのは、光こう沢たくのある艶つややかな灰色の髪かみ。

　人形のように整った顔立ちと、ミルドを見み据すえるつぶらな瞳ひとみ。

　そのすべてに、どこか見知ったような面おも影かげがある。

「ア、アニスちゃん……え、その、アイギールさま……？」

「ぶっぶー。近いけど、ボクは彼女たち『オリジナル』とは違ちがうよ？　ざっくりと言うならその中間。《女め神がみ》と《邪神シエイド》のハイブリッドってところかな？」

　少女のあどけない顔面に、感情が抜ぬけ落ちたような冷れい淡たんな笑みが躍おどった。

　小さな手が腰元の《神機聖剣エクスカリス》を鞘さやから抜き放ち、高々とかかげる。

　会場にいる人間、そして中継を通して全世界の人間に、己おのれの存在を知らしめるように。




「ボクの名前はマリー！　《方舟の亡霊アーク・レイス》の『プロトタイプ・マリー』!!　救済の方はこ舟ぶねの中にて唯ゆい一いつ、外界にある真実の地じ獄ごくを知り、それを語り聞かせる者だよ♪」







　　　第三章　　破は滅めつの音




「────《黒霊聖剣エクスレイス》、起動ッッ!!」

　少女の足元から、ドス黒い瘴しよう気きのようなものが噴ふき出した。

　空気中を滑すべるように漂ただよう瘴気は、少女が掲かかげた聖剣の刀身へと集つどい、その色合いを漆しつ黒こくへと変える。

　それと同時、多大な《魔ダ力ス光ク》の波動が放たれ、コートに激しい風が巻き起こった。

　吹ふき荒あれる風は観覧席にまで吹きつけ、集まった人々から悲鳴が上がる。

　まるで一つの嵐あらしを作り出したかのように、荒れ狂くるう暴風がスタジアム全体をすっぽりと包み込んだ。

「あれは……!?」

　ミルドは暴風に飛ばされないよう姿勢を低くしながら、驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

　……少女の持つ、瘴気をまとう異い形ぎようの聖剣。

　見覚えはあった。ありすぎた。

　ミルドがヒビキたちと出会ってまだ間もない頃ころ。突とつ発ぱつ的に第五神装都市を襲おそった《邪神シエイド》の襲しゆう撃げき事件。

　その主犯格である学院の講師、シュタイナー＝リンドベールが、あれと同じものを用いて自分やアニスを追い詰つめた。

　彼いわく、あの聖剣は「《邪神シエイド》の力を使って覚かく醒せいした真の聖剣」だと。

「あはっ♪」

　そのとき、少女が軽く地面を蹴けった。

　弾だん丸がんのような速度でこちらに突とつ撃げきしてくる。

　ミルドは全身に鳥とり肌はだが立つのを感じた。

　あの少女は、自分を《方舟の亡霊アーク・レイス》だと名乗った。

　女神にあだなし、都市を危険に陥おとしいれる犯罪組織。その全容は未だにつかめず、姉のニミルさえも手を焼いている得体の知れない集団である。

　……あんな小さな子供が。

　確かな殺意を、こちらに向けて。

「神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン!!　《灼天の炎竜トワイライト・サラマンドラ》《蒼月の氷狼エクリプス・フエンリル》────放射ブラストッッ!!」

　瞬間的に抜き放ったミルドの二振りの聖剣が、まばゆい光こう輝きを放つ。

　────ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシア。信しん仰こう値１０６００。限定下における神機聖剣エクスカリスの完全解放を認可────。

　すぐさま刀身から灼しやく熱ねつの炎ほのおと絶対零れい度どの冷気が噴き出し、コーティングするように巨きよ大だいな刃やいばを形成する。

　躊躇ためらいはなかった。

　むしろ、少しでも迷えば死ぬとさえ思った。

　それだけ、向かってくる少女の放つ殺気は常じよう軌きを逸いつしていた。

「きゃはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははっ♪」

　無む邪じや気きで、しかしどこか壊こわれたような不気味な笑いが、少女の口から奏でられる。

　ミルドは前方に大きく踏み出し、最大出力まで高めた炎氷の双そう剣けんをクロスさせるように振ふるった。

　一いち撃げきで、獲とる。その覚かく悟ごを決めて。

　双剣が大気を焼き払い、同時に凍いて付かせながら。

　向かってくる少女の華きや奢しやな体を激しく薙ないだ。




　ゴッ!!



















「────……！」

　理解が及およばなかった。

　気づけばミルドは後ろに吹き飛び、ゴロゴロと地面を転がっていた。

　混乱する頭で唯一認識できたのは、肩かた口ぐちに走る激痛。

　見ると、右肩から腰の左側にかけて斜ななめを描えがくように、バッサリと引き裂さかれていた。

「……そ、んな……」

　信じられない思いで手元を見る。

　そこには根元からポッキリと折れた自身の聖剣が握にぎられていた。

　反応や認識さえ追いつかない一瞬で、ただ上から叩たたき潰つぶされた────。

　そう理解したとき、ミルドは自分が悪夢を見ているのではないかと思った。

　自分自身の力をおごりはしていない。

　だが、ここ最近で少しは戦えるようになったと思っていた。

　都市を襲った《邪神シエイド》と戦い、姉のニミルに自分の覚悟を示し、敵対したシュラークと剣を交えて。どれもこれもがうまくいったとは言えない。最終的にあいつに助けられる場面が多かった。

　それでも、自分の意思と力で抗あらがったのだ。

　抗うことが────できたのだ。

　少なくとも、今のような「抵てい抗こうも許されない蹂じゆう躙りん」をミルドは経験したことがない。

「あれ？　おねえちゃん、もうおしまい？」

　ザンッ！

　倒たおれ伏ふすミルドの真横に、瘴気をまとった剣が突き刺ささった。

「ひっ……！」

　思わず情けない声が漏もれる。

　怯おびえた目をするミルドを、少女は不思議そうに首をひねって見下ろしていた。

「もろいなぁ。なんでそんなにもろいのに生きていられるの？　ボクの周りにも、おねえちゃんと同じでもろい奴やつがいっぱいいたけど、全部『役立たず』って言われて廃はい棄きされたよ？　役立たずには存在価値がないんだ」

「あ、あなたは……」

「おねえちゃんも、死ねば？」

「…………！」

　瘴気の聖剣を地面から抜いた少女が、凶きよう刃じんを振り下ろす。

　傷ついたミルドはその場から動けず、ただ瞳を強く閉じるしかできなかった。




　────ピチャリ。




　しかし、その前に。

　少女の足元で、水を打つような涼すずしい音が響ひびいた。

「……ありゃ？」

　いつの間にか、地面に透とう明めいな水すい膜まくが張られていた。

　水膜は急激に持ちあがると、ものすごい勢いで噴き上がった。

　激しい水流が発生し、少女とミルドの間に巨大な水すい壁へきが形成される。

「これは生徒会長の────!?」

　ミルドが驚愕に目を見開く。

　自分を守るように噴き上がる水流。その能力には、ミルドも見覚えがあった。

　そして、次の瞬間。

　吹き抜ける風のように、何かが真横を素す早ばやく通過した。

「……あ」

　視界に映る、少年の後ろ姿。

　それを見たとき、ミルドは思わず涙なみだがあふれ出そうになった。

　少年はグッと拳こぶしを引くと、立ち上る水壁に向かって鋭するどい突きを繰くり出す。

　バァン!!

《魔ダ力ス光ク》の込こめられた拳が水壁を飛散させ、激しい音が響き渡わたる。




「……あはっ♪　やっぱり来るんだね、『無ゼ刃ロ』？」




　破は壊かいされた水壁の向こうで、少女が嬉うれしそうに笑う。

　その手には瘴気を纏まとう聖せい剣けんがかざされ、事もなげに少年の拳を防いでいた。

　少年────ヒビキは。

　真っ向からその異形と対たい峙じした。




　　　　○　　　　●　　　　○




「ヒビキ……」

「ん。生きてるか、ミルド」

　背後でか細い声をあげたミルドに、ヒビキは眼前の敵から目を離はなさないまま応じた。

　ミルドは目め尻じりに涙をためると、下した唇くちびるを嚙かんで気き丈じように見つめ返してくれた。

「ちゃんと、生きてるわよ」

「そうか。……悪かったな、間に合わなくて」

「ううん。やられたのは、あたしが弱かったせいだから。あんたはまた助けてくれた。……ありがと」

「それでも。すまん」

　ヒビキは右手の聖剣の柄つかをギュッと握り込んだ。

　……反応できなかった。

　ミルドが襲われたとき、本来ならば近くにいたヒビキはもっと早くに助けへ入れたはずだった。しかし、間に合わなかったのだ。

　相手がミルドを蹂躙したのは一瞬。

　ヒビキでさえ、その動きを捉とらえられないほどに。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ミルド!?」

　っと、そのとき。

　控ひかえ席のほうから、リナを含ふくめた第五神装都市側の選手たちが駆かけ寄ってきた。

　リナは倒れ伏すミルドの怪け我がを見ながら、他二人の生徒会役員に指示を下す。彼らは救急箱から薬や包帯を取り出し、すぐさまミルドの処置に入ってくれた。

　ミルドは大丈夫だろう。

　ヒビキは少し気を抜ぬくと、改めて対峙する敵を睨にらみ据すえる。

「……何者だ、テメェ」

「うん？　さっき名乗ってあげたよー。ボクはマリー」

　首を傾かしげる少女、マリーはぱちくりと目をしばたたかせる。

　その仕草は一見して無邪気にも思えるが、見ようによってはこちらを嘲あざけっている感じにも思えた。

「テメェは自分を《方舟の亡霊アーク・レイス》とか名乗ったな。あのクソ講師、リンドベールの仲間か？　そのふざけた見た目はどうなってやがる」

「んー。質問攻ぜめされても困るよ。答えてあげられる時間がないっていうか────」

　マリーの顔に、不気味なほど愛らしい笑えみがパッと咲さいた。

「────ボクには君たちを皆みな殺ごろしにしなくちゃいけないってお仕事があるからさ♪」

　小さな体が動いた。

　そう認にん識しきしたときには、すでに遅おそい。

　左肩に激痛が走り、血ち飛沫しぶきが飛んだ。

「チッ……！」

「おおっ。急所を狙ねらったはずなのに避よけられた！」

　空中を舞まいながら、血を滴したたらせる聖剣を握るマリーが目を輝かがやかせる。

　斬きられた。ヒビキは彼女の姿を目で追いながら舌打ちをする。

　速いとか、動きが見えないとか、そんな生なま易やさしい話ではない。

　……『認識すらできない』。

　距きよ離りの概がい念ねんを操あやつっていた第二神装都市代表選手、ミーリャ＝トラハルトが可愛かわいく思えるほどの脅きよう威い。

　マリーの動きはそれほどに人外じみていた。

「もっと見せてよ、『無ゼ刃ロ』！　君のすごいところを！」

「ガキの遊びに付き合ってやる心の広さは持ち合わせてねえよッ！」

　空中にいるマリーの姿が、ブレた。

　ヒビキは反射的に身を捻ひねり、回転しながら鞘さや入りの聖剣を振るう。

　ガキィン！

　高い金属音が鳴り響き、意識外から斬りかかってきたマリーの一いち撃げきを受け止める。

　しかし、そう思ったのも束つかの間。

「あははははははっ♪」

　甲かん高だかい笑い声と共に、マリーの聖剣から濃こい瘴しよう気きが噴ふき出した。

　瘴気は空気中で唸うなり、大樹の枝葉のように無数に伸のびると、先せん端たんを鋭く尖とがらせる。

　形成された黒い刃やいばが、四方八方からヒビキに襲おそい掛かかった。

「…………ッ！」

　かつて、同じような技わざをリンドベールが使っていた。

　しかし、質量と速度が比ではない。

　尋じん常じようならざる刃の嵐あらし。

　ヒビキはマリーの聖剣を弾はじき、距離を置きながら、襲いくる瘴気の刃を片かた端はしから撃うち落とした。

　だが、

（……一撃が重い……！）

　千単位で一いつ斉せいに押し寄せてくる瘴気の刃。

　その一本一本を弾くたび、ヒビキが振ふるう鞘入りの聖剣がギリギリと軋きしんだ。

　一撃に込められた《魔ダ力ス光ク》の濃のう度どが常じよう軌きを逸いつしている。

　まともに受けた場合、たとえ剣機士スレイプニールレベルの聖剣使いでさえ耐たえられるか危あやういかもしれない。ミルドの聖剣が根元から折られた理由を、ヒビキはイヤというほどに理解する。

「クソがッ……！」

　なんとか逃のがれようとするヒビキを、瘴気の刃が執しつ拗ように追つい跡せきする。

　一撃を受け流すだけでも限界まで神経をすり減らし、さらにそれが千単位で息つく暇ひまもなく襲い掛かってくる。

　ヒビキは徐じよ々じよに追い詰つめられ、全身を切り裂さかれた。

「やべっ……！」

　膝ひざをつくヒビキの頭上に、容よう赦しやなく瘴気の刃が殺さつ到とうした。




「────神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン！　ぶっ潰つぶせ《断圧の巨斧ヘカトンケイル》!!」




　ヒビキの頭上に、《魔ダ力ス光ク》のブーストを噴かせる二本の戦斧バトルアツクスが滑すべり込んだ。

　戦斧バトルアツクスはそれぞれ瘴気の刃にぶち当たると、その軌き道どうを辛かろうじて逸そらす。

　おかげでヒビキは難を逃れたが、二本の戦斧バトルアツクスは空中で粉々に砕くだけ散ってしまった。

「チッ……ッ！」

　ヒビキの背後で、パーカーを羽織った金きん髪ぱつの少女が苦い表情を浮うかべる。

「不良娘むすめ！」

「デルヴェイド！　ありゃなんだ!?」

　自身の付属兵器をまるでガラス細工のように易やす々やすと砕いた瘴気の刃。咄とつ嗟さに助けに入ったシェリーも、堪たまらずに戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。

　そして、最悪なことに。

　邪じや魔まをされたことで、マリーが白しらけた視線をシェリーに向ける。

「なに、そこの金髪？　もろいくせに邪魔しないでよ」

「うっ……！」

　まるで羽虫を払はらうかのように、マリーが軽く聖剣を振るう。

　ヒビキを襲っている瘴気の刃のうちの一本が、シェリーに向かって勢いよく飛んだ。

　シェリーは動けない。ヒビキもなんとか割り込もうと踏ふみ出すが、直後に刃の嵐に見み舞まわれ、その対処だけで手いっぱいだった。

「うあっ……」

　足をもつれさせ、尻しり餅もちをつくシェリー。

　無防備な彼女に、瘴気の刃が容赦なく襲い掛かり、




　────直後、白い風が吹ふいた。




　シェリーの前に、幾いく重えにもなる眩まばゆい剣けん閃せんが迸ほとばしる。

　瘴気の刃は瞬またたく間まに切り裂かれ、塵ちりのように霧む散さんした。

　ヒビキの目に、立ち並ぶ無数の人ひと影かげが映る。

「……待機していた剣機士スレイプニールか」

　真っ白な装しよう束ぞくに身を包む男たちが、次々にコート上へ降り立った。

　腰こし元もとに神機聖剣エクスカリスを帯たい剣けんし、一人一人が強つわ者ものの風格を持つ彼らは、迅じん速そくな動きで中心にいるマリーを包囲する。

「件くだんの賊ぞく、《方舟の亡霊アーク・レイス》を確認！　第一級戒かい厳げん令れいに従い、総員の神機聖剣エクスカリス全力解放を認める！　第一班と第二班は敵戦力の殲せん滅めつ、第三班は生徒の保護と救助にあたれ！」

「「「「「────神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン！」」」」」

　リーダー格らしき男の指示で、剣機士スレイプニールたちが一斉に自身の聖剣を解放する。

　ヒビキのもとにも十数人の男たちが駆け付け、殺到してくる瘴気の刃を受け止めた。

「あんたら……」

「あとは我々に任せてさがれ、ヒビキ＝デルヴェイド！　都市対たい抗こう戦は中止!!　他の生徒たちと共に迅速にスタジアム外へ避ひ難なんしろ！」

　瘴気の刃を辛うじて受けながら、剣機士スレイプニールの一人が苦しげにそう告げる。

　見ると、すでに会場内では一いつ般ぱん客きやくの避ひ難なん誘ゆう導どうが行われていた。

　マリーが起こした暴風により阻はばまれ、うまく避難ができていないようだが、待機していた剣機士スレイプニールたちが一丸となって混乱を収めている。

「ニミルさまはこのような事態になることも想定し、我々に緊きん急きゆう時の対処を徹てつ底ていするようおっしゃられていた！　これ以上、この都市を犯罪者の好き勝手にはさせん！」

　そう叫さけぶ剣機士スレイプニールの言葉には確固たる意志が込こめられていた。

　おそらく、先日の《邪神シエイド》による襲しゆう撃げき事件で、彼らも自分たちの不ふ甲が斐いなさを痛感したのだろう。だからこそ都市代表のニミルは常に厳戒態勢を敷しき、彼らも警けい戒かいを緩ゆるめることなく会場内を見張っていた。

　組織としてはあまりに迅速な動きに、ヒビキは思わず苦笑いを漏もらす。

「できれば、もっと早くに助けてほしかったけどな」

「茶化すな。……とにかく、行け」

　他の剣機士スレイプニールたちの手により、傷を負ったミルドや、その手当てをしていたリナたちも保護されていた。

　こうして都市側が計画的に動いているならば、下手に介かい入にゆうするのは逆効果だろう。

　ヒビキは頷うなずき、踵きびすを返す。




「────あー。また邪魔だよ。ボクとしては、ガイストがあれだけこだわっている『無ゼ刃ロ』ともっと遊んでいたかったんだけどー」




　そのとき。

　退たい屈くつそうな少女の声が、ヒビキの耳じ朶だを打った。

　振り返ると、灰色の髪かみの少女が頰ほおを膨ふくらませてこちらを睨にらんでいる。

　マリーは大勢の剣機士スレイプニールに包囲されながらも、まるで気にした風もなく髪をいじっていた。

「……ガイスト？」

「うん。ボクの今の飼い主だよー。君のこと、すっごい気にしてた」

　答えるマリーに、ヒビキは訝いぶかしげに目を細める。

　ガイスト。その男の名に聞き覚えはない。

　だが、このマリーの口から別の人間の名が出たことに引っ掛かりを覚えた。

　つまり、それは……。

「あ？　気づいた？　ここに来ているのはボクだけじゃないんだ。ボクらはちゃんと組織として、目的があって動いてるからね♪」

　マリーの答えに、背筋が冷えた。

　別の名が出たこと。それは他に仲間がいるという可能性。

　加えて彼らには組織としての目的があるという。

　目的とは？　なんだ？

　同じ組織を名乗っていたリンドベールの言葉が、脳内で再生される。




『我らは求めるぞ……《無ゼ刃ロ》。世界のどこかに存在する彼女の痕こん跡せき、その可能性のすべてを。そして、新たなる世界を創つくるのだ。偽いつわりの王座につく女め神がみアイギールの首を刈かり取り、真の神をこの地に降臨させる』




「……アニス……！」

　脳のう裏りをよぎる、黒くろ髪かみの少女の顔。

　ヒビキはすぐに観覧席のほうへ視線を向けた。

　しかし、その瞬しゆん間かん。

「行かせないよ、『無ゼ刃ロ』？　ガイストに君の足止めをしろって言われてるんだ。ボクはガイストの役に立たなきゃいけない。それだけがボクの存在意義だから！」

　メキメキメキィッ!!

　マリーの背を突つき破やぶり、ドス黒い何かが伸びる。

　闇やみよりも深い漆しつ黒こくを湛たたえるそれは────巨きよ大だいな双そう翼よく。

　それと呼応するように、彼女から放たれる《魔ダ力ス光ク》の濃度がさらに倍加した。

　周囲を取り囲む剣機士スレイプニールたちが啞あ然ぜんとしたように後ずさる。

「バカな……こんなことが……!?」

「みんな、死んじゃえ♪」

　漆黒の双翼がはためき、マリーが飛ひ翔しよう。

　小さな手のひらで瘴気を纏まとう聖剣が振るわれる。

　瞬間────剣けん先さきから飛んだ黒い斬ざん撃げきが、その場のすべてを吞のみ込んだ。




　　　　○　　　　●　　　　○




「────一般客の避難を最優先させろ！　この風は多量の《魔ダ力ス光ク》を孕はらんでいる、安易に触ふれるな！」

　観覧席に、アイシア先生の鋭するどい指示が響ひびく。

　会場は大混乱に陥おちいっていた。

　突とつ然ぜんに現れた《方舟の亡霊アーク・レイス》を名乗る少女、彼女が解放した不気味な聖剣による有毒な《魔ダ力ス光ク》の暴風、それに怯おびえ逃にげ惑まどう人々……。

　アニスはそれらの人波に揉もまれながら、必死にコート上へ視線を向ける。

「兄さん……！」

「私から離はなれるなデルヴェイド妹！　トルス、止めろ！」

　人を搔かき分けてコートのほうへ降りようとするアニスに、アイシア先生が血相を変えて叫ぶ。呆ぼう然ぜんとしていたイオはハッと息を吐はき、急いでアニスの小さな体に飛びついた。

「放してください、イオさん！　兄さんは一人じゃ聖剣を抜ぬけないんです！　あのままでは────！」

「落ち着け、アニス！　不用意に飛び込めば君が危険だ！　それに────」

　イオの表情が困こん惑わくしたように曇くもる。

　その意味を、アニスはよく理解していた。

　……あの少女、自分によく似ている。

　他人の空似とかいうレベルではない。

　年ねん齢れいは自分よりも少し上で、若じやつ干かんの違ちがいこそあるが、気味が悪いほどに酷こく似じしている。

　いや、もっと正確に言えば……自分と女神アイギールにそっくりだった。

「《方舟の亡霊アーク・レイス》……一体なんだっていうんですか……！」

　歯は嚙がみしながらも、この混乱ではヒビキに近づけないことをアニスもわかっていた。

　それに、相手はかつて第五神装都市に襲撃を仕し掛かけた謎なぞの犯罪組織。

　その構成員であったシュタイナー＝リンドベールの狙ねらいは────自分だった。

　アイシア先生が「自分から離れるな」と警告したのもきっとそこにある。そのくらい、アニスにだってちゃんと理解できているのだ。

　でも……！

「くっ。厄やつ介かいな風だ。これでは避難誘導もままならん」

　アイシア先生が苦々しい表情で小さくうめいた。

　スタジアム全体を包み込む暴風は、この場から誰だれ一人ひとりとして逃がすまいとするように激しく吹き荒あれ続けている。そのせいで一般客の避難もままならず、混乱が収まらない。

　歯がゆそうに身をよじるアニスをしっかり摑つかんだまま、イオは不安げな目で周囲を見回していた。

「アイシア先生！　待機している剣機士スレイプニールはスタジアムの外にもいるんでしょう!?　彼らのほうからどうにかできないんですか？」

「……今、連れん絡らくを取ろうと試みている。しかし、通信に混ざるノイズが酷ひどい。この風の影えい響きようだとは思うが────」




『────無む駄だだ。彼らはすでに私が片づけた』




「っ!?」

　アイシア先生が息を吞み、腰こし元もとの聖剣に手をかけた。

　イオは小さく悲鳴をあげ、アニスも警戒するように身を固める。

　……前方。

　少し離れたところに、丈たけの長いローブに全身を包む人物がたたずんでいた。

　顔はフードに覆おおわれ見えない。

　二メートル近い長身瘦そう軀く、そして声の低さから鑑かんがみても、成人以上の男であるようだった。

「貴様は……！」

『いい殺気だ。外の連中は退屈すぎて仕方がなかった』

　男の手がおもむろに動く。

　腰元にさげられた《神機聖剣エクスカリス》を抜くと、刀身から禍まが々まがしい瘴しよう気きが放たれた。

『私はガイスト。《方舟の亡霊アーク・レイス》のガイスト。この世界に存在し得ない者だ』

「トルス！　デルヴェイド妹を連れて逃げろ!!」

　鋭く叫び、アイシア先生が駆かける。

　彼女の手からも眩まばゆい光があふれ、抜き放った聖剣を大鎌デスサイズの姿へと変形させた。

「神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン！　《常闇に這う死影ヘイト・カラミテイア》!!」

　唸うなりを上げて振ふるわれる、湾わん曲きよくした刃やいば。

　抜ばつ刀とうしてから肉にく迫はくするまでの間、わずか一秒にも満たない。

　洗練された彼女の動きは、男に一いつ切さいの抵てい抗こうを許さないほど迅はやい。

　だが、それ以上に。

『先手必勝は結構。だが、警戒するあまりに周囲の一いつ般ぱん客を巻き込む危険性を度外視している。配はい慮りよが足りないな、剣機士スレイプニール。────《黒霊聖剣エクスレイス》起動』

　男が、瘴気を纏う聖剣を水平に構えた。

　鋭く振るわれたアイシア先生の大鎌デスサイズを受け止める。

　二つの聖剣の、神速の交こう錯さく。

　そして、




　バチィッッ!!




　火花が爆はぜるような激しい音が響いた。

「なにッ……!?」

　アイシア先生の体が、前方に大きくよろめく。

　交わった衝しよう撃げき。そのすべてが、一いつ瞬しゆんでかき消えた。

　完かん璧ぺきに勢いを殺され、自分の攻こう撃げきが受け流されたのだと彼女が理解したときには、すでに男が懐ふところに潜もぐり込んでいた。

　男が構えた聖剣には、黒い瘴気に混ざってバチバチと鮮せん烈れつな《魔ダ力ス光ク》が滞たい留りゆうしている。

　それはまぎれもなく────アイシア先生が聖剣に込こめて放ったはずのものだった。

『沈しずめ。刃は奔ばしり……『穿せん牙が』！』

　一いつ閃せん。

　血ち飛沫しぶきをまき散らし、アイシア先生の膝ひざが力なく折れた。

　倒たおれるまでの一瞬、驚きよう愕がくに見開かれた彼女の目が男を見る。

「いまの、技わざは……なぜ、奴やつと同じものを……!?」

『無ぶ粋すいなことを訊きくな。答えは決まっている』

　血だまりに沈んだアイシア先生を見下ろしながら。

　男が聖剣を振るって、刀身についた返り血を払はらった。

『君が今、思い浮うかべたもの。その源流こそが────この私だからだ』

　絶技。そう呼ぶに相応ふさわしい刹せつ那なの剣閃。

　そして、頼たよりにしていた者の、あまりにもあっけない蹂じゆう躙りん。

　イオはまだ何が起こったのかもわからないように立ちすくんでいる。周囲にいる一いつ般ぱんの人々も同様で、一瞬すぎる出来事に悲鳴をあげる者さえいなかった。

　その中で、アニスは。

　こちらを振り向く男の姿を、食い入るようにひたすら見つめていた。

「あ、なた、は……」

　声が震ふるえる。まともに頭が回らない。

　混乱するアニスに、男がゆっくりと歩み寄ってくる。

『迎むかえに来た、アニス＝デルヴェイド。我々《方舟の亡霊アーク・レイス》は君を必要としている。歪ゆがんだ世界の再生のため、我々と共に来い』

「そ、んな……どうして……!?」

『…………』

　淡たん々たんと告げる男に、アニスはよろよろと手を伸のばす。

　その手が、男のフードの端はしを摑んだ。

　震える指。それ以上、動かす勇気はない。

　男はアニスを見下ろし────小さなため息を吐ついた。

『やれやれ。無理に悪役を演じても、さすがにあなたにはバレますか』

　瘴気を纏う聖剣を鞘さやに納め、男が伸ばされたアニスの手をそっと握にぎる。

　ゆっくりと。

　彼女を促うながすように、表情を隠かくすフードを取り外し。




「…………パパ？」




　魂たましいが抜けたようなアニスの声が、虚むなしく響ひびく。

　フードの下から現れたのは。白はく髪はつの男性だった。

　顔の半分が火傷やけどを負ったように醜みにくくただれ、全体的にやつれた印象はあるが、悲ひ惨さんさを感じさせない穏おだやかな表情をしている。

　そして、アニスはその穏やかさをイヤというほどに知っていた。

　大切だったモノ、失いたくないと思ったモノ。

　……七年前に、失ったはずのモノ。

「ええ、私ですよ。もっとも、今は便べん宜ぎ的に『ガイスト』と名乗っていますが」

「ほんとう……に？　パパ、ですか？」

「おや。父親の顔を見み間ま違ちがえるとは失礼な娘むすめですね。いやまあ……それだけの時間、私が君から離れていたという証しよう拠こでもありますか」

　伸ばされた男の手が、アニスの頭を優やさしく撫なでる。

　彼は、男は、ガイストは。

　……アレン＝デルヴェイドは。
















　変わり果てた姿で、優しく娘に笑いかけた。

「こちらも見違えましたよ。大きく、そして美しくなりましたね、アニス」

「パパ……！」

　視界が、潤うるんだ。

　泣きつきたい衝しよう動どうに駆られる。言葉にできない様々な想おもいが胸からあふれでそうだった。

　しかし、アニスは素す直なおに自分の欲よつ求きゆうに従うことができない。

　どうして死んだはずの父親が目の前にいるのか？　そんなことがありうるのか？

　なにより……どうして彼が今、都市を襲おそっているのか。

　アニスにはわからない。

　わからず、戸と惑まどい、そして。




　アレンの背後に、ものすごい勢いで何かが突つっ込こんだ。




　衝撃と轟ごう音おんと共に、砂すな煙けむりがあがる。

　アレンは腰元の聖剣に手をかけると、ゆっくりと振り向いた。

「……あなたも。久しぶりですね、ヒビキ」

　晴れた砂煙の向こうで。

　全身から血を流す黒くろ髪かみの少年が、鋭するどい視線を向けていた。




　　　　○　　　　●　　　　○




「アレン……！」

　喉のどの奥から漏もれたのは、自分のものとは思えないしわがれた声だった。

　ヒビキはグッと奥歯を嚙かみしめ、目の前の男を睨にらみつける。

　……もし目がおかしくなったのでなければ。こちらを見つめ返してくるのは、まぎれもなく死んだはずの養父だった。

　アレンはやれやれと首を振ると、頭上を見上げる。

「……マリー。できれば、もう少し足止めをしておいてほしかったんですがね」

「ごめーん、ガイスト。そいつだけ超ちようしぶとくて。油断したら逃にげられちゃった」

　バサバサと音がする。

　小さな影が差したかと思うと、彼の隣となりに漆しつ黒こくの翼つばさを生やした少女が降り立った。

「でも、ほかの連中はぜーんぶ始末したよっ？　ボク、ガイストのためにいっぱいいっぱい頑がん張ばった！」

「…………」

「お、怒おこってる……？」

　不安げな上うわ目め遣づかいになって、おずおずと問いかけるマリー。

　アレンは首を横に振ると、彼女の頭をそっと撫でた。

「怒ってはいません。けれど、マリー。君はその身に宿した強大な力ゆえ、油断しがちなところがある。私はそれが心配で────」

「怒ってない!?　じゃあ、褒ほめてくれる!?」

「……マリー。まずはちゃんと話を聞きなさい」

　傍はたから見ればその光景は、仲のいい親子がじゃれ合っているようにも思えた。

　だが、その間かん隙げきに割り込むように。

　ガキィン！

　響き渡わたる剣けん戟げき。

　地を蹴けって斬きりかかったヒビキを、アレンが素早く瘴気の剣を振るって受け止める。

「ガ、ガイストっ！」

「……やれやれ。君は相変わらずの短気ですね」

「うるせえ……！　なんであんたが生きている!?」

　驚おどろきはあった。もちろん動どう揺ようもしている。

　だが、今の惨さん状じようを見て目の前の男と再会を喜べるほど、ヒビキも楽観的ではない。

　アレンの隣にいる少女。その少女が、コート内にいた剣機士スレイプニールたちを一瞬で全ぜん滅めつさせたことを、忘れてはならない。

　コートはクレーターのように抉えぐれ、圧あつ倒とう的な破は壊かいにすでに見る影かげがなくなっていた。そこに死し屍し累るい々るいと倒れ伏ふす人々の姿がある。

　幸い、離はなれていたミルドたちはその脅きよう威いから辛かろうじて逃のがれたようだが。

　一体何人死んだのか。それすらも見当がつかない。

「何な故ぜ。もっともな質問です。ですが、いきなり斬りかかるとは、元養父に対してあんまりな仕打ちでは？」

「先に仕し掛かけたのはテメェだろうがッ。それに、テメェが本物である証拠もねえ。テメェは何者で、一体なにを企たくらんでいやがる……!?」

「ふむ。君が疑う気持ちもわかりますが、私は噓うそ偽いつわりのない本物ですよ。歴史上からその存在を消された聖せい剣けん技ぎ師し、アレン＝デルヴェイドだ」

「黙だまりやがれ！　その顔と声で……それ以上、しゃべるな……！」

　ギリギリと押し合い、互たがいの体を弾はじく。

　反動で後ろにさがるヒビキとアレンを、それぞれ二人の少女が緊きん迫ぱくした表情で見つめた。

「ガイスト！　くそ、あいつ……！」

「やめなさい、マリー。ここで暴れれば周囲の市民を巻き込み、無用な死を招く。私なら大だい丈じよう夫ぶです」

「に、兄さん……」

「ボケっとするな、アニス。そいつらはメイド教官や剣機士スレイプニールたち……そして、ミルドを斬った。殺すつもりでな。いくら見知った顔だろうと、気を許していい道理はねえ」

　呆ぼう然ぜんと立ちすくむアニスに、ヒビキは低く呻るように告げる。

　アレンもすぐに視線をこちらに向け、小さく肩かたを竦すくめてみせた。

「そうですね。君ならそう言うと思いましたよ、ヒビキ。君はどこまでも真まっ直すぐで、常に迷いがない。今の私には眩まぶしすぎるくらいに」

　アレンは口元を緩ゆるめて言う。

　彼の仕草に、ヒビキの心は乱される。

　目の前の男が、こちらを動揺させるために現れた偽にせ者ものならば、どれだけ気が楽だったろうか。しかし、ヒビキの中にある彼と共に過ごした深い思い出が、本能的に彼が本物であると証拠づけてしまう。

　その笑え顔がお、その言動。

　その姿、その立ち居い振ふる舞まい。

　七年前に別れを告げたはずの────正しよう真しん正しよう銘めいのアレン＝デルヴェイドであると。

「ヒビキ。多くは訊ききません。君は昔から頑がん固こですから」

「…………」

「私と共に来なさい。私はこの世界、私たちを否定した今の世界に激しく疑問を持つ。それを変えるため、君の力を借りたい」

「……それは。あんたの意思か？　それとも、俺の知らないところであんたを唆そそのかした、誰だれかの受け売りか？」

　探さぐるようなヒビキの言葉に、アレンは目を細める。

　一いつ瞬しゆんだけ迷う素そ振ぶりがあった。

　しかし、すぐに目を伏せて口を開く。

「この場で多くは語れません。ですが、この七年間、私は様々なことを知り、そして決めたのです。歴史から抹まつ消しようされた男は亡ぼう霊れいとなり、世界にあだなす。それは紛まぎれもなく、私自身の意思だ」

「そうか。なら、俺とは相あい容いれねえな」

　ガシャリと。

　ヒビキは鞘さや入りの聖剣を構える。

「俺は、この世界で生きる。そう決めた」

　アニスが息を吞のみ、アレンが渋しぶい顔で眉まゆを寄せる。

　アレンは前に進み出ると、同じく鞘入りの聖剣を構えた。

「交こう渉しようは決けつ裂れつですね。ならば仕方がない」

「ガイスト！　殺すのッ？」

「いいえ。目的のものは回収しました。マリー、逃とう走そうの準備を」

「えー……」

　不満そうに半眼になりながらも、マリーは背から伸のびる漆黒の双そう翼よくを伸ばす。

　すると、乾かわいた音を立てて翼が中ほどから枝分かれした。

　左右に三枚ずつ、計六枚。

　幾いく重えにも増えた翼を動かし、マリーが飛ひ翔しよう。

　そのうちの一枚の翼が、アニスの体を搦からめとった。

　アレンも跳ちよう躍やくし、マリーの腕うでに摑つかまる。

「あ、う……パパ……兄さん……」

　混乱状態のアニスは、抵てい抗こうすることもままならず弱々しい声をあげる。

　ヒビキは舌打ちすると、彼らを追って一直線に駆かけた。

「逃がすかよッ！」




「────ええ、まったくもって」

「────『無ゼ刃ロ』の言うとおりねっ♪」




　ズドオオオオオオオオオオオオオオオオンッッ[image: びっくりまーく]

　直後、飛翔するマリーの背後に巨きよ大だいな物体が落ちた。

　地を割り、震しん撼かんさせたそれは────刀身が五メートルほどにも及およぶ超大な両手剣ツヴアイヘンダー。

　剣けん先さきが穿うがったその根元で、ニコニコと笑う麗れい人じんがたたずんでいた。

　ヒビキは目を剝むいて彼女を見る。

「ニミル……！」

「無茶は禁物よ、『無ゼ刃ロ』。あとは私たちに任せなさい」

　バキバキバキィッ!!

　にこやかに答えるニミルの足元から、巨大な氷柱つららが立ち上る。

　恐おそろしい速度を持ちながら、圧倒的な質量で上空に伸びる氷柱は、滞たい空くうするアレンたちに迫せまった。

　アレンは流れるように腰こし元もとの聖剣を抜ぬくと、襲おそいくる氷柱を易やす々やすと両断する。

　真っ二つにされた氷柱は、一いつ般ぱん客たちが多くいる地面に落下する前にサラサラと粒りゆう子し状になって空気中に消えた。

　アレンが目を細め、困ったように嘆たん息そくをしてみせる。

「さて。ここにきて、本命が腰こしを上げますか」

　その視線の先に、彼らはいた。




　第五神装都市代表、剣聖ニミル＝アルト＝ミスクレシア。

　第二神装都市代表、剣聖シュラーク＝アグネヴァリア。




　かつて『五ご剣けん聖せい』と呼ばれ、世界を救った英えい雄ゆうのうちの二人が、肩を並べて「歴史から抹消されたはずの男」と対たい峙じした。

「……アレン＝デルヴェイド」

「いけませんよ、ニミル。あなたがその名を呼んでは。私はすでに消えた人間なのだから」

「ふん、くだらない。たとえそれが死人であれ亡霊であれ。女め神がみの敵であるならば斬る。それだけです」

　ニミルが複雑そうに表情を歪ゆがめる一方で、シュラークは何の感かん慨がいも抱いだいた様子がなく冷たい眼差しを向ける。

　アレンとシュラークの視線が、空中で交こう錯さくした。

　一瞬の沈ちん黙もく。その視線の意味するところを、ヒビキはおろかニミルさえも知らない。

「マリー」

「なになに、ガイスト？　やっちゃうの？」

「彼らの足止めを。君になら容易たやすいでしょう？」

「ぶぶー……それはそうだけどー。ボクならあいつらが全員相手でもちゃんと殺せるよ？」

「今、剣聖と対峙するのは賢けん明めいとはいえません。まずは捕とらえたターゲットを安全な場所に運び、本部へと戻もどる。戦う機会なんてあとでいくらでもあるのですから」

「はーい」

　剣聖たちからの威い圧あつを受けながらも、マリーは平然と双翼をはばたかせ上じよう昇しよう。

　ニミルとシュラークはもちろん、ヒビキも迅じん速そくに動く。

　……この距きよ離り、まだ充じゆう分ぶんに剣聖二人の射程内であるはず。

　アニスを救出するにはその隙すきを狙ねらうしかない。

「おや。いいのですか？　ここで攻こう撃げきに専念すれば、守りが薄うすくなりますよ？」

　しかし。

　なおも余よ裕ゆうを持った様子で、アレンが意味深に告げた。

「あははははははっ♪　剣聖もなにもかも、みんなみんな消えちゃえ♪」

　直後、空気が震ふるえる。

　マリーの頭上で強大なエネルギーが渦うず巻まいた。

　集束していく、真っ黒な《魔ダ力ス光ク》。

　その色合いは、これまでに見たことがないほどに邪じや悪あく。

　押し固められ、凝ぎよう縮しゆくし、塊かたまりとなって急速に肥大化していく。

　さながら黒い太陽のようなその物体は、そこに在あるだけで肉体が押しつぶされそうな波動と重圧を放った。

「……ッ！　『無ゼ刃ロ』、シュラーク!!」

　ニミルが血相を変えて叫さけぶ。

　スタジアムの上空を覆おおい尽つくすほどに肥大化した黒い太陽。

　その眼下には……なんの戦せん闘とう能力も持たない一いつ般ぱん市民や、傷つき倒たおれた剣機士スレイプニールたちの姿がある。

　ニミルはすかさず長大な両手剣ツヴアイヘンダーを地面から抜き放つ。

　攻撃しようとしていたシュラークも舌打ちして、防ぼう御ぎよ用に氷の粒子を操あやつり始めた。

「私が砕くだくわ！　『無ゼ刃ロ』とシュラークは飛散する余波を討うち払はらって！」

「チッ……！」

　ヒビキはギリリと歯を鳴らし、上空を睨にらんだ。

　こちらを見下ろすアレンと、視線がかち合う。

「アレ────────────ンッ!!」

「さようなら、ヒビキ。七年前に預けたもの……確かに返してもらった」

　寂さみしげに告げられた言葉と共に。

　ヒビキの視界を、迫る漆しつ黒こくが覆う。




　黒の太陽が堕おち、スタジアムを丸ごと押し潰つぶした。







　　　第四章　　失ったもの




「…………」

　薄く目を開けると、天てん井じようが見えた。

　いつかに見たものと同じ。あれはそう、アニスと一いつ緒しよに学院を訪おとずれたときだったか。

　ヒビキはゆっくりと上半身を起こす。

　すぐに自分が、医務室のベッドで寝ねていたのだと気づく。

「……起きた？」

　不意に、横から呼びかけられる。

　誰かがギュッと自分の手を握にぎりしめていたことに気づく。

　こちらを見つめる双そう眸ぼう。ふわりとしたツインテール。

　ミルドがベッドの横に座り、ヒビキの手を握りながら心配そうな表情をしていた。

「……よお。傷の具合は？」

「もう平気。それよりも、心配なのはあんたよ」

　ミルドの声が震え、瞳ひとみが潤うるむ。

　彼女が着る制服の襟えり元もとからは、真っ白な包帯が覗のぞき見えた。適切な処置がなされ、特に目立った後こう遺い症しようも見られない。そこはヒビキも安心する。

　そして……自分はそれ以上に酷ひどい有様だった。

「お姉ちゃんから聞いた。あんた、スタジアムにいた人たちを守るため、一人で敵の攻撃を受け止めたんでしょ。そのおかげで、最悪の事態に陥おちいらず済んだって」

「……べつに。やろうと思って動いたわけじゃねえよ」

　ヒビキは闘とう技ぎスタジアムでのことを思い出し、苦い顔をする。

　気づけば、突つっ込こんでいた。

　ニミルの叫びを無視し、マリーが放った黒球を正面から受け、渾こん身しんの《虚空無刃ゼロ・キヤンセル》で受け流し。その影えい響きようで体に多量の《魔ダ力ス光ク》が流れ込み、内部で暴走し、全身のいたるところから出血していた。受け止めるのに使った聖剣が砕けなかったのは奇き跡せきに近い。

　ヒビキは全身が包帯に巻かれた体の調子を確かめるように、ミルドに握られていない左手のほうを動かしてみた。

　問題ない。かなり痛むが、普ふ通つうに動ける。

　無茶をした割には、少なすぎる代だい償しようだ。

　だがそれでも、ヒビキの心は晴れない。

「イオや生徒会長たちは無事。アイシア先生は緊きん急きゆうで病院のほうに搬はん送そうされたけど、命に別状はないみたい。でも……」

　握り込んでくるミルドの手に力が加わる。

「たくさんの人が傷ついて。アニスちゃんが攫さらわれた」

「…………」

「ヒビキ。あたしもちょっとだけだけど見たの。あのアニスちゃんに似た女の子と一緒にいた、白はく髪はつの男の人。あの人は、もしかして────」

　ミルドが言いかけたとき。

　医務室の扉とびらが唐とう突とつに開いた。

「ヒビキ＝デルヴェイド。意識は戻ったか？」

　いかつい顔の男が、顔を覗かせる。

　見覚えのない人物だったが、白い装しよう束ぞくと聖剣を帯びているところから、正規の剣機士スレイプニールであるらしかった。彼も少なからずの怪け我がを負っているようだが、マリーと直接対峙してやられた他の者と比べれば軽傷である。

「あんたは？」

「三等剣機士スレイプニール、フェザーサという。本来、このような役目を負うような立場にはないのだが……。学院の講師を含ふくめたほとんどの剣機士スレイプニールが動けない状じよう況きようだからな」

　剣機士スレイプニールは疲つかれたような顔で首を振ふり、

「ヒビキ＝デルヴェイド。第五神装都市代表、ならびに第二神装都市代表がお呼びだ。体のほうに支障がないなら、ただちに学長室まで足を運んでくれ」




　　　　○　　　　●　　　　○




　赤絨じゆう毯たんの敷しかれた長い廊ろう下かを歩く。

　この通路は何度も通ったが、今日はまったく見知らぬ場所のように思えてしまった。

　先行する剣機士スレイプニールの男、そして隣となりを歩くミルドも黙だまっている。

　ヒビキは目を細め、廊下に連なる窓から都市の外を眺ながめた。

　あれだけのことがあった後にもかかわらず、不気味なほどに静まり返っている。

　いや、逆に言えば、あれだけのことがあったからこそだろうか。

　ここ最近にも第五神装都市は《邪神シエイド》の襲しゆう撃げきによる危機に瀕ひんしている。しかし、今回の一件はそれと比べてもあまりにダメージが大きすぎた。

　世界中が注目する対たい抗こう戦の場、都市側は万ばん全ぜんの準備で臨のぞんだ。

　しかし、結果は賊ぞくの侵しん入にゆうを許し、剣機士スレイプニールのほとんどを壊かい滅めつ状態にまで追いやられた。

　これは、いよいよもって第五神装都市の沽こ券けんに関かかわる事態だろう。

「……ついたぞ」

　不意に、剣機士スレイプニールの男が足を止めた。

　気づけば、通路の最さい奥おう────そこにある扉の前へとたどり着いていた。

　男は扉をノックすらしない。どうやら、彼は案内のみを引き受けただけで、部屋の中に立ち入るつもりはまったくないらしい。

　ヒビキは頭を搔かくと、剣機士スレイプニールを通過してノブに手を掛かける。

　呼び出しを受けていないミルドもそれに続いたが、剣機士スレイプニールが咎とがめることはなかった。

「ニミル。入るぞ」

「……あら。どうぞ」

　返事を受けて、ヒビキは扉を引き開けた。

　そこにいたのは三人の人物。

　いつもの笑え顔がおは見る影かげもなく、深刻な表情で執しつ務む机に着くニミル。

　そこから少し離はなれた壁かべ際ぎわで、腕うでを組んでたたずむオールバックの男もいた。シュラークは神経質そうに指を鳴らし、入ってきたヒビキとミルドに一いち瞥べつをくれる。

　そして、手前側にある応接セットのソファ。

　腰をかけて足をプラプラとさせる、全身が真っ白な少女。

　彼女はヒビキたちが入ってくるのとほぼ同時、弾はじかれたように立ち上がった。

「遅おそいのだ！　なにをやっていた!?」

「さっきまで昏こん睡すいしていた怪我人に随ずい分ぶんな言い方だな。……ミルド、とりあえず扉閉めろ」

　ヒビキが言うと、後ろのミルドが慌あわてて扉を閉めた。

　目の前の少女は曲がりなりにも超ちよう重要人物。おいそれと事情を知らない人間の前に姿を現していい存在ではない。

　女神アイギールは、キッと視線を鋭するどくすると、大おお股またにヒビキへ迫せまった。

　細ほそ腕うでが胸むな倉ぐらを摑つかんでくる。

「どういうことなのだッ!?　どうしてあの男が、どうして、答えろ！」

「……俺にもわかるかよ。今だって混乱してんだ」

　思った以上に冷たい声になってしまった。

　ヒビキのささくれだった態度に、アイギールが怯ひるんだように後ずさる。

「ちょ、ちょっと、ヒビキ！」

「……ちッ。わかってる。すまん、アイギール」

　ミルドに咎められ、ヒビキはバツの悪い表情で詫わびる。

　アイギールは目を白黒させたあと、力なく肩かたを落とした。

「な、なにも……知らんのか。本当に？」

「知らねえ。お前らとしちゃ、疑う気持ちもあるだろうがな」

「……その傷を見て、そんな気も失うせたわ」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな口ぶりだが、いつもの勢いがない。

　アイギールも同じように混乱しているのだとわかった。常に都市の様子を見守り、守護している彼女がこれなのだから、今回の襲撃は誰だれにも予想がつかなかったものだろう。

　平常心でいられるほうが、おかしい。

「さて。『無ゼ刃ロ』も来たし、続きを話しましょうか」

「……無関係な生徒もいるようですが？」

「あの子は私の妹よ、シュラーク。ちゃんと事情も把は握あくしている。下手に締しめ出して探さぐられるより、最初から参加させたほうがいいと思うんだけど？」

「ふん。勝手にすればいい」

　告げたニミルに、シュラークが興味もなさそうに返す。

　都市代表二人に、世界の統治者である女神アイギール。

　この場は紛まぎれもなく、現在の最高責任者たちが集まる話し合いの場だった。

「とりあえず。俺が訊ききたいのは一つだ」

　ヒビキは部屋の奥に踏ふみ込みながら、壁際に視線を向ける。

　そこでふてぶてしく待機するシュラークと、真っ向から視線がぶつかった。

「シュラーク＝アグネヴァリア。今回のことは、テメェの差し金か？」

「……ほう？」

　一いつ切さいの遠えん慮りよを含まないヒビキの問いに、シュラークが眉まゆ尻じりを上げる。

「蛮ばん人じんの言葉など耳を傾かたむけるに値あたいしませんが。一応、聞きましょう」

「第五神装都市の警備は完かん璧ぺきだった。それこそ、アリ一いつ匹ぴきさえ通さないほどに。あんな堂々とステージのど真ん中に踏み込んでこれるのは、それこそ内部で誰かが手引きしたとしか思えねえ」

　唐突な賊の出現。

　仮に彼らが、都市の主戦力である剣機士スレイプニールたちを容易たやすく蹂じゆう躙りんするほどの力を持っていたとしても、検問などを完全スルーで侵入など不可能である。

　疑うべきところは、ヒビキが思いつく限り一つしかない。

「私が賊と繫つながっていると？」

「さあな。だが、その賊が紛まぎれ込んでいたのはテメェの都市側の代表としてだ。一番手を回しやすいのは、考えなくてもガキだってわかる」

「くだらない。女神に反目する輩やからと、私が手を組むなどあり得ない」

　シュラークは吐はき捨てるように言って、

「あなたこそどうです？　あの男、アレン＝デルヴェイドは親しい間あいだ柄がらの人間だったはずだ。世界から存在を抹まつ消しようされ、消えたはずの大罪人。……裏で手を結ぶのなら、あの化け物を庇かばい続けるあなたのほうがお似合いだと思いますが？」

「……あ？」

　淡たん々たんと告げるシュラークに、ヒビキが激しい殺気を放つ。

　シュラークも腰こし元もとの聖剣に手を掛け、剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせた。

　そのとき。




「やめてください、こんなときに！」




　二人の衝しよう突とつを止めたのは、意外な方向から響ひびいた声だった。

　どうやって鎮しずめたものかと渋しぶい顔をしていたニミルも、思わず目を丸くする。

「ミィちゃん……？」

「わたしは。そのアレンという人のことを詳くわしく知りませんけど。あの人はアニスちゃんを攫さらった。誰が裏切ったとか、誰のせいだとか、今は議論してる暇ひまなんてないはずです！」

　ハッキリと言いきったミルドは、思いつめたような顔でヒビキを見る。

　あんたが今、一番にすべきことは────？

　言葉にはしなかったが、無言で見つめてくる瞳ひとみがそう問い質ただしているように思えた。

　ヒビキの頭は一いつ瞬しゆんで冷える。

「……わり。やっぱ混乱してるわ」

「うん」

　冷静さを取り戻もどしたヒビキに、ミルドはホッと息を吐いていた。

　そうだ、今は身内で争っている場合ではない。

　賊の襲撃を受け、アニスが攫われた。

　賊の正体がなんであったとしても、ヒビキが起こす行動は一つしかない。

「ニミル。状況はどうなっている？」

　シュラークから視線をずらし、ニミルに訊たずねる。

　呆あつ気けに取られていたニミルも、すぐに表情を引き締めてうなずいた。

「そうね、ミィちゃんの言う通り。責任の追つい及きゆうは後で突つき詰つめるとして、今は目の前の問題を片づけなきゃね」

　そう言うニミルの顔は、険しいながらもどこか満足げだった。

　彼女の視線を受けて、ミルドはハッと息を吐く。出しゃばりすぎたと反省したのか、顔を赤くして小さく縮こまった。

「ご、ごめんなさい……」

「いいのよ。おかげで私も頭がスッキリしたわ♪」

　ニミルは首を振ふると、ヒビキに向き直った。

　ヒビキも真しん剣けんな眼まな差ざしを返す。

「賊はアニス＝デルヴェイドを誘ゆう拐かい。その後に逃とう走そう。今はアイギールの張った結界で閉じ込めているから、都市内に潜せん伏ぷくしているわ」

「……それは」

「もちろん、この状態を長く続かせるつもりはない。さっきまで、アイギールとその話をしていた途と中ちゆうよ」

　ニミルは事務的に告げて、ついと視線を動かす。

「アイギール、あなたの判断を」

「…………」

　話を振られたアイギールの顔が、クシャッと歪ゆがむ。

「わ、我は……」

　ヒビキのことを一瞥し、迷うように目を伏ふせた。

　迷っていると。ヒビキの目から見ても一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　その反応を見るに、どんな判断を下そうとしているのかは容易に想像がつく。

「このまま見み逃のがすつもりか」

「っ。わ、我とて、事情を知りたい！　だが、奴やつらの居所がまったく摑めんのだ！　必死に探さぐっても、都市内に滞たい留りゆうする《魔ダ力ス光ク》が激しく乱れて判然としなくて……！」

　抗こう弁べんするアイギールは、今にも泣きそうな顔をしていた。

　普ふ段だんから子供っぽいところはあり、感情的だが……ここまで彼女が取り乱すのも珍めずらしい。

　世界の統治者として、割り切る部分は割り切る。それがヒビキの知るアイギールだ。

　その彼女の根幹が、取り繕つくろえないほどに揺ゆらいでいる。

「我には都市に住む人々の安全を最優先に考える義務がある！　これ以上、危険な犯罪者をこの地に閉じ込めておくわけにはいかない！」

「そうね。こればかりは仕方がない」

　叫さけぶアイギールの言葉を継つぐように、ニミルが深いため息を漏もらした。

「都市対たい抗こう戦という場もあり、今回の襲しゆう撃げきは全世界に向けて中ちゆう継けいされていたわ。《方舟の亡霊アーク・レイス》なる組織、そして聖剣と《邪神シエイド》の力を併あわせ持つ謎なぞの二人組。多くの剣機士スレイプニールを返り討うちにし、都市を蹂躙した彼らの危険性は、イヤというほどに伝わってしまった。アイギールと、そして神装都市は、彼らに対する意識を改める必要がある」

「回りくどい言い方はよせよ。何が言いたい」

「『無ゼ刃ロ』。彼らの存在はこの先、世界を揺るがしかねない。五つの神装都市は力を合わせ、彼らに立ち向かっていかなければならないの。その地じ盤ばん固がためのためにはまず、人々の混乱を収めることが必要だわ」

「────人々の安心と信しん頼らいを得るため。連れ去られた化け物一匹くらいは見逃せと言っているのですよ」

　冷たい声が響く。

　ヒビキは鋭く目を眇すがめ、再び壁かべ際ぎわを睨にらんだ。

「シュラーク……！」

「私としても遺い憾かんですよ。膝ひざ元もとで暴れた賊ぞくを、みすみす見逃すなど。これでは己おのれが無能だと主張しているようなものだ。だが、そんなプライドは、女め神がみの束ねる世界の安あん寧ねいと比べればゴミほどの価値もない」

　シュラークが挑ちよう発はつするように顎あごをしゃくる。

「ヒビキ＝デルヴェイド。ここであなたが女神の判断に牙きばを剝むくというのなら。世界は完全にあなたを敵とみなし、排はい除じよする。これは決して脅おどしではありませんよ？」

　この男は誘さそっているのだと。ヒビキは直感的に理解する。

　ここで自分が都市に及およぶ危険性を度外視し、アニスを助けることを選べば、正式にこちらを「世界の反逆者」に仕立てることができる。

　もちろん、そんなことはヒビキの気にするところではない。

　すべてを捨て、なげうってでも、アニスを助ける。

　……そう、今までならば。

「…………」

　ヒビキは黙だまり込んだ。

　仮にここでアニスを優先したとして。失うものはある。

　都市を敵に回し、世界を敵に回し、これまで築いてきたものを台無しにして。

　助けるべき妹が「ここにいたい」と思った場所を……完全に失う。

　果たしてそれは正しい判断なのだろうか？

（……アニス）

　脳のう裏りをよぎるのは、生意気な妹の顔。

　そして、過去に死んだはずの……養父アレン＝デルヴェイド。

　七年前、自分たちは彼というすべてを失った。

　そして、せっかく見つけた「生きたいと思う場所」を今回もまた失えば。

　この世界に、自分たちの居場所は今度こそなくなる。

「……わかった。奴らを見逃すことに反論はねえ」

「ヒビキ!?」

　低く告げたヒビキに、ミルドが目を剝く。

　覚かく悟ごなど、決める必要はない。

　そんなもの、とっくの昔に済んでいる。

「だが、奴らが都市外に逃とう亡ぼうしたあとは好きにさせてもらう」

「……ほう？」

　続けるヒビキの言葉に、シュラークも目を細めた。

　ヒビキは構わずに続ける。

「要は都市の安全を確保しつつ、そのあとにアニスを連れ戻せばいいだけだろ」

「自分の言葉の意味、わかっているのですか？　浄じよう化かのなされていない《魔ダ力ス光ク》であふれる外地に、なんのあてもなく飛び出し、逃亡者を探るとでも？」

「元々、俺は外地から来た身だ。今さら怖おじ気けづくとでも思うか？」

　取るべき道は、一つしかなかった。

　過去に失ったもの。多すぎるくらいのもの。

　それを、もう一度経験するなど絶対にしたくない。

「当然だが、都市側に迷めい惑わくはかけねえ。俺一人で出て、あいつらを追い、アニスを奪うばい返す。それで戻れば、テメェも文句ねえだろ？」

「はッ。生きて戻れるとしたならばの話ですがね」

　答えはそれで充じゆう分ぶんだった。

　ヒビキは素す早ばやく身を翻ひるがえす。

「待ちなさい、『無ゼ刃ロ』！」

　ニミルが呼び止めてくるが、聞く耳を持つつもりはない。

　言葉を失って立ちすくむアイギールの横を通過し、扉とびらの前へ。

　しかし、それを遮さえぎるように、一つの人ひと影かげが立ちはだかった。

「……どけ」

「どかないわ。絶対に」

　両手を広げ、ヒビキを通すまいとする少女。

　ミルドはこちらに強い眼差しを向け、頑がんとして動かなかった。

「おい。こっちも切せつ羽ぱ詰つまってんだ。冗じよう談だんに付き合ってやる暇はねえぞ」

　自然と声に険が出てしまう。

　ヒビキ自身、あまり心の整理がついているとは言い難がたかった。

　やはり、死んでいたと思っていた養父が目の前に現れ、敵としてあいまみえたことが大きい。事情もわからず、ひたすらに混乱が混乱を呼んでいる。

　ただそれでも、アニスが都市外へと連れ去られようとしているのだ。

　動かない理由はない。

　いや、動かずにはいられない。

　心にかかったモヤを忘れ、迷わないためにも。

「……冗談を言ってるのはあんたよ。そんな怪け我がで都市の外に出て、お姉ちゃんたちさえも退けたあの二人組を追う？　聖せい剣けんを解放するために必要な、アニスちゃんの力もないのに？　いつもふざけた奴だとは思ってたけど、今日は大たい概がいね」

　そんなヒビキに、ミルドは一歩も引こうとしない。

　ヒビキの中でつい苛いら立だちが募つのった。

「テメェには関係ねえだろ。邪じや魔まだ、『都市代表の妹』」

　あえて口に出した、突き放すような物言い。

　細い肩かたを摑つかみ、ヒビキは力ずくで脇わきに退のける。




　────パァンッ!!




　乾かわいた音が室内に響ひびいたのは、その直後だった。

　右みぎ頰ほおに痺しびれるような衝しよう撃げき。

　ミルドに頰を張られたのだとヒビキが理解したのは、こちらに向けられる彼女の強い眼差しが涙なみだで潤うるんでいると気づいたのとほぼ同時だった。

「冷静になりなさい、バカ！」

　ミルドが切実に叫ぶ。

　呆ぼう然ぜんとするヒビキの胸に、縋すがり付くように飛び込んだ。

「アニスちゃんが心配なのはわかる！　あんたがらしくもなく混乱して、追い詰つめられているのも、痛いほどに伝わってくるわ！　でも、なんなのよ!?　なんで一人で全部抱かかえ込もうとするの!?　なにをそんなに躍やつ起きになってるのよ！」

　襟えりをギュッと握にぎり込んでくるミルドの手は震ふるえていた。

　まるでこちらが離はなれて行くのを恐おそれるみたいに。

「ミルド……」

「あんた、言ったじゃない！　あたしやイオ、味方になってくれる仲間ができたって！　心配するあたしの気持ちが嬉うれしいって！　あれは噓うそ？　ただの口から出まかせだったのッ？」

　ミルドはグッと歯を嚙かみしめて、

「本当に仲間だと思ってくれてるなら、もっと頼たよりなさいよバカ……！」

　言葉はそれ以上、続かなかった。

　ヒビキはミルドを見下ろす。

　小さな体。震えていて、細くて、とても弱々しい。

　だけど、心底思った。

　この強がりでじゃじゃ馬な少女は────いつの間にか、自分なんかよりもずっと強くなっていたのだと。

「……はぁ」

　腑ふ抜ぬけたため息が漏れた。

　胸の中にあったモヤモヤも一いつ緒しよに吐はき出される。完全に迷いが晴れたとは言えないけれど、ずっと自分を苛さいなんでいた焦あせりのようなものが消えた気がした。

「……なんだかな。ガキの頃ころに支えにしていた人を見て、あのときを思い出して。つい心持ちまで過去に戻もどっちまってたみたいだ」

「……ヒビキ……？」

「ありがとな、ミルド。お前のおかげで目が覚めたわ」

　ヒビキはいつも通りのヘラヘラとした笑いを浮うかべる。

　ミルドの体を離すと、室内のほうへ向き直った。

「アイギール。頼たのみがある」

「た、頼みだと……？」

　戸と惑まどうアイギールに、ヒビキは深くうなずく。

「今、《方舟の亡霊アーク・レイス》の二人組を閉じ込めている、都市を覆おおう結界。その解除を、明日あしたの明け方まで待ってほしい」

「ッ!?　貴様……！」

　すかさずシュラークが殺気立ち、腰こし元もとの聖剣に手を伸のばす。

　だが直後、そんな彼の前に、すっと細ほそ腕うでがかざされた。

「ニミル＝アルト＝ミスクレシア……！」

「前にも言ったはずだわ、シュラーク。私の私室で刃にん傷じよう沙ざ汰たは勘かん弁べんしてちょうだい」

「その男の肩を持つかッ」

「いいえ。私も、自分の都市の人間を無暗に危険にさらしたくはないわ。だけど、話も聞かず早急に処断するというあなたの姿勢には賛同できない」

　立ちはだかるニミルに、シュラークは眉み間けんにしわを寄せる。

　ヒビキは肩を竦すくめると、対たい峙じする二人を余よ所そに、アイギールを見た。

「それ以上を待ってくれとは言わない。奴やつらがどんな暴挙に出るかもわからねえからな。ただそれまでは、都市内に潜せん伏ぷくする奴らの居所を俺に探させてほしい」

「だ、だが。第五神装都市は先の襲しゆう撃げきで多大な損害を被こうむったのだぞッ？　剣機士スレイプニールのほとんどが傷つき、動けない！　そんな状じよう況きようで、貴様は一人でこの広い都市を捜そう索さくするというのか!?」

「無理なら無理で、時間が来たら結界を解除してくれればいい。剣機士スレイプニールの手を借りようとも思ってない。だから、俺に時間を────いや、俺たちに時間をくれ」

　ニヤリと横顔を向けたヒビキに、背後のミルドがハッとした。

　彼女も神しん妙みような面おも持もちになって、アイギールに頭をさげる。

「お願いです、女め神がみさま！」

「…………」

　アイギールの視線が迷うように泳ぐ。

　動どう揺ようと混乱。それは彼女も同じであると言えた。

　そして、その原因がヒビキと同じである以上。

　なにもわからず、「知りたい」と願う気持ちは変わらないはずだった。

「ヒビキ。貴様は、あの男……アレンを探すというのだな？」

「ああ、そうだな。アニスを助けるついでになるとは思うが、俺も確かめたいことがたくさんある。あいつを見つけ出して、そして問い詰める」

「な、なら！」

　アイギールが弾はじかれたように顔を上げた。

　こちらを見つめる双そう眸ぼうには、見たこともないくらいの必死な感情が込こめられていた。

「我の探知に、あやつは引っかからぬ。だから、お前が探し出して、我の代わりにちゃんと伝えるのだ！　我に、そんなつもりはなかったと！　今でも我のことを怒おこってるのなら、勘かん違ちがいだと！　でなければ、我は……！」

　徐じよ々じよに声が震え、最後のほうは聞こえなくなる。

　ニミルに制止をかけられているシュラークが、忌いま々いましげに顔面を歪ゆがめた。殺気を込めた視線が、ヒビキのことを食い入るように睨にらむ。

　ヒビキはシュラークを完全に無視して、アイギールにうなずいてやった。

「わかった。それも含ふくめて、確かめてやるよ」

「……っ」

　アイギールは腕うででゴシゴシと目元を擦こすって、溜たまっていた涙を拭ぬぐった。

　再び顔を上げたとき、その表情から戸惑いが消えていた。

　目を赤くはらしながらも。女神としての毅き然ぜんとした態度が戻っている。

「ヒビキ＝デルヴェイド。貴様の要求、吞のんでやる」

「アイギール……！」

「決まりね。ただし、都市の防備を固める以上、私たちからは一いつ切さいの手を加えない。それでいいわよね、シュラーク？」

　ニミルの顔にニコニコとした笑えみが躍おどった。

　朗ほがらかな中にも、有う無むを言わせない威い圧あつの込められた笑みだ。

　シュラークは歯は嚙がみしたものの、冷静さを保つように髪かみをかき上げる仕草をした。
















「……いいでしょう。しかし、刻限は明日の明け方まで。それは絶対厳守していただく」

「当たり前だ。我とて、都市の者の安全を第一に考えている」

　女神と都市代表二人。

　最高責任者たちの了りよう承しようを得たことで、すべては確定した。

　ヒビキは小さく鼻を鳴らすと、再び扉のほうへ踵きびすを返す。

　今度はその後ろに、一人の少女がついてきてくれた。

「手を貸せ、ミルド。アニスを取り返すぞ」

「うん！」

　今度は失わない。

　先ほどよりもずっと強く、ヒビキは思った。
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　────気づけば、真っ暗な場所にいた。

　アニスはゆっくりと閉じていた瞼まぶたを押し上げる。

　最初に視界に映ったのは、ユラユラと揺ゆれる蠟ろう燭そくの炎ほのお。

　石壁に囲まれた小部屋のような場所だった。簡素な木箱の上に、燭しよく台だいが一つだけ立てられており、明かりと呼べるものはそれくらいしかない。

　アニスはそんな小部屋の中心で、椅い子すに座らされていた。

　動こうと思ったが、動けない。

　見ると、両手と体が縄なわで固定されていた。

（……ああ、そうでしたね。わたしは────）

　すぐに、気を失う前のことを想おもい出す。

　今でも実感はない。ここでこうして拘こう束そくされていなければ、ただの夢だと思っただろう。

「────気がつきましたか」

　不意に、壁かべ際ぎわから声がした。

　アニスはゆるゆると顔を上げる。

　正面。この小部屋の唯ゆい一いつの出口である扉とびらから、一人の男が入ってくるところだった。

「…………」

「すみませんね。暴れられても困るので、縛しばらせてもらいました。窮きゆう屈くつでしょうが、今しばらくは我が慢まんしてください」

「…………パパ」

　事務的に告げていたアレンは、アニスの小さな声にピタリと動きを止めた。

　彼は疲つかれたように目め頭がしらをつまむと、おもむろにアニスの頭に手を伸ばす。

「アニス。……ごめんよ」

　短い謝罪と共に、頭を優やさしく撫なでられる。

　アニスは反射的に目元が熱くなるのを感じた。

　喉のどの奥がヒリヒリと痛む。今にも泣きだしそうな衝しよう動どうを、やっとの思いで堪こらえた。

「あやまるっ、のならっ……！　どうしてこんなことをするのですか……ッ」

「そうですね。あなたが暮らす都市を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたこと。そして……ヒビキと無理やりに引き離はなしてしまったこと。本当に申し訳なく思います。ただ、今の私にはこうする以外に道はなかった」

「パパの身に何があったっていうんですかッ!?　どうして、パパは、生きて────」

　最後まで続けることはできなかった。

　我慢しきれずに涙なみだがポロポロとこぼれて、言葉が嗚お咽えつになってしまう。

　子供のように泣きじゃくるアニスを、アレンは身を寄せてそっと抱だいた。

「パパ、いなくなって、こわかった、です……！」

「はい」

「でも、兄さんが、支えてくれて……！　この都市に来て、大切な人たちができてっ。それなのに、生きていてくれたパパが、突とつ然ぜんに都市を襲おそって！」

「混乱する気持ちはわかります。私は酷ひどい父親だ」

　アレンはゆっくりとアニスから体を離す。

　顔半分が焼けただれた醜みにくい風ふう貌ぼう。

　見つめてくる穏おだやかな瞳ひとみには、隠かくしようもない疲ひ弊へいが宿っていた。

　半生半死。生きているけど、生気の感じられない幽ゆう霊れいのようでもあり。

　その変わり果てた父親の姿に、アニスはさらに悲しくなった。

「話してください！　パパになにがあって、こんなことをするのか！」

「わかっています。そのつもりですよ。……もっとも、詳くわしく話せないことも多々あります。かいつまんでの説明になりますが、ちゃんと聞けますね？」

　諭さとすように訊たずねるアレンに、アニスは涙で濡ぬれた顔のままコクリと頷うなずく。

　アレンは「いい子だ」とつぶやくと、ローブの袖そででアニスの涙を拭ってやった。

「まずは、なにから話すべきでしょうか」

「パパが死んだと思って。兄さんがわたしを連れてあの地下水道を抜ぬけたあと。パパのほうでなにがあったのか、順に話してください」

「おやおや。最初からとは欲よく張ばりですね。まあ、君が自由奔ほん放ぽうでワガママなのは昔からでしたか。ヒビキの悪あく影えい響きようを受けて、さらに増長してないといいですが」

　アレンは穏やかに苦笑いを浮かべる。

「結論から言いますと。あのとき、私は死にました。……と言うと微び妙みように語ご弊へいはありますが。心臓が停止したことは間違いないです」

「っ。な、なら、今のパパは……!?」

「慌あわてない。タネ明かしはこれからですよ」

　慌てて訊たずねるアニスの口に、アレンは指を当てて黙だまらせる。

　その一挙一動に、この上ない愛情と温かみが感じられた。

　偽にせ者ものではない。なんの保証もないのに、アニスは本能的にそう確信する。目の前の人物は、まぎれもなく七年前に別れた本物の父親だと。

　なら、どうして……？

　あんなに穏やかで、女神や聖せい剣けん使いたちから追われる身となっても決して世界を恨うらまず、常に平へい穏おんと平和だけを願っていた父親が、どうしてこんな暴挙にでたのか。

　アニスの中で疑問が募つのる。

「私は一度、死にました。しかし、完全に死ぬ前に、その体はある組織によって回収されたのです。それこそが、今の世界に反目する集団《方舟の亡霊アーク・レイス》」

「アーク、レイス……！」

　アニスは苦しげにその言葉を繰くり返す。

　忘れもしない。まだこの都市に来て間もない頃ころだ。

　組織に与くみしていた学院の講師が自分の力を利用し、第五神装都市を滅ほろぼそうとした。

「私の体は、《方舟の亡霊アーク・レイス》が保持する独自の技術により、半ば無理やりに蘇そ生せいされた。その代だい償しように、肉体の至る部分に欠けつ陥かんが生じ、見ての通りのザマですがね。とにかく、彼らは死んだ私をよみがえらせたのです」

「ど、どうして……ッ？」

「彼らの深い思おも惑わくは、私も知りません。ただ、いわく『利用価値がある』と。おそらく、元は聖せい剣けん技ぎ師しだった私の能力に着目したのでしょうね。《魔ダ力ス光ク》の扱あつかいに長たけていた私ならば、彼らの技術を応用した人体実験にも耐たえられる。その読みは見事に的中し、結果として息を吹ふき返すことができたわけですが」

「…………！」

　アニスは絶句する。

　アレンが言う、《方舟の亡霊アーク・レイス》が所持する技術とやらの詳しよう細さいは知らない。

　ただ、人体実験────それも死者を無理やりに蘇生させるものだと聞けば、その悍おぞましさは想像するに難かたくない。

　アニスだって、父親が生きていてくれたことは嬉うれしい。

　だが同時に、《方舟の亡霊アーク・レイス》に対する激しい憎ぞう悪おの感情も抱いた。

「そんな、パパを実験台みたいに……！　どうしてそんな奴やつらに力を貸すのですかッ？　もしかして、パパは────!?」

「邪じや推すいですよ、アニス。彼らは私の体をいじりこそすれ、洗脳のような手は施ほどこしてません。もちろん、脅おどされてるわけでも、彼らに恩義を感じているわけでもない」

「なら、どうして!?」

「単純です。彼らの目的と、私の目的が一いつ致ちしているからだ」

　アレンは自分の体を覆おおうローブの裾すそを摑つかんだ。

　そのままグイッとめくり上げ、右みぎ腕うでをアニスに見えるように露ろ出しゆつさせる。

「……ぁ……」

　言葉を、失ってしまった。

　アニスの目に映るのは、やはり火傷やけどを受けたようにただれたアレンの肉体。

　そして、その腕に────禍まが々まがしい光を帯びる鉱石が埋うめ込まれていた。

「《晄こう核かく》。すべての《魔ダ力ス光ク》の源であり、《邪神シエイド》の心臓となる物質です。今の私を生かし続けているのは、この力に他ならない。試作として人工的に生み出された《邪神シエイド》と人のハイブリッド。『プロトタイプ・ガイスト』。それが今の私です」

「あぁ……うぁ……」

　ショックのあまりに放心するアニス。

　アレンはそれを悲しそうな顔で見下ろしていた。

　すぐに裾を戻もどし、露出していた《晄核》を見えないようにする。

「《方舟の亡霊アーク・レイス》は、《邪神シエイド》の研究を専門に行っている。彼らはこの世界の起源が《邪神シエイド》にあり、女め神がみアイギールはそれを歪ゆがめ、取って代わった存在だと主張している」

　アレンの瞳が、遠くを見るようにしながら鋭するどく眇すがめられた。

「アニス。私は、アイギールを恨んではいません。あの子も被ひ害がい者しやだ。一部の人間たちの都合により作り出され、《女神》の名と共に祀まつり上げられ。そして、今の世界は回る。歪んだ理ことわりを根幹として、邪じや魔まとなるものを徹てつ底てい的に排はい除じよしながら」

　怒いかり。アレンの言葉には、確かにその感情が込こめられていた。

　アニスは怯ひるんだように身を竦ませた。

　こんなに感情を昂たかぶらせている父親を、これまで一度だって見たことがなかった。

「《邪神シエイド》が悪であると誰だれが決めた？　排除すべき邪じや悪あくであると決めつけ、最初に攻こう撃げきを仕し掛かけたのはどちらだ？」

　アレンのギラギラとした瞳が、アニスを見下ろす。

「アニス。たとえ《邪神シエイド》が持つ《魔ダ力ス光ク》が人類にとって有毒であろうと、《女神》の力による浄じよう化かがあるならば両者は互たがいに歩み寄れるはず。それを否定し、女神をたきつけ、世界を歪め続ける者がいるのだと、私は知りました。彼らのことを、私は許すことができない。君という私の宝物と────君を愛し、私が愛した、かけがえのない人。己の勝手な思惑でそれを奪うばった、彼らのことが」

　告げると、アレンは身を翻ひるがえした。

　呆ぼう然ぜんとするアニスをその場に残し、彼は扉のほうへと歩き出す。

「今の私は単なる復ふく讐しゆう者です。自分が正義であるとは微み塵じんも思っていない。むしろ、私がこれからやろうとしていることは、まぎれもない悪。人々の生活を侵おかし、壊こわし、多くの血を必要とする行こう為いだ。だから、アニス────」

　ふっと。

　振ふり返ったアレンの顔からは、それまでの憎にくしみや怒りが消えていた。

　個人的な感情を脇わきに置き、娘むすめのことを想おもう父親の表情。

　その優しさもまた、偽いつわりのない彼自身であった。

「君も決めなさい。この歪んだ世界の中で、誰しもが迷い、それでも己おのれの心に従って決断しなければならない。私も、君も、そしてヒビキも」

　その一言を最後に。

　アニスの前から、アレンは姿を消した。

　残されたのは静せい寂じやく。恐こわいほどの静寂。

　体の震ふるえが止まらない。今しがたの光景が脳のう裏りに焼き付いて離れない。

　……《女神》、《邪神シエイド》、そして自分と同じく体内に《晄核》を宿した父親。

　アニスは目を伏ふせ、ひたすらに想いを馳はせる。

「兄さん……！」

　ここにはいない大切な人に、自分では導き出せない答えを求めるように。
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「……なんで。あんな言い方をしたんだよ」

　小部屋の外に出ると、すぐ横から湿しめっぽい声が飛んできた。

　アレンは目を大きくして振り返る。

　石の壁かべに囲まれた、縦に細長い空間。

　暗がりの中に、ローブを纏まとった灰色髪がみの少女がたたずんでいた。

「……見張りはどうしたのですか？」

「問題ないよ。女神に対するジャミングはちゃんと続けてるし、近くに人の気配もない。べつに、警けい戒かいする必要もないと思うんだけどね」

　不ふ機き嫌げんそうに告げたマリーは、つんと顎あごを向ける。

「それより！　さっきのはなんのつもりだよ!?」

「はて。質問の意味がわかりませんが」

「ボクらの『オリジナル』のこと！」

　惚とぼけるアレンに、マリーはしびれを切らしたみたいに叫さけぶ。

　アレンは眉まゆ尻じりを下げると、やれやれとため息を吐ついた。

「マリー、あまり騒さわぐものではありません。都市を覆う結界がある限り、私たちは都市外には出られない。アイギールが私たちを閉じ込めておく危険性を恐おそれ、結界を解除するまで、静かに身を潜ひそめておくと決めたでしょう」

「だからなにッ？　見つかったら皆みな殺ごろしにすればいいだけじゃん！　……って、そうじゃなくて！　誤ご魔ま化かさないでよ、ガイスト！」

　マリーは地じ団だん太だを踏ふむと、鋭くアレンを睨にらみつけた。

「あいつの回収は、上の連中の命令だったはずじゃん！　そのために、ボクたちはこの都市に来たんでしょ？」

「はい。その通りです」

「なのに、ガイストはあいつの意思を尊重するみたいに言った！　あいつがガイストと一いつ緒しよに来ることを望まなかったらどうするの!?　裏切られたらどうするの!?」

　マリーの声には苛いら立だちが込められていた。

　アレンは困ったように肩かたを竦すくめて、彼女を見下ろす。

「なにか勘かん違ちがいしているようですが。あれは、そういう意味で言ったのではありません」

「噓うそだ！　他にどういう意味があるっていうの!?」

「マリー。人の心を、一方的に縛しばりつけることはできない。私はあの子を回収し、本部へと連れて行きます。もしあの子から積極的に協力してくれるならば、それはとても嬉しい。だけど、あの子の意思を無理に縛ってまで、自分の正当性を説くつもりはありません」

　アレンの視線は穏おだやかだった。

　自分の意思を曲げるでもなく、かと言って誰かに押し付けるでもなく。

　そんな泰たい然ぜんとした姿勢に、マリーは余計にもどかしそうに身を揺ゆらす。

「ガイストが言ってること、わっかんない！　ボクはガイストのためならなんだってするよ!?　ガイストはボクの、大切な人だもん!!」

「…………」

　見つめてくる少女の目は切実だった。

　アレンは内心で深い深いため息を吐く。

　……自分と同じ境きよう遇ぐうの少女。だが、自分とは事情がまるで違う。

　彼女には意思というものがなかった。

　元は《邪神シエイド》に故郷を滅ぼされた孤こ児じだと聞いている。ヒビキと同じだ。

　ただし、彼女を拾ったのは、《邪神シエイド》を信しん奉ぽうする《方舟の亡霊アーク・レイス》という組織。

　素質を見いだされ、何もわからぬまま体をいじられ、こんな状態になって。

　マリーの襟えり元もとからは、自分やアニスと同じく体内に埋め込まれた《晄核》が覗のぞいていた。

　彼女の場合は、自分よりも適性が遥はるかに高かったらしく、肉体が劣れつ化かするような症しよう状じようはみられない。

　だが、その影えい響きようが、まったくゼロであるわけもない。

　彼女の今の容姿を見れば明らかだった。

　アレンがよく知る顔。かつて愛した人の顔。

　すべての《魔ダ力ス光ク》の起源であり、《邪神シエイド》の始まりであり────アニスと、そしてアイギールの母とも言える『彼女』。

　マリーはその『彼女』に近づくため、研究として生み出された実験体。

　意思がないのは当たり前だ。それを彼女に与あたえてくれる人は、誰だれ一人ひとりとしていなかったのだから。ただの兵器として作り出されたに過ぎない。

　痛々しい。そんな表現では、足りないくらいに。

「ガイストは……あいつがそんなに大切？」

「……マリー？」

　不意に弱々しくなった声に、アレンはハッとする。

　マリーが泣きそうな顔をしてこちらを見上げていた。

「ボク、本当にわっかんないよ……。あいつや、あの『無ゼ刃ロ』を見たときのガイストの目、いつもと全然違った。すごくうれしそうで、優やさしくて」

「それは……」

「なのに、あいつらはガイストを拒こばむ。ボクはそんなことしない。ずっとガイストだけを見て、ガイストの傍そばにいる！　だから、だから……！」

　向けられるマリーの視線を、アレンは直視できなかった。

　……この子はこちらに激しく依い存ぞんしている。

　何も与えられず、与えられなかったものを、同じ境遇の自分に求めている。

　悲しいことだと、アレンは思った。

　表向きに優しくするなら、いくらでもできる。だがそれは、根本的な解決になっていない。彼女の依存度を高め、ただ寄りかからせてしまうだけだ。

　しかし……過去に囚とらわれ、復讐者と化してしまった今の自分では、彼女に「本当の意味で大切なこと」を伝えられる自信はない。

　反応に迷った挙句、アレンはマリーから逃にげるように背を向けた。

「ガイストッ!?」

「……外の様子を見てきます。マリーはあの子の監かん視しを。くれぐれも手て荒あらな真ま似ねはしないように」

　感情を押し殺し、事務的に告げる。

　背中に突つき刺ささる寂さみしげな視線が、どうしようもなく痛かった。







　　　第五章　　痕こん跡せき




「会長！　商業区西側の捜そう索さく隊、編成完かん了りようしました！」

「ご苦労様です、エドガー。そのまま向かわせてください」

「会長！　信徒区東側を捜索している三班から、異常なしとの報告が上がりました！　次のご指示を！」

「ちょうどいいですわ。三班は、編成の完了した商業区捜索班と合流してください。いいですか？　何かを摑つかんだら、真っ先にわたくしのほうへ報告を。相手は剣機士スレイプニールを一いつ掃そうした危険な犯罪者です。くれぐれも先走らぬよう」

「「了りよう解かいしましたッ！」」

　バタバタと走り去っていく男子生徒二人。

　オレイアス聖徒学院の校門前では、仮設テントが張られ、そこで多くの学生たちが忙せわしなく動き回っていた。

　ひとまず本校舎から外に出たヒビキは、直後に目に入ってきたその光景に、啞あ然ぜんとして立ちすくむ。

「なんの騒ぎだ、こりゃ……」

「あら？　戻もどってくるのが随ずい分ぶんと遅おそかったですわね、ヒビキ。のんびりしている時間はあまりなくてよ？」

　そうこうしていると、テントのほうから栗くり色いろ髪の少女が歩いてきた。

　ヒビキは眉まゆをひそめて、涼すずしい顔で呼びかけてくる彼女を見る。

「リナ。なにやってんだ？」

「見てわからなくて？　アニスを攫さらった犯罪者の捜索ですわ。明け方には都市の結界が解除されてしまうのでしょう？　なら、早く動くに越こしたことはない」

　ヒビキは大きく目を見開いた。

　急いで後ろを振ふり返る。

　そこには、腰こしに手を当てて憮ぶ然ぜんと構えるミルドの姿があった。

「学長室を出たタイミングで、会長にメールしておいたの。文句ある？」

「……お前らな」

　事情を理解し、ヒビキは嘆たん息そくする。

　動いている生徒の腕うでには腕わん章しようがついている。おそらくはリナの呼びかけで集まった生徒会役員だろう。仮設テントを拠きよ点てんに捜索隊を編成し、都市内に送り出しているようである。

　ミルドはリナにメールを送ったと言ったが、その短い時間でこれだけの大がかりな動きができるはずもない。

　おそらく、彼女たちは最初からわかっていたのだ。

　自分がアニスを連れ戻すために無茶をしようとするであろうこと。

　そうさせないために、あらかじめ準備をし、有う無むを言わせず手伝おうと。

「なんつーか。最初から俺は踊おどらされてたってわけかよ」

「だ、だって。あんた、手伝うって言っても絶対に断ったでしょ？　だから、あたしがあんたを説得しているうちに、会長が人を集めてくれて────」

「言い訳をする必要はありませんわ、ミルド。わたくしたちは間違ったことをしていませんもの」

　言い淀よどむミルドとは対照的に、リナは悪びれる様子もなく微笑ほほえんだ。

「ヒビキ。あなたにはあなたの意地があるように、わたくしたちにも譲ゆずれないものはあります。彼らは、我が学院が決死の思いで臨のぞんだ対たい抗こう戦を滅め茶ちや苦く茶ちやにし、学内を蹂じゆう躙りんしました。オレイアス聖徒学院の治安を管理する生徒会として、許すわけにはいかない」

「意識は立派だがな。……下手すれば死ぬぞ？」

「甘く見てもらっては困ります。わたくしたちとてまだ見習いの立場とはいえ、聖剣使いの端はしくれ。命が惜おしくて逃げるだけなら、最初から学院に入学したりはしません」

　ハッキリと告げられる決意ある言葉。

　詭き弁べんの一面があることは否定できない。ヒビキが知るだけでも、ただの権力獲かく得とく目的で剣機士スレイプニールを志す生徒は多くいた。

　しかし、そんな輩やからは、すぐに聖剣使いの「本質」を知り脱だつ落らくするだろう。

　常に気高く、世界の剣であり続ける。

　アレンたちから都市を守ろうと傷つき倒たおれていった剣機士スレイプニールたち。彼らと同じ覚かく悟ごや志を、リナやその下につく者たちは曲がりなりにも持っているようだった。

「……それに。以前の事件で一度、わたくしはアニスを見捨てようとしました」

　っと。

　ヒビキにそっと顔を近づけたリナが、沈ちん鬱うつな面おも持もちでそう囁ささやいた。

「あ？　……おい。何を気にしてんだか知らねえが、お前はお前で────」

「いえ。フォローはいりませんわ。事実ですもの」

　リナは首を振ると、ヒビキに小さく笑いかける。

「けれど。あなたはそんなわたくしを退け、どうにもならないことをどうにかしてしまった。そんな滅茶苦茶なあなたの力に、今度はわたくしもなりたい。己おのれの無力を嘆なげくことなく、胸を張って一いつ緒しよに戦いたいのです。……いけませんか？」

　それは贖しよく罪ざいというより、彼女なりの決意表明だったのだろう。

　ヒビキはボリボリと頭を搔かいた。

　どいつもこいつも……本当に物好きだと思う。

「勝手にしろ。ただ、巻き込まれてから文句を言っても俺は知らねえぞ」

「ふふっ。それは望むところですわ。ところで、ヒビキ？」

「なんだ」

「ミルドが後ろですごい顔をしてますわよ？」

　悪戯いたずらっぽく微笑んだリナの言葉で、背筋が冷えた。

　恐おそる恐ると振り返ると……こちらを睨にらむジト目と鉢はち合あわせた。

　ミルドはこれ以上にないくらい不ふ機き嫌げんな顔で、ブスッと腕を組んでいる。

「なにをコソコソと喋しやべってるのか知らないけど。そろそろ離はなれてもいいんじゃない？」

　静かだが、脅おどしかけるような声。

　これは爆ばく発はつする寸前だとヒビキは直感した。

　真ま面じ目めな話題だったので失念していたが、声を潜ひそめるために近づいてきたリナはこちらにしなだれかかるようになっていた。

　極きわめつけに、柔やわらかい物がふにゅんと腕に当たっている。

　ヒビキが見下ろすと、リナは惚とぼけたように首を傾かしげてみせた。

　……なるほど、わざとか。

「おい。いい加減に離れろ」

「あら。それは、わたくしにくっついていられるのが不快ということですか？」

「いや、そういうわけじゃねえが。むしろ、やわらか────げぶッ！」

　正直に答えようとしたヒビキの頭を、ミルドが後ろからはっ倒した。
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　仮設テントを後にし、ヒビキとミルドは寮りよう棟とうのほうへと足を向ける。

　どんどん先行するヒビキに、後ろからついてくるミルドは不思議そうに首をひねった。

「ねえ。どうして寮のほうに向かうのよ？」

「街のほうは生徒会の連中が探さぐってくれてんだろ？　なら、俺たちが一人二人加わったところで、大した違ちがいはねえ。なら俺は闇やみ雲くもに走り回るんじゃなく、べつの手がかりから攻せめる」

「べつの手がかり……？」

　訊たずね返したところで、ミルドが足を止める。

　向かっていた寮棟のほうから、バタバタと人ひと影かげが駆かけてくる。

　活発そうなセミロングに、女性にしては長身でスタイルのいい少女。遠くからでも、それが誰だれであるのかすぐにわかった。

「イオ！」

「ここにいたか、二人とも！　医務室のほうに足を運んだらもぬけの殻からで驚おどろいたぞ」

　軽く息を切らして、肩かたを竦すくめてみせるのは、友人であるイオだった。

　ミルドは彼女の姿を見た瞬しゆん間かん、後ろ暗そうに目を伏ふせる。

　その仕草にヒビキは見覚えがあった。

　誤ご魔ま化かしたときや、なにか隠かくし事をするとき。ついさっきまで自分もミルドに同じような態度を取っていた。

「お前、イオには？」

「…………っ」

　どうやら予想通りであるらしい。

　リナが事情を察していたのに対し、イオはこちらがどこにいるのかもわからずに学内を探し回っていた。何も伝えていないのは明白だろう。

　とはいえ、ミルドだってイオを仲間外れにしたというわけでもないと思う。

　きっと巻き込みたくなかったのだ。単純に友人として。

「校門のほうで大おお掛がかりなことになっていたからな。会長に聞いたぞ？　お前、ヒビキを手伝ってアニスを取り戻すつもりなんだろう？」

　イオは腰こし元もとに手を当て、鼻から長い息を吐はく。

　呆あきれているようではあったが、怒いかりや憤いきどおりの感情はないように思えた。

　二人の付き合いは長い。自分たちが学院にくる前から、続いていた関係だ。

　ミルドがこちらの思おも惑わくを察していたように、イオもすべてをわかっているに違いない。

「ご、ごめん……」

「私を巻き込みたくなかったか？　そりゃまあ、自分でも戦力外だとは思うが」

「ち、違うわ！　そういう意味じゃなくて……あたしの個人的な感情であんたは巻き込みたくなかったの。怪け我がとか、してほしくないし」

「その危険性はヒビキや会長、生徒会の人たちにも言えるだろ。つまり、私が頼たよりないんだ。自分で言うのもなんだが、怪我をする心配がぶっちぎりで高い自信もあるしな」

「…………ごめん」

「謝る必要はない。私はお前たちと違い、ただの一いつ般ぱん生徒だから」

　苦笑いするイオの言葉には、ある種の諦てい観かんみたいな響ひびきが込こめられていた。

　しかし、悲ひ愴そう感や卑ひ屈くつさはない。

　自分の立場を知り、それを客観的に受け入れられる。その度量の広さこそ、この少女の最大の強さであると、ヒビキも理解していた。

「だがな、ミルド、ヒビキ。一般生徒は一般生徒なりにできることがある」

「えっ？」

　驚いて顔を上げるミルドに、イオはニヤリと笑って顎あごをしゃくる。

　彼女が示したのは背後。

　ヒビキとミルドが振り向くと、思わずギョッとするような光景が広がっていた。

「────うぃーっす、イオさん。約束通り、搔き集めてきましたよー」

　聞き覚えのある腑ふ抜ぬけた声。

　ヘアバンドをつけた女性がゆるゆると手を振り、背中に大勢の男性を引きつれていた。

　学院の制服を着ている者もいれば、聖せい剣けんすら帯びていない者まで見受けられる。恰かつ好こうは様々だが、誰もが決意を固めたような毅き然ぜんとした表情をしていた。

「ラミアーシャ……」

「おお、ヒビキさん。また随分と疲つかれた顔をしてますね。あなたらしくもない」

　ニシシと笑うラミアーシャは、こんな状じよう況きようにもかかわらず相変わらずのふざけた態度だった。

　ミルドも面めん喰くらったように、ラミアーシャの引き連れる男性集団を眺ながめる。

「ラ、ラミアーシャさんっ？　なんですか、この人たちは？　というか、関係者以外が勝手に学院の敷しき地ちに入っちゃいけないんじゃ────」

「緊きん急きゆう事態ですからねぇ。校門前の会長さんにも許可は取ってありますよ」

　ラミアーシャは手をヒラヒラと振ふり、背後の集団を振り返った。

「剣機士スレイプニールが全ぜん滅めつし、都市側も大々的に動くつもりはないと見える。なら、学院の生徒会だけじゃ捜そう索さくの手が足りないっしょ？　んで、イオさんに相談されて、連れてきました。この間のセレモニーで、我が店の虜とりこになった男性諸しよ兄けい。かわいい女の子のためなら命も惜しくない、紳しん士しの皆みなさんッス」

「うおおおおおおおおっ！」

「アニスちゃんが攫さらわれたんだろ!?　なら、おれたちも黙だまっていられるか！」

「絶対に連れ戻もどす！　そしてまた、ロリロリコスプレで癒いやしてもらうんだッ」

　拳こぶしを振り上げ、咆ほう哮こうする男性たち。

　正直、むさくるしい。

　それ以前に下心を隠すつもりもないらしい。

　だが、彼らの目には確固たる意思があった。

　ヒビキはやれやれと肩を落とすと、集まった彼らに視線を巡めぐらせる。

「で？　そこでコソコソしているパーカー娘むすめも手伝ってくれるわけか？」

「っっっ！」

　ビクンッと。集まった男性に紛まぎれて、小こ柄がらな人影が跳とびあがった。

　羽織ったパーカーを目ま深ぶかにかぶった少女が、真っ赤な顔をしてヒビキを睨み返す。

「テメっ、デルヴェイド……！　最初から気づいていたくせに、あえて放置してやがったな……!?」

「ん。それで隠れているつもりでいるお前が面おも白しろかったからな」

「こ、殺すッ。絶対に殺して、ぶっ潰つぶして────!!」

「シェリー先せん輩ぱい！」

「────もふぅっ!?」

　殺気を放ったシェリーに、ミルドが飛びついた。

　豊満な胸に挟はさまれ、啖たん呵かを切っていた彼女の顔は埋うずもれる。

「ありがとうございます！　そして、ごめんなさい！　あたし、シェリー先輩のことずっと勘かん違ちがいしてて……本当はちゃんと優やさしいところもあるのに……」

「もがががっ。息がッ、できなッ、は、放せコラァ!!」

「おおお……美少女同士の見み目め麗うるわしい絡からみ……」

「妄もう想そうが捗はかどるぞぉ！　この素す晴ばらしき瞬間を写真に残して永遠のものとしなければッ！」

「っ！　な、なに撮とってんだテメェら!?　やめねえとぶっ殺すぞ!?」

「「「おおふふふぅぅぅ……涙なみだ目めで強がるシェリーたんかわいいぃぃぃぃぃ……」」」

「ぬがあああああああああッ!!」

　ミルドとシェリーを中心にする騒さわがしさを、ラミアーシャはケラケラ笑って見ていた。

　呆れて半眼になるヒビキの隣となりに、イオが歩み寄ってくる。

「ヒビキ。君は滅め茶ちや苦く茶ちやで、私たちの常識から大きく外れた人間だけど」

　凜り々りしい瞳ひとみが、真まっ直すぐに見上げてくる。

「君とアニスは、世界から外れてなんかいない。君たちのために動いてくれる人間が、これだけいる。君たちの頑がん張ばりで、これだけの人たちが動いてくれるようになった。それだけは、なにがあっても忘れないでほしい」

　感かん慨がい深ぶかげに告げるイオ。

　ヒビキも彼女を見て、ゆっくりと頷うなずいた。

「ああ。そうだな」

「取り戻そう。私たちみんなで、アニスのことを」

「当たり前だ。……まあ、あいつが戻ってきたあとはまた頼たのむぜ？　お前は暴走するあいつとミルドを止めてくれる、唯ゆい一いつの良心だからな」

「勘かん弁べんしてくれ。ものすごく身に余る」

　そう言うイオは、まんざらでもないように苦く笑しようした。
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　イオたちはこれから生徒会に捜索の手伝いを申し出るらしかったので、そこで別れた。

　一方のヒビキとミルドが向かったのは女子寮。

　玄げん関かんをくぐると、内部はシンと静まり返っていた。

　本校舎の窓から都市を見たときと同じような感じである。

　ミルドの話によると、今現在、第五神装都市には戒かい厳げん令れいが敷かれているらしい。

　残された剣機士スレイプニールと都市警備に警けい戒かい態勢を徹てつ底ていさせ、一般人や学生などには外出規制を行っているという。

　もっとも、都市側も混乱しているので、うまく機能しているとは言い難がたい。

　生徒会などがああして動けているのがその証しよう拠こだ。

　目の前で命令に従わない生徒や市民がいるにもかかわらず、ニミルが無理に止めようとしないのは、彼女は彼女なりになにか思うところがあるからか。

　とにかく、ヒビキとしては捜索に乗り出した彼らが無茶をしないことを願う。

「この建物に入るのも入学する前以来か？」

「ん……そう言えばそうね。あのときは────」

　それとなく返事をしたミルドが、急に顔を赤くして押し黙る。

　ヒビキは振り返りつつ首を傾かしげた。

「どうした？」

「ど、どうしたって！　あんた、あのときのこと忘れたの？」

「あ？　俺がお前の着き替がえを覗のぞいたことか？」

「お、おおおおおお覚えてるんだったら言うんじゃないわよ～～～～～っ」

　ミルドは恥はずかしさに悶もだえるようにしながら、ヒビキの腕うでをぎゅ～っとつねった。

　もう半年近くも前の話だが。未いまだに立ち直れていないらしい。

「わかった、悪かった。とりま、あのときのことは水に流せ」

「偉えらそうに言えた立場っ!?」

「時間がねえんだよ。……アニスの部屋、教えてくれ」

　低く告げると、悶えるミルドもピタリと動きを止めた。

　真ま面じ目めな面おも持もちになり、頷いてくれる。

「こっちよ」

　案内されるがまま階段を上り、三階へ。

　そこはかつて訪おとずれた場所、ミルドの部屋があるのと同じ階層だった。

　廊ろう下かを進むミルドは、ある扉とびらの前に来ると、足を止めて振り返る。

「ここ。アニスちゃんの部屋。えっと、鍵かぎは────」

「問題ねえ」

　そう言って、ヒビキはノブを摑つかむ。

　────カチリ。

　同時に、鍵が外れる小さな音がした。

　ミルドが目を丸くして驚おどろく。

「ど、どうなってんの!?」

「この寮りよう棟とうのセキュリティを管理してるのもアイギールなんだろ？　なら、あいつが大人しく監かん視し下に置かれているとは考えにくい。おおかた、セキュリティ関連も自分の好き勝手に改造しているだろうよ」

　とは言いつつも、本当に鍵が開いてしまったことにはヒビキも少し驚いた。

　おそらく指し紋もん認にん証しようだろうか。

　自分の情報が登録され、いつでも部屋に通してもいいように設定されていたと思うと…………妹の愛が重い。

「校則違い反はん、っていうか普ふ通つうに犯罪じゃない!?」

「あいつに対して、今さらそれを言うか？」

「……うっ。た、確かに」

　妙みように納なつ得とくするミルドにヘラヘラと笑いかけ、ヒビキはアニスの部屋に入った。




　視界に広がったのは、年とし頃ごろの女の子らしい部屋。




　……などでは当然なく。

　所ところ狭せましとコンピューターのモニターや、よくわからない機器などが並べられた、非常にゴチャゴチャとした印象の部屋だった。

　床ゆかには機器に繫つながる配線が敷しき詰つめられ、足の踏ふみ場がない。

　それらに埋もれるようにして置かれたベッドの枕まくら元もとには、小型のロボットや、彼女が愛用するぬいぐるみ型のガジェット入れなどが散乱していた。

　女子部屋というより、末期の引きこもり部屋に近い。

　兄のヒビキとしては、涙を禁じ得ない惨さん状じようである。

「す、すごいわね」

「ある意味でな」

　呆あきれ半分に応こたえつつも、ヒビキは狭せまい穴倉のようなアニスの部屋を進んでいく。

　ミルドも足元の物を踏まないようソロソロと後に続いた。

「それで。どうするつもり？」

「この都市に来てすぐ、俺たちは《方舟の亡霊アーク・レイス》から襲しゆう撃げきを受けた。アニスも自分が狙ねらわれていることは重々に承知していたはずだ」

　ヒビキは床に転がる機器や配線やらをガサゴソやりながら、目を細める。

「あいつは俺なんかよりもずっと頭が回るからな。何も手を打たなかったとは考えにくい。自分の身に非常事態が起こった際、俺に向けての手がかりとなるようなものを用意しているかもしれん」

「なるほど。そういうことね」

　ミルドもうなずき、枕元にあるガジェット入れを持ち上げる。

　食い入るように見つめる彼女に、ヒビキは半眼を向けた。

「……盗ぬすむなよ？」

「っ。バ、バカ言わないでよ!?　いくらこのぬいぐるみが可愛かわいくて欲ほしくても、あたしにだってそのくらいの分別はあるわッ！」

　欲しいとは思ってたのかよ。

　内心でつっこみをいれつつ、ヒビキは力なく笑った。

「まあ。大前提として、あいつに戻もどる意思がないなら無む駄だだがな」

　ぬいぐるみの誘ゆう惑わくと葛かつ藤とうしていたミルドは、ヒビキの様子の変化に気づいて振ふり返る。

「ヒビキ……」

「気にすんな。可能性の一つを言っただけだ」

「ううん。気にするわよ。日ごろから無神経なあんたがそんな顔してるのに……気にしないわけがないじゃない」

　ミルドはヒビキの隣に来る。

　見上げるようにして、こちらの瞳を覗き込んできた。

「ねえ。アニスちゃんを攫さらった相手……アレンって人のこと。もしよかったら、あたしにも教えて？」

　ヒビキはその視線から目を背そむけることができなかった。

　ここで撥はね退のけても無駄なことくらいは、いい加減にわかってきた。

　単なる好こう奇き心しんではない。ミルドは本気で自分たちに関かかわり続けるつもりだ。

　覚かく悟ごとか、危険性とか。改めて説く必要もないくらい、彼女の意思は強い。

　ヒビキが勝てる要素なんて、一つもなかった。

「……アレンは。アニスの実の父親で、俺を拾った養父だよ」

「うん。それは前にアニスちゃんからも聞いた。《邪神シエイド》と愛を育はぐくみ、アニスちゃんを生んで…………そして、世界から排はい除じよされた」

　ミルドは辛つらそうに顔を歪ゆがめる。

「……アレンさん。どんな人？」

「どんな人？　そうだな……一言で言えば『お人ひと好よし』だ」

　ヒビキは懐なつかしむように遠い目をする。

　お人好し。それ以上に、彼を表す言葉は見つからない。

　いい意味でも、悪い意味でも。

「いつも穏おだやかに笑ってた。どんなことがあっても、どんな境きよう遇ぐうに置かれても。聖せい剣けん技ぎ師しとしての腕は異常だったが、それ以外はてんでダメでさ。家事炊すい事じも、俺とアニスが面めん倒どうを見てやってる感じだった」

　言葉が自然と溢あふれてくる。

　自分らしくないと思いつつも、ヒビキは止めることができない。

「俺のことも。最初から最後まで、ずっと笑って、傍そばにいてくれた。ロクに慰なぐさめられた記き憶おくはない。あいつ、口下手だったから。だが……すべて失って、空っぽだった俺には、それだけで充じゆう分ぶんだった。俺もアニスも、アレンが笑ってさえいてくれれば、他になにもいらなかった。誰だれにどう思われ、世界がどうなろうが、知ったこっちゃなかった」

　そして、それは唐とう突とつに終わりを告げた。

　自分たちはあの日、その『すべて』を失ってしまった。

　どれだけの喪そう失しつ感かんだったか。どれだけの悲しみだったか。

　それでも「世界を恨うらんではいけない」という彼の言葉に従い、前を向いた。

　その根幹は、今でも自分の中に生き続けている。

「……まあ。昔の話だけどな」

　肩かたの力ちからを抜ぬき、脱だつ力りよくする。

　ミルドはそんなヒビキの話を黙だまって聞いていた。

　聞いて、聞き終わって、改めて目を伏ふせる。

　しばしの沈ちん黙もくののち。

　彼女の口から、小さなため息が漏もれる。

「……それで？　それだけなの？」

「あ？」

「だから。その人があんたたちにとってすごく大きな存在だったのはわかったけど。それは、アニスちゃんがあんたを置いてどこかにいっちゃう理由になるわけ？」

　毅き然ぜんとした言葉だった。

　ヒビキは抜いていた力を戻し、眉まゆをひそめる。

「お前……」

「わかってる。身勝手な主張だってことくらい。いくら話に聞いたって、あたしはアレンさんのことをよく知らないし、昔のあんたたちのことだってわからない」

　でもね────と。

　ミルドは顔を上げ、ヒビキを真まっ直すぐに見た。

「今のあんたたちのことなら、ちゃんと知ってるわ。少なくとも、あたしはアニスちゃんがあんたから離はなれようとするなんて、絶対に想像できない」

　やけに強い主張だった。

　保証なんてないはずだ。だが、妙に説得力があって困る。

　ヒビキは頭を搔かき、考える。

　……アレンの身に何が起こり、どうしてあんな風になってしまったのか。

　それを受け、アニスはどんな選せん択たくをするのか。

　その悩なやみが────なんだかどうでもよく思えてくる。

　結局、自分は自分の決めた道を進むしかないのだ。

　すべてを失ったあのときに、心に誓ちかったから。

「……ったく。今日はお前に気づかされてばっかだな」

「なに？　見直した？」

「ちょっとだけな」

　苦笑いするヒビキに、ミルドも笑った。

　重い心が、少し軽くなった気がする。

　そして、直後のことだった。




　────ピリリリリッ!!




　耳に痛いほどの大音量で、電子音が鳴なり響ひびく。

　突とつ然ぜんのことにミルドは「ひゃっ!?」と悲鳴を上げた。

　ヒビキも警けい戒かいするように室内へ視線を巡めぐらせる。

「なに、この音!?」

「……こっちから聞こえるな」

　ヒビキは音のする方向へと素す早ばやく歩み寄る。

　音が響くのは、ベッドの正面に置かれたモニターの裏側。

　覗のぞき込み、手を差し込む。

　そして、三十センチ四方程度のタブレットを摑つかみ取った。

「これは……」

　ヒビキが手に取った瞬しゆん間かん、タブレットから流れていたけたたましい電子音が止まった。

　代わりに、液えき晶しようの電源が自動で入り、ブィンと低い音を立てる。

　ミルドも慌あわてて後ろから覗き込んできた。

「これって、地図かしら？」

「そうみたいだな」

　ヒビキは目を細め、液晶に映し出された地図を見る。

　それは都市の一区画を表したもののようだった。

　中央に点のようなものが打たれ、赤く明めい滅めつしている。

「どこかから《魔ダ力ス光ク》を受けて機能しているみたいだな。つまり、この点の打ってある場所が────」

「アニスちゃんの居場所！」

　ミルドが嬉うれしそうに跳はねる。

「間ま違ちがいないわ、ヒビキ！　たぶん、捕つかまったアニスちゃんがあんたに位置を知らせてるのよ！　すぐに助けに行かなきゃ！」

「おい待て。まだそうと決めるには────」

「それ以外になにがあるってのよっ？」

　ミルドはジト目になってヒビキを見る。

「あんたが言ったんじゃない。アニスちゃんが、自分の身になにか起こったときの対策をしているかもって。あの子はこの間、自分で《魔ダ力ス光ク》を操作できるようになったわ。このタブレットに飛ばした《魔ダ力ス光ク》を受信させて、位置を知らせようとしてるなら、説明もつくじゃない」

「…………」

「どのみち、罠わなだろうが手がかりはこれしかないでしょ！」

　完全に言い負かされる。

　今日のヒビキは、とことんミルドに勝てそうにもなかった。

「行きましょう、ヒビキ！　アニスちゃんがあんたを待ってる！」

「はいはい。言われなくてもわーってるよ」

　面倒くさそうに返事をしながらも、ヒビキの口の端はしは自然とつり上がっていた。

　アニスが残した手がかり。

　自分の位置を知らせようとするその行こう為い。

　敵の罠である可能性も否定はできないが、素直に捉とらえるならミルドの言う通りだ。




　……あいつは、こっちに戻りたいと思っている。




　その事実だけで、ヒビキがそれ以上迷う理由なんてどこにもなかった。







　　　第六章　　真夜中の逃とう走そう劇




　どれくらいの時間が経たったか、わからない。

　蠟ろう燭そくしかない石造りの小部屋。逃にげ場もなく、外の様子も確かく認にんできない。

　アニスは椅い子すに縛しばりつけられた恰かつ好こうのまま、ひたすらに黙り込んでいた。

　父親の衝しよう撃げき的な姿を見て、まともに回らなくなった頭も、いい加減に冷静さを取り戻してきた。受け入れられはしないが、ちゃんと理解できたつもりでもいる。

　今、その父親の姿は見えない。

　代わりに、壁かべ際ぎわで膝ひざを抱だいて座る灰色髪がみの少女の姿があった。

　彼女は先ほどからアニスのことをジッと睨にらみ続けている。

　年ねん齢れいや髪色こそ違うが、ほぼ同じ顔をした相手。

　不気味さはあったが、この数時間を考えに考えたことで、アニスは彼女の素す性じようについても大方の察しはついていた。

「……あなたは。パパと同じなんですね」

　頭の整理がついてきたところで、アニスは口を開く。

　会話することに大した意味はない。

　ただ、なにかをしていないと落ち着かなかった。

　少女は、口をきいたアニスに訝いぶかしげな表情をすると、小さく鼻を鳴らす。

「そうだよ。ボクとガイストは同じ。ボクのことを理解してくれるのはガイストだけだ」

　その返答には、こちらに対する敵意がわかりやすいくらいに込こめられていた。

　睨んでくる視線がギラギラとしている。

　恐こわかった。だけど、アニスは目を逸そらさない。

　……もっと知りたいと思ったのだ。

　七年間も離れていた父親のこと。過去の優やさしい面おも影かげを残しながら、姿も考え方も変わり果ててしまった、自分にとっての大切な家族。

　彼のことを慕したうこの少女から客観的に聞くことで、遠くには行っていないという確認がしたかった。

「あなたから見て。パパはどんな人に映っています？」

「……どうしてそんなこと訊きくんだよ」

「べつに。ただの興味本位です。答えなくても構いませんよ？」

　恐きよう怖ふ心しんを紛まぎらわす意味も込めて、あえて挑ちよう戦せん的に言ってみせる。

　少女────マリーはそんなアニスの態度が気に食わないように、大きく舌打ちを響かせた。

「ガイストはボクにとってのすべてだ」

「すべて……？」

「そうだ。組織の連中はみんな、ボクのことを道具としか思ってない。冷たい目をして、それでいてどこか恐おそれてるみたいで。誰も、正面からボクを見ようとしなかった」

　マリーは小さな拳こぶしをグッと握にぎりしめる。

「だけど、ガイストは違った。なにも考えられなくて、なにも感じられなくて、本当に本当になにもなくて。そんなボクに歩み寄って、優しく話しかけてくれたッ」

　感情を昂たかぶらせるように、立ち上がる。

　驚おどろくアニスに迫せまると、両手を伸のばして彼女の首に手を掛かけた。

「うっ……！」

「なのに！　お前を見るときのガイストは、ボクを見るときよりもずっとずっと優しい目をする！　愛いとおしそうな目でお前を見る！　なんでだ、なんで同じようにボクを見てくれないんだ！」

　口から泡あわを飛ばし、アニスの首を絞しめる。

　マリーの目は正気を失っていた。

　……いや、そもそもこの少女は「正気」なんてものを初めから持ち合わせていないのかもしれない。

「ボクとお前は同じじゃないか……！　同じ力で、同じ顔で、同じ価値！　いや、ボクのほうがお前なんかよりもずっとガイストの役に立つ！　ガイストにとって、価値のある存在のはずなのに！」

　まるで子供が玩具おもちやをねだるように。

　そうすれば、ほしいものが手に入ると本気で思っているかのように。

　……壊こわれているのだ。なにかが決定的に。

　だから、人間として当たり前にわかることも理解できない。

「…………かなしい、ひと、ですね」

「なに……ッ!?」

「価値が、あるとか、ないとか……そういう尺度でしか、かんがえられないんですか……!?」

　気管を締しめ付けられ、表情を歪ゆがませながらも、アニスはマリーを見る。

　そして、思った。

　なにかが一つ違えば、自分もこうなっていただろうか？

　たった一人で震ふるえ、愛情に飢うえて、ひたすらに求めて。

　大切なことを何一つ知りもしない、壊れたモノに。

「わたしは、あなたとは違います……！　違わなきゃいけないと、ある人に教えられた！　本当にほしいなら、戦わなきゃいけないんです。誰だれにも恥はじることのないよう、自分で作らなきゃいけないんです！　与あたえられるのをただ待って、都合の悪いものは壊そうとする、あなたのようなモノにだけは絶対にならない!!」

「お前……ッ！」

　マリーが怨えん嗟さの呻うめきを漏もらし、首を絞める手に力を入れる。

　喉のどが激しく軋きしむ音がした。マリーが本気になれば、アニスの細い首など一いつ瞬しゆんでねじ切ってしまえるだろう。




「────マリー！　なにをやっているのですかッ!?」




　扉とびらのほうから飛んだ怒ど号ごうが、間かん一いつ髪ぱつでその凶きよう行こうを止めた。

　マリーは大きく肩かたを震わせて跳とびすさる。

　気管が解放され、アニスはケホケホと咳せき込こんだ。

「ガ、ガイスト……」

　マリーがビクビクと見つめた先に、顔面蒼そう白はくのアレンが立っていた。

　彼は足早に部屋に立ち入ると、アニスとマリー、それぞれ交こう互ごに見やる。

　そして理解したように、大きくため息を吐ついた。

「ち、違うんだ、ガイスト！　最初にあいつが────！」

「マリー。外の様子がおかしい。どうやら居場所を勘かん付づかれたようです」

　言い訳するマリーの言葉を遮さえぎったアレンの声は、氷のように冷たかった。

　マリーはそれに怯ひるみつつも、大きく目を見開く。

「あ、ありえないよっ！　ボク、ちゃんと《魔ダ力ス光ク》のジャミングは続けてたもん！」

「ええ。そこは疑っていません。ただ、私が迂う闊かつだった。ジャミングは外部からのものに対してだけでなく…………内側にも施ほどこしておくべきだった」

　低く告げたアレンの言葉で、マリーがハッとして振ふり返る。

　彼女の目に映ったのは────椅子に縛りつけられた黒くろ髪かみの少女。

　アニスは息も絶え絶えになりながら、強い眼まな差ざしを彼らに向けた。

「こいつ……！」

　マリーが激げつ昂こうして迫る。

　だがその前に、アレンが素早く割って入った。

「ガ、ガイストっ！」

「……本当に。迂闊でした。なんだかんだ言いつつも、私は心のどこかで安易に考えていたのかもしれません。君なら、絶対に私を選んでくれると」

　アレンの目は、マリーを見なかった。

　ただ悲しげに、愛する娘むすめへと注がれている。

「アニス。君は、彼を……ヒビキを選ぶのですね」

「……パパ」

　投げかけられる言葉に、アニスも表情を曇くもらせた。

　それでも迷わない。

　真まっ直すぐに見つめ返し、首を横に振る。

「パパは、わたしにとってとても大切な人です。今だってそれは変わらない」

「……ならば────」

「それでも。パパは今のわたしが大切に思う、たくさんのものを傷つけました」

　アニスはハッキリと告げる。

「兄さんだけじゃありません。わたしはこの都市に来て、たくさんのことを知り、たくさんの人たちと出会いました。そして、ここにいたいと思った」

「……アニス」

「パパのことは大切です。だけど同じくらい、この都市にいる人たちのことも大切なんです。わたしは、パパのやり方は間ま違ちがっていると思う。だから……ごめんなさい」

　訣けつ別べつの言葉。悲しさはあっても、後こう悔かいはない。

　アレンは驚き、しかしすぐに目を伏ふせた。

　ただれた顔からは、どこか納なつ得とくしたような感情が読み取れた。

「この七年間。私の知らないところで、君は本当に変わったのですね」

「パパ、わたしは……！」

「いい。言わなくともわかっています。私もあなたが大切だ、アニス。だからこそ……今ここで君と袂たもとを分かつことに、一いつ片ぺんの迷いもない」

　アレンは振り返ると、マリーに向き直った。

「すぐに追っ手が来るでしょう。こうなっては仕方がない、強ごう引いんにでも突とつ破ぱします。マリー、すぐに準備を」

「あ、う……」

「なにを呆ほうけているのですか。私たちは私たちの目的を果たすため、ターゲットを本部まで送り届けなければなりません。失敗は許されませんよ？」

　動どう揺ようするマリーの肩を叩たたき、アレンは扉のほうへ進む。

　その横顔は────どこか不敵に笑っていた。

「それに。もう一人、相手にしてあげなければならない家族がいますしね」







　石造りの小部屋を抜ぬけると、細い小道に出た。

　先頭を行くアレンは警けい戒かいを払はらいながら進む。

　アニスは両手を後ろで縛しばられた状態で、その後に続いた。背後にはマリーがおり、逃にげ場はない。そのマリーはマリーで先ほどから黙だまりこくったままアニスの背中を睨にらんでいた。

「……ここは？」

「都市の真下にある地下水道です。元は《邪神シエイド》から身を潜ひそめるためのシェルターの役割を果たしていたので、迷路のように入り組み、先ほどの小部屋のような空間が無数に存在します。さながら巨きよ大だいなアリの巣といったところでしょうか」

　説明しながら、アレンは角を左に折れる。

　すると、小道から抜けて広い空間に出た。

　とはいえ、やはり地下道なので薄うす暗ぐらい。

　中央で窪くぼみになった水路には地下水が溜たまっており、覗のぞき込むアニスの顔を水面みなもに映し出す。

「皮肉なものですね。あなたと別れたのも、ここと同じような地下道だった」

「…………」

「ひとまず気配はない。このまま進みます。マリー、警戒を怠おこたらずに」

「……わかってるよ」

　幾いくつもの分ぶん岐きになった道を曲がり、休みなく進むこと五分ほど。

　アレンが急に表情を険しくした。

　その足がピタリと止まる。

「ガイスト……？」

「どうやら、うまくおびき出されてしまったようですね。……下ですッ!!」

　咄とつ嗟さに叫さけび、アレンが跳ちよう躍やくする。




　────ピチャリ。




　直後、足元で湿しめった音がした。

　水路からあふれ出すように、地面に張った薄うすい水すい膜まく。

　急激にせり上がったかと思うと、たたずむアニス、そして逃にげ遅おくれたマリーの体を包み込むように大きな水すい泡ほうとなった。

「っ！　これは、スタジアムでボクの邪じや魔まをした聖せい剣けんの────％＆＊っ!?」

「マリー！　くっ！」

　跳んだ勢いで天てん井じように行き着いたアレンは、前方の暗がりを睨む。

「……来る」

　すぐに天井を蹴けり出し、腰こし元もとの聖剣を抜ばつ刀とうしながら跳んだ。

　同時に、暗がりの向こうから弾だん丸がんの如ごとき速度で黒い影かげが飛び出してくる。

　ギィンッ!!

　交差する鋭するどい剣閃。

　アレンは口元をつり上げ、切り結んだその相手に笑いかけた。

「あなたなら。すぐに追いついてくると思いましたよ、ヒビキ！」

　黒い影が、ニッと凶きよう暴ぼうな笑みを向け返す。

　黒髪の少年。その手には鞘さや入りの聖剣が握にぎられている。

　彼────ヒビキは。

　小首を傾かしげ、挑ちよう発はつするように鼻を鳴らした。

「取り返しに来たぜ、アレン？」




　　　　○　　　　●　　　　○




「一人逃のがしましたわ！　ミルド、ヒビキのフォローを！」

「了りよう解かいです！」

　ヒビキがアレンと切り結ぶその背後で、リナが叫び、それに続くミルドが腰元の聖剣を抜き放つ。

「神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン！　概がい念ねん指定『動体ビースト』！　《灼天の炎竜トワイライト・サラマンドラ》《蒼月の氷狼エクリプス・フエンリル》────放射ブラストッッ!!」

　ミルドはリナの前に立つように位置取ると、全力で己おのれの聖剣を解放した。

　逆巻く炎ほのおと、凍いてつく氷が二振りの刀身から発生する。

　それらは各おの々おのに炎の竜りゆうと、氷の狼おおかみの姿を形作った。

　ヒビキの左右から回り込むように、アレンへ襲おそい掛かかる。

「……甘い。《魔ダ力ス光ク》の構築がお粗そ末まつすぎますよ、ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシア」

　抜刀した右手の聖剣でヒビキを抑おさえつつ、左手が滑すべるように動いた。

　腰元にホールドされていた聖剣の鞘をパージ。

　鮮あざやかに振り抜き、襲いくる二匹ひきの獣けものを事もなく討うち払う。

「くぅっ……！」

「古い型式の《神機聖剣エクスカリス》ですね？　元の聖剣がマリーに砕くだかれ、即そく席せきで用意したのでしょうが……その判断は間違いだ。聖剣は己の中に流れる《魔ダ力ス光ク》の制せい御ぎよ装置であり、聖剣使いにとって肉体の一部と同義。慣れないうちに無理に使おうとすれば、このように密度が粗あらくなる」

「はッ。元聖せい剣けん技ぎ師しさまのありがたい講こう釈しやくってか？　だが、偉えらそうに説教してる場合かよッ？」

　ヒビキは右足をグッと持ち上げると、アレンの体を蹴りつけた。

　アレンは咄嗟に左手の鞘でガードする。

　そのまま反動で後退。

　ヒビキは地面を這はうように駆かけて追つい撃げきする。

「《黒霊聖剣エクスレイス》……起動」

　瞬しゆん間かん、アレンの右手から悍おぞましい瘴しよう気きが噴ふき出した。

　あっという間に密閉された地下道に拡ひろがり、その毒気に中あてられたミルドとリナが思わず膝ひざをつく。

　ヒビキも苦しげに表情を歪ゆがめるが、精神力のみで持ちこたえた。

　鞘入りの聖剣を一いつ閃せん。

　アレンも合わせるように瘴気を纏まとった聖剣を振ふり抜く。

　バリバリバリッ!!

　鮮せん烈れつな紫し電でんが周囲の景色を焼き払うように迸ほとばしり、その衝しよう撃げきで地下道が激げき震しんする。

　瘴気の聖剣から流れ込んでくる圧あつ倒とう的な《魔ダ力ス光ク》。

　受け止めた聖剣の鞘がビシビシと音を立ててひび割れる。

「ぐッ……鞘……奔ばしりッ、『流りゆう牙が』ッッ!!」

　ヒビキはアレンの一いち撃げきを弾はじき飛ばし、その場で回転。

　鞘に保持したアレンの多大な《魔ダ力ス光ク》を、そのまま自分の力として打ち付ける。

　だが、アレンは動じる素そ振ぶりすら見せなかった。

　弾き飛ばされながら軽かろやかに身を捻ひねり、左手に持った鞘でヒビキの一撃を受け止める。

「……《虚空無刃ゼロ・キヤンセル》」

　バチィッ!!

　再び迸る紫電と炸さく裂れつ音。

　しかし、先ほどのような鮮烈さはなかった。

　ヒビキが繰くり出した強大な《魔ダ力ス光ク》を纏った一撃は、アレンが受けた鞘により一いつ瞬しゆんでかき消された。

　あまりにあっけなく、易やす々やすと。

「斬きり裂さけ」

　続けざまに下される、淡たん々たんとした命令。

　アレンが握る聖剣から濃こい瘴気があふれ、無数の黒い刃となってヒビキを襲う。

　攻こう撃げきをいなされた直後のヒビキに防ぐ手立てはない。

　咄嗟に背後に跳とんで緊きん急きゆう回かい避ひを試みるも、無常に全身を引き裂かれた。

「がああああああああッ!!」

「ヒビキ！」

「……君は昔から力みすぎだ。これらの技わざは己を無にし、外部から流れ込むすべてと一体になることで、初めて完成形へと行き着く。相手の力と反発し、力押しで弾いているうちは未熟です。覚えておきなさい」
















「……説教はいらねえって……そう言っただろ……！」

　圧倒的すぎた。

　こちらを上回る技量に、加えて聖剣と《邪神シエイド》の力。

　聖剣を解放できない今の自分では────いや、仮に解放できたとしても、勝てるかわからない。

「申し訳ないが、いつまでも君たちと遊んでいる暇ひまはない。剣聖に動かれたら厄やつ介かいなのでね」

　死力を尽つくすヒビキたちに対し、アレンは息を切らす様子さえも見せなかった。

　冷静な眼差しが、ヒビキの背後に向けられる。

「二人を捕とらえている水すい牢ろう……君の聖剣ですか」

　視線で射い貫ぬかれ、啞あ然ぜんとしていたリナが息を吞のむ。

　彼女の両手には十字槍コルセスカが握られていた。水を操あやつる聖剣《泉乙女の銀十字クロイツ・ニヴイア》。彼女から放たれる《魔ダ力ス光ク》を感じ取ったアレンは、素す早ばやく瘴気の聖剣を構える。

「恨うらみはないですが。……すみません」

「…………っ」

　振るわれた剣けん先さきから飛ぶ、漆しつ黒こくの斬ざん撃げき。

　リナは反射的に水路の水を操り、手前に水圧の障しよう壁へきを展開させた。

　だが……。

「────あ」

　彼女の口から、呆ほうけた声が漏もれた。

　ほんの一瞬。一秒とも持たず、水壁が斬撃により真っ二つにされる。

　そのまま無防備に立ちすくむリナに押し寄せた。

「会長！　……概念指定『刃ブレード』────放射ブラストッッ!!」

　ミルドが二本の聖剣から炎と氷を渦うず巻まかせ、盾たてとなるように割り込む。

　しかし、力の差は歴然。

　おそらくは、弾くことも、受け止めることも不可能。

　ミルドの足は震ふるえる。すぐそこに死が見えていた。

　それでも彼女は怯ひるまない。

　気き丈じように聖剣を構え、迫せまりくる斬撃と対たい峙じし────。

「らあああああああああああッ!!」

　直後に響ひびく、裂れつ帛ぱくの咆ほう哮こう。

　構えるミルドの前に、さらに別の影が立ちはだかった。

「ヒビキッ!?」

「っっっ!!」

　ヒビキは鞘入りの聖剣を水平に構え、漆黒の斬撃を受け止める。

　体内に流れ込む多大な《魔ダ力ス光ク》。

　聖せい剣けんも、体も、すべてが軋きしむ。

　だが、そんな中でもヒビキは限界まで集中。

　……己を無にし、すべてを受け入れ、流す。

　その工程を忠実に、一いつ寸すんの狂くるいもなく再現するように。

　────バチィッ!!

　小さな炸裂音。

　ヒビキが聖剣を振り払はらうと同時、漆黒の斬撃が瞬またたく間まに霧む消しようした。

　ミルドとリナは信じられない光景にただ放心する。

「うそ、今の、どうやって……？」

　明らかにまともに受けていい類たぐいのものではなかった。

　事実、それまでのヒビキであれば不可能だっただろう。

　驚おどろく二人を余よ所そに、ヒビキは静かに顔を上げる。

　その視線の先には、穏おだやかに苦く笑しようする男の姿があった。

「まったく。驚きよう愕がくに値あたいする吞み込みの早さだ。君は昔からそうでしたね。私が何十年もかけて磨みがき上げた技術を、端はしから一瞬で吸収していく。……叶かなうならば、もっと腰こしを据すえて教えてあげたかった」

「……答えろ、アレン。テメェの身に何があった？」

「問答をしている時間はないと言ったでしょう」

　ヒビキから目を背そむけたアレンは、自分の背後を見る。

「いつまで拗すねているのですか、マリー。いい加減に力を貸してほしいのですが」

　バアアアアン!!

　次の瞬間、リナの作り出した二つの水牢が派手な音を立てて破は裂れつした。

　中に閉じ込められた灰色髪がみの少女が、ぶすったれた表情でアレンを睨にらむ。

「拗ねてなんかない」

「拗ねているでしょう？　君なら閉じ込められた時点で、すぐに脱だつ出しゆつできたはずです。なにか思うところはあるのでしょうが、本部に戻もどるまで勘かん弁べんしてください」

「そ、そんな……」

　リナがくずおれる。

　常に余よ裕ゆうを持って振る舞まっていた彼女からは、想像もできない姿だった。

　……当たり前か。自分の能力を、すべて上から無力化されたのだから。

　リナの聖剣は明らかな防ぼう御ぎよ特化。敵の動きを拘こう束そくしたり、広こう範はん囲いに守りを展開させることに長たける。その実力も、剣機士スレイプニールに劣おとらぬほどだ。

　だが、彼らの前にはすべてが無意味。

　ミルドもミルドで、戦意喪そう失しつこそしていないものの、顔色が悪い。

　ヒビキは眉まゆをひそめる。

　状じよう況きようは……最悪か。

「ミルド。リナを連れて、地上で待機している他の連中と合流しろ」

「っ。な、なに言ってるのよ!?」

「正直なところ、今の戦力でこいつらを止めるのは無理だ。地上の奴やつらにもそう伝えて、すぐに避ひ難なんさせろ。お前らの力はちゃんと受け取った。あとは────俺の戦いだよ」

　なにか言いたげにするミルドから目を背け、ヒビキは前に向き直る。

　アレンは聖剣を構え、少し心苦しそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「あくまで立ちはだかりますか」

「ッ。ダ、ダメです、兄さん！」

　そのとき、水牢から解放されてケホケホと咳せき込こんでいたアニスが叫さけぶ。

　ヒビキはアレンの背中越ごしに妹を見やり、そして不敵に笑った。

「うるせえ。お前の意見は却きやつ下かだ」

「兄さん……！」

「関係ねえんだよ、お前の心配も、アレンの考えも。俺は俺の意思に従う。それが正義だろうが悪だろうがどうでもいい」

　ヒビキはゆっくりと鞘さや入りの聖剣を持ち上げ、その切っ先をアレンに向けた。

「だから倒たおすぜ、あんたを。過去も思い出も、すべてぶった斬ぎってな」

「面おも白しろい。それでこそ私の見込んだ君ですよ！」

　アレンが叫び、聖剣に瘴気を渦巻かせる。

　背後のマリーも抜ばつ刀とうし、臨戦態勢を取った。

　ヒビキは構え、地面を蹴けり出そうと足に力を込こめ────。




「────ごほっ!?」




　唐とう突とつに。

　アレンが吐と血けつした。

「パパ!?」

「ガイスト！」

　アニスが悲鳴を上げ、マリーが即そく座ざに駆かけ寄よる。

　ヒビキも驚きで目を見開いた。

　地面に跪ひざまずき、激しく咳き込みながらうずくまるアレン。

　ビチャビチャと。彼の口からこぼれる生々しい朱しゆが足元を染めた。

「ごほっごほっ……さすがに、暴れすぎましたか……！」

「アレン、お前……」

「滑こつ稽けいでしょう？　これが、今の私。現世に未練を残し、綻ほころびだらけの亡ぼう霊れいとなってまでこの地を彷徨さまよい続ける『ガイスト』。我ながら……情けない」

　ヒビキの目から見ても、彼がどんな状態なのかは明白だった。

　……体内に流れる《魔ダ力ス光ク》が激しく乱れている。

　あふれだす瘴気、《邪神シエイド》の穢けがれた《魔ダ力ス光ク》に肉体がついていけていない。

　通常の人間ならばこの時点で体が崩ほう壊かいしてもおかしくないはずだ。こうして彼が生きているのが、むしろ不思議なくらいだった。

「身に余る力は……いずれ己おのれを滅ほろぼす」

「パパ！　もうやめてください！　こんなになってまで……もう……！」

「だけどね、ヒビキ、アニス。私も私で、君たちと同じくワガママなのですよ。このまま死ぬには納なつ得とくがいかない。まだ、死ねない」

　アレンの目は生気を失っていた。

　死に体。そんな言葉がしっくりきてしまうほどに。

　それでも彼は立ち上がり、不安げに寄り添そう灰色髪の少女を見下ろす。

「ガイスト、死んじゃイヤだ！」

「ははっ。私はまだ死にませんよ、マリー。いずれは避さけられない運命だとしても、今はまだ。……ただ、これ以上の戦せん闘とう継けい続ぞくは不可能のようだ。当初の予定通り、都市外への脱出に専念しましょう」

　息も絶え絶えに告げるアレンに、マリーも反論しなかった。

　彼女は聖剣の切っ先を地下道の天てん井じようへ向けると、夥おびただしい量の瘴気を発生させる。

　恐おそるべき波動。

　ヒビキの脳のう裏りに、スタジアムを崩壊させたあの惨さん劇げきが再生される。

「ミルド、リナ！　すぐにここから脱出するぞ！」

　叫び、ヒビキは踵きびすを返した。

　呆ぼう然ぜんとする二人の手を摑つかみ、全力で地下道を走る。

「────『滅ビノ黒』」

　マリーの口から紡つむがれる、感情が抜ぬけ落ちたような囁ささやき。

　突とつ如じよ、彼女を中心として漆しつ黒こくの柱が立ち上った。

　柱は地下道の天井を穿うがち、激しく震え、崩ほう落らくする。

「兄さん！」

「アニス！　すぐに行く！　だから、待ってろ！」

　崩くずれ落ちる瓦が解かいの音に遮さえぎられながらも、ヒビキはアニスにそう叫び返す。

　……そして、その直後。

　上方から無数の瓦が礫れきが降り注ぎ、なにも見えなくなった。




　　　　○　　　　●　　　　○




　上空に、濃こい夜よ闇やみが漂ただよっていた。

　切れ間のない雲のせいで、月明りさえ差し込まない。居住区や商業区にも人の活気はなく、都市はさながらゴーストタウンのような不気味さを醸かもしだしている。

　────PM 8：30

　第五神装都市、商業区の片かた隅すみにて。

　夜闇に紛まぎれるように、三十ほどの人ひと影かげがあった。

　彼らが纏まとうのはオレイアス聖徒学院の制服。

　年とし頃ごろもほとんどが十代半ばと若い。

　彼らは一様に腰こし元もとに聖剣を帯び、緊きん張ちようの面おも持もちで待機していた。

　その視線は────足元にある地下通路口のハッチに注がれている。

「……おい、トルス。あの悪女からの連れん絡らくはまだ入らねえのかよ」

「悪女って……会長のことですか？　いえ、今のところはなにも」

　痺しびれを切らしたように苛いら々いらと口を開いたのは、パーカーを羽織る少女。

　イオは肩かたを竦すくめて、シェリーにそう返した。

「どのみち、私たちが行っても足あし手で纏まといにしかなりません。言われた通り、ヒビキたちを信じて大人しく待ちましょう」

「ああッ？　なんだテメェ、アタシが役立たずだって言いたいのか!?」

「そ、そういうわけでは。ほら、地下は狭せまくて大人数じゃ動き辛づらいですし……」

　ささくれ立つシェリーをなんとか宥なだめながら、イオは小さく嘆たん息そくする。

　……ヒビキたちが地下に潜もぐり、すでに三十分以上が経過していた。

　アニスが捕とらえられている場所を摑み、救出に乗り出そうと動いたのが二時間前ほど。

　ヒビキは一人で行くと言ったが、そこはミルドをはじめとする周囲の者が反対した。もちろん、イオもその一人だ。

　話し合いの結果、実力ともに申し分のないミルドとリナが、ヒビキの同行。

　残りの戦える者は外で待機し、敵を逃のがした場合に足止めをする────というような役割分担で決まった。

　欲よくを言えば都市側にも協力をあおぎたかったが、ほとんどの剣機士スレイプニールが重傷を負ったことで人員不足。都市警備も居住区や中ちゆう枢すう区の防衛で手て一いつ杯ぱいである。

　まあもっとも、そのおかげで、自分たちが勝手な行動をしても彼らの目に留まりにくいという利点はあったが……。

　イオとしては覚かく悟ごを決めたものの、やはり不安もあった。

　果たして、学生である自分たちの手に負える相手なのだろうか？

　アニスを助けられる可能性はどのくらいあるのか？

　そんなネガティブな思考ばかりが巡めぐってしまう。

（くそ……こんなことではダメだな）

　ヒビキもミルドも、自分などより遥はるかに危険な立場に身を置いて戦っている。

　そう思うことで、イオは不安で浮うき足あし立だつ気持ちを鎮しずめた。

　二人が地下に消えてから、四十分が経過しようとしている。

　そろそろ何かしらの動きがあるはず。イオは改めて気を引き締しめ直した。

　そのとき。

「……なんだ？」

「おい、地面が揺ゆれてるぞ？」

「地下でなにか起こっているのかッ？」

　待機する学生たちが、急に騒さわぎ始めた。

　イオもハッとして足元を見る。

　伝わってくる震しん動どう。どんどんと激しさを増し、まともに立っていられなくなる。

　イオは直感的に青ざめた。

　来る。なにかが、こちらに向かって真まっ直すぐに。

「おい、トルス！　こりゃ……!?」

「みなさん、下がってください！　ここにいると危険です！」

　イオの呼びかけで、学生たちが慌あわてて退たい避ひを始めた。

　それと合わせるように地面が大きくひび割れる。

　全員の避難が完かん了りようしたことを確かく認にんし、イオもその場から離はなれるように全力で走った。

　足元から迫せまってくる死の導火線。そのようなイメージが浮かび心臓が縮み上がる。

「トルス！　こっちだ、早くしろッ!!」

「っっっ!!」

　前方で叫さけぶシェリーたちのもとに飛び込むように、イオは強く地を蹴って身を投げ出した。

　直後。




　ドゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッッッ!!




　分厚い地じ盤ばんを突つき破って、真っ黒な火柱が立ち上る。

　火柱はそのまま天を衝つき、停てい滞たいする雲を散り散りに吹ふき飛ばした。

　衝しよう撃げきの余波を受けてイオの体は吹き飛び、頭からシェリーの胸むな元もとに突っ込む。

「ひゃあっ!?」

「おぶぅッ!?」

　自身も激しく吹き付ける衝撃に耐たえていたシェリーは、飛んできたイオとまともに衝しよう突とつして地面を転がる。

　ひどく目が回った。

　それでもなんとか立ち上がり、倒たおれ伏ふすシェリーを助け起こす。

「シェリー先せん輩ぱい、無事ですかッ？」

「だ、誰だれのせいで無事じゃないと思って────ッッッ!?」

　文句を言いかけたシェリーが息を吞のみ、イオの背後を見る。

　イオもすぐに振ふり返った。

　呆然と尻しり餅もちをつく学生たち。

　その中心に……直径二十メートルはあろうかという大穴が開いていた。

　穴の奥からは呼吸さえ苦しくなるほどの重圧と、濃い《魔ダ力ス光ク》が漂ってくる。その毒気に中あてられ、気を失う者も少なからずいた。

　ただの一いつ般ぱん生徒であるイオがなんとか意識を保っていられたのは、以前にも同じような感覚を間近で味わったことがあったからだ。

「《邪神シエイド》……!?」

　バサァッ!!

　イオの呟つぶやきと同時、穴の中から漆黒の翼つばさがはためいた。

　それは一見すると、天使のようにも思えた。

　だが、天使と評するには、あまりにも邪じや悪あく。

　真っ黒な翼を生やした、灰色髪がみの堕天使。彼女は両手に白はく髪はつの男性を抱かかえ、鬼き気き迫せまる表情で周囲を見み渡わたす。

　そして、その背部。

　翼とは別に、真っ黒な触しよく手しゆのようなものがヌルリと伸のびている。

　伸びた触手の先せん端たんには、ぐったりとうなだれる黒くろ髪かみの少女が巻き取られていた。

「アニス────!!」

　イオが身を乗り出した直後、灰色髪の少女の双そう翼よくが大きく羽ばたいた。

　多大な風圧が発生し、学生たちが悲鳴をあげて紙かみ屑くずのように吹き飛ばされる。

　イオの体も浮きかけたが、飛ばされる寸前のところでパシッと腕うでを摑まれた。

「シェリー先輩ッ!?」

「……ボンヤリ、してんじゃ、ねえッ!!」

　風圧に耐えながら苦しげに奥歯を嚙かむシェリー。

　彼女の右手はイオの腕を摑み、左手は近くにあった街灯の鉄柱を摑んでいた。

　イオはシェリーに引っ張ってもらい、なんとか自分も鉄柱にしがみつく。

　そうこうしているうちに、アニスを捕えている灰色髪の少女がその場から飛び去る。

　向かった先は、都市を覆おおう外がい壁へきがある方角。

　発生していた風圧が収まり、シェリーと共にゼィゼィと息を切らしながら、イオは急いで少女が飛び去った方角をあおいだ。

「まずい、このままでは逃にげられて────」

　────ガァンッ!!

　イオの声を遮り、金属を殴なぐりつけるような大きな音が響ひびいた。

　音の下方向に振り返ると、地下道に通じるハッチが開かれていた。

「ミ、ミルド!?　それに、ヒビキと会長も！」

　ハッチの中から這はい出してきたのは、肩で息をする見慣れた顔の友人。

　その後ろから、栗くり色いろ髪の少女を肩に担かついだ少年も現れた。

　イオはすぐに彼らのもとへ駆かけ寄る。

「三人とも、無事かッ!?」

「な、なんとかね。でも、会長が瓦礫の崩落を止めるために力を行使しすぎて……」

　イオはハッとする。

　ヒビキに担がれたリナは、目を閉じたままピクリとも動かなかった。

「まさか……!?」

「心配すんな。気を失ってるだけだ」

　青ざめるイオに、ヒビキは呻うめくように告げる。

　彼自身も相当に疲ひ弊へいしているようだった。全身が切り刻まれたように裂れつ傷しようを負い、さらに以前に受けていた傷も開いて夥おびただしい量の出血をしている。

「イオ、二人を頼たのむ」

「な……ッ!?　ヒビキ、お前は!?」

「あいつらを追う。ここで逃がしたら、協力してくれたお前らに下げる頭もねえ」

　気絶したリナをイオに預けたヒビキは、よろよろと外壁のほうへと足を向ける。

　満まん身しん創そう痍い。すでに歩くのさえ辛つらそうに見える。

「無理だ！　その傷では……！」

「行くしかねえんだよ。すぐに行くって、言っちまったからな。……ぐっ」

　不敵に答えるヒビキだが、直後に大きくよろめいて膝ひざをつく。

　やはり無理があった。

　仮に彼がここで動いたとして、逃げた犯罪者たちに追いつけるわけがない。

　止めなければ。友人として。

　そう思い、イオが口を開きかけたところで。

　────ヒュッ。

　なにかがイオの頰ほおを後ろから掠かすめた。

　飛んできた小さな物体。ヒビキは反射的にそれを片手で受け止める。

「……これは」

「アタシの愛車のキーだ。いざってときのために持ってきた。すぐそこの裏路地に停とめてあるから好きに使え」

「シェリー先輩!?」

　イオは信じられない思いで振り返った。

　キーを投げてよこしたシェリーは、仏ぶつ頂ちよう面づらでそっぽを向く。

「ただし、壊こわしたら承知しねえ。あと、そこでだらしなく気ぃ失ってる悪女には黙だまっとけよ。バイク乗り回してるなんて知れたら没ぼつ収しゆうされちまう」

「…………はッ。言わねえよ」

　ヒビキはニッと笑い、身を起こした。

「さんきゅ、センパイ。恩に着る」

「うるせえ。さっさと行ってくたばってこいクソ黒髪」

　短い言葉を交かわし、ヒビキは歩き始める。

　理解ができなかった。無理をするヒビキもそれを許容するシェリーも。

　イオはグッと拳こぶしを握にぎる。

「やめろ、もう無理だ！　たとえ追いついたところで、今の君では────」

「そうね。今のあんたじゃ無理だわ」

　スッと。華きや奢しやな影かげがイオの前に割り込んだ。

　ミルドは眉まゆをひそめ、ヒビキの背中を睨にらむ。

「だから。あたしも一いつ緒しよに行く」

「ミルドッ!?」

「イオ。あたしは、ヒビキを絶対に死なせない。そして、アニスちゃんも連れて行かせない。そう決めたの。だから……あたしを信じてよ」

　振り返った友人の強い眼まな差ざしを受けて、イオは思わず言葉を詰つまらせた。

　……ああ、そうか────と。

　すぐに悟さとってしまう。

　自分が思っているほど、彼らの覚かく悟ごは安くないのだ。

　眩まぶしすぎる。自分には理解できないし、真ま似ねすることもできない。

　だけど、せめて……。

「……わかった」

「ありがとう、イオ」

「でも、絶対に帰って来い。アニスを含ふくめて三人無事にだ。でないと……私はお前と、絶交する」

　子供のような文句になってしまった。

　それでも、ミルドは真しん剣けんな面持ちでうなずいてくれる。

「当たり前よ！」

　叫んだミルドは、大おお股またでヒビキに歩み寄る。

　そして、肩かたを貸すように彼の腕を自分の首に回した。

「……おい」

「何を言っても無む駄だよ。あたしはあたしで決めたんだから。諦あきらめなさい」

「チッ。頑がん固こだな」

「あんたたち兄妹きようだいには言われたくないわよ」

　憎にくまれ口ぐちを叩たたき合いながらも、二人は互たがいを支え合うように進む。

　その後ろ姿を見送るイオの隣となりに、シェリーが近寄ってきた。

「いいのかよ、行かせちまって」

「積極的に手を貸した先輩が言うんですか」

「アタシは。べつに、あいつらがくたばろうがどうでもいい」

「……素す直なおじゃないですね」

　イオは苦笑いで肩を竦すくめる。

　不安はあった。だが、それも含めて納なつ得とくする。

「私にはあの二人のような力も、覚悟もないですけど。友人として信じて待つ。そのくらいなら、できますから」

　たとえ形は違ちがったとしても。

　そのときになって初めて、イオも自分が本当の意味での覚悟を決められたような気がした。




　　　　○　　　　●　　　　○




　裏路地に回ると、シェリーが言っていた通りに一台のオートバイが停めてあった。

　スタンドを払はらい、座席にまたがる。キーを入れると、すぐに内蔵されていた《魔ダ力ス光ク》シリンダーが起動し、エンジンがかかった。

　ミルドも後部座席に飛び乗り、ヒビキの腰こしに手を回す。

　むぎゅっと。心ここ地ちよい感かん触しよくが背中に押し付けられたが、今は考えないことにする。

「ヒビキ、早く！」

「ん。わーってるよ」

　目を細め、ヒビキは視線を巡めぐらせる。

　その明らかに不ふ穏おんな挙動に、ミルドはサァッと青ざめた。

「ね、ねえ。一つだけ確かく認にんしたいんだけど」

「ん。なんだ」

「あんた……運転できるの？」

　恐おそる恐ると訊たずねたミルドに、ヒビキはニヤリと笑って横目を送った。

「知ってるか、ミルド。大体のことは勘かんでなんとかなるんだぜ？」

　ミルドの顔が、真っ青を通り越こして真っ白になった。

「ちょ、待ちなさい────きゃあああああああああああっ!!」

　けたたましいエンジン音と悲鳴を響かせて。

　急発進したオートバイが裏路地から飛び出した。

「ま、まえ、ぶつか────にゃああっ!?」

「うっせえな。集中力が途と切ぎれるから騒さわぐなよ」

「ヒ、ヒヒヒヒヒヒビキィィィィィィィィッ!!」

　かなり危あやうい動きで加速しながら、ヒビキはハンドルを切って街中を突つっ切きっていく。

　風を切り、スピードを上げるたび、後ろから抱だきついているミルドの腕うでに力がこもった。腹部はギリギリと締しめつけられるわ、背中にはこれでもかと柔やわらかい感触が押しつけられるわで、苦しめばいいのか喜べばいいのかわからない。

　商業区を抜ぬけ、広い道路に出た。

　この道をひたすら真まっ直すぐにいくと、都市の西口ターミナル────外地へと続くゲートに行き着く。

　アレンたちが逃げるとすれば、この方角が濃のう厚こうだろう。

　そして、その読み通り。

　後ろでビクビクしていたミルドが、急にハッとして顔を上げた。

「ヒビキ、前ッ！」

「……ああ」

　ヒビキも確認できていた。

　高度十五メートルほどの高さで、黒い物体が前方を飛行していた。

　両手に抱かかえたアレンの容よう体だいを気き遣づかってか、マリーの飛行速度はそれほどでもなかった。背から伸のびる触しよく手しゆのような先せん端たんには、アニスの姿もしっかりと確認できる。

「行くぞ、ミルド」

「うん！」

　ヒビキはアクセルを全開にし、さらに加速した。

　今度はミルドも怖おじ気けづくことはなかった。彼女はすでに戦せん闘とう態勢へと入っている。ヒビキの腰から手を離はなすと、驚おどろくべきバランス感覚を保ったまま、ベルトに帯びた二振りの聖せい剣けんを抜き放った。

　接近するエンジン音に気づいたらしいマリーも、奥歯を嚙かんで振ふり返る。

「お前らああああああ……ッ!!」

「概がい念ねん指定『動体ビースト』！　《灼天の炎竜トワイライト・サラマンドラ》《蒼月の氷狼エクリプス・フエンリル》────最大放射リミツトブラストッッ!!」

　ミルドの握る炎ほのおと氷の聖剣が、根元から分解される。

　粒りゆう子しとなった刀身は互いに混ざり合うようにしながら再構成され、虹こう霓げいの輝かがやきを放つ聖剣へと相成った。

　剣けん先さきを鮮あざやかに振るうと、多大な《魔ダ力ス光ク》があふれ出し、オートバイと並走するように業ごう火かを内包する氷の獣けものが顕けん現げんする。

　獣は大きく咆ほう哮こうすると、鋭するどい爪つめでアスファルトを穿うがちながら、上空のマリーたちに襲おそい掛かかった。

『ガアアアアアアアアァァァァァァァァッ!!』

「ッ……！」

　炎を纏まとう氷の牙きばが、マリーの右側の翼つばさに食らいつく。

　マリーは表情を歪ゆがめつつも、振り払うように急降下で高度を落とした。

　だが、深々と牙を食いこませた獣は執しつ拗ように離れようとしない。

「こいつ、鬱うつ陶とうしいんだよッ！」

　メキメキメキッ！

　マリーが激げつ昂こうすると、背中から別の触手が生えた。

　強きよう靭じんな鞭むちのように薙なぎ払われた触手は、食らいついていた獣を胴どう体たいから真っ二つにする。

『グオオオオオオォォォォォォ……！』

　弱々しく呻うめき、獣がマリーから離れた。

　地上に落下しながらサラサラと粒子状に還かえっていく。

　マリーが少し気を抜いたのも束つかの間。

　空気中に滞たい留りゆうする粒子を突き破り、爆ばく音おんを上げてオートバイが真横につけた。

「しまっ……!?」

　獣を振り払うため、マリーは高度を落としている。

　そしてそれは────こちらの射程範はん囲いに入ったことを意味していた。

「概念指定『刃ブレード』！　────最大放射リミツトブラストォッ!!」

　ダンッ！

　ヒビキの背後で、ミルドが大きく跳ちよう躍やくする。

　虹霓の双そう剣けんを振りかざした彼女は、舞まうように回転しながらマリーに斬きりかかった。

「……マリー！　手を離しなさい！」

「ガイストッ!?」

　即そく座ざに、マリーに抱かれていたアレンが叫さけんだ。

　マリーの手を振り払うと、翼を摑つかんで一気に体を持ち上げる。

　翼の上に飛び乗ったアレンは、上方から飛び込んでくるミルドと切り結んだ。

　接せつ触しよくした互いの聖剣がバチバチと鮮せん烈れつな紫し電でんを迸ほとばしらせる。

「聖剣は解放しないんですね……！」

「ええ。あなたをいなすには充じゆう分ぶんですよ、美しいお嬢じようさん」

　鞘さや入りの聖剣でミルドの聖剣を受けつつ、アレンは不敵に微笑ほほえむ。

　しかし、その顔には血の気がなかった。

　顔半分が焼けただれて醜みにくく歪み、生気すらも感じない彼を、ミルドは苦しげな表情で見つめた。

「アレンさん！　どうしてですか!?　ヒビキもアニスちゃんも、あなたのことを今でも大切だと思ってます！　そんなの、あたしの目から見たってわかる！」

「…………」

「なのに、そんな体になってまで、二人と敵対して……！　そうまでしてあなたがしようとしていることはなんなんですか!?　それは、それほどの価値があることなんですか!?」

「……君には永遠にわかりえないことだよ。平へい穏おんな都市で暮らし、他者から受け入れられることが当たり前にできる、君には」

　バチィッ！

　ミルドから放たれる《魔ダ力ス光ク》が、アレンの聖剣の鞘で受け流された。

　後ろによろめくミルド。

　その隙すきを逃のがさず、アレンは聖剣を振りかぶる。

「…………っ」

　ミルドは身構えるように目をつむる。

　アレンはそんな彼女を見つめながら……フッと微笑んだ。

「……でもね。あの子たちのために真しん剣けんになってくれて、ありがとう」

　振るおうとしていた聖剣を納め、優やさしく肩かたを押す。

　宙に放ほうり出されながら、ミルドは大きく目を剝むいた。

「アレンさん……！」

「《魔ダ力ス光ク》で障しよう壁へきを張って受け身を取りなさい。そうすれば、死なずに済む」

　そう言って、背を向けるアレン。

　だが、それで終わりではなかった。

「ガイストッ！」

　直後、マリーが叫ぶ。

　前方。都市外へと続く外がい壁へきが、数百メートルともしない位置に見えている。

　しかし、その視界上に割り込むものがあった。

　マリーを追い抜かすように加速したオートバイ。

　前方につけると、振り返った黒くろ髪かみの少年が薄うすく笑った。

　アレンは息を吞のむ。

「マリー、回かい避ひ行動をッ！」

「わりぃな、不良娘むすめ。弁べん償しようは、たぶん十年がかりぐらいでしてやる」

　ガキンッ！

　瞬しゆん間かん、腰こし元もとから抜いたヒビキの鞘入りの聖剣が、地面を強く穿った。

　オートバイの車体が反動で大きく浮うき上がる。飛んでいたマリーは咄とつ嗟さに避よけることもできず、宙に浮いた鉄の塊かたまりにそのまま突っ込むしかなかった。

「────《黒霊聖剣エクスレイス》、起動!!」

　アレンが鞘から自身の聖剣を抜く。

　あふれ出した瘴しよう気きに体を蝕むしばまれ、口の端はしから血を流しながら、彼はオートバイを両断した。衝しよう突とつは寸前で回避される。

　だが。

　切り払ったオートバイの上を行くように、ヒラリと跳とぶ人ひと影かげがあった。

　アレンは苦々しい表情で頭上を見上げる。

「ヒビキ……！」

「俺の勝ちだぜ、アレン？」

　その瞬間、背後から炸さく裂れつ音。

　ハッとして振り返ると、宙に投げ出されていたはずの少女がこちらに肉にく迫はくしていた。

　ミルドの手には二振りの聖剣。剣先を自分の背後に向け、《魔ダ力ス光ク》を全力で放出しながら、ロケットのように突っ込んでくる。

「はああああああっ！」

　迂う闊かつ。アレンが己おのれの甘さを後こう悔かいしたときには遅おそい。

　ミルドがマリーの背から伸びる触手を切り飛ばす。

　囚とらわれていたアニスと、そこで力ちから尽つきたミルドが、重力に任せて落下する。

　その寸前で……前方から跳んだヒビキが、二人の体をキャッチした。

　同時に、足裏に最大出力で《魔ダ力ス光ク》を展開。

　地じ響ひびきと激しい砂すな埃ぼこりを上げながら、着地する。

「はぁッ……はぁッ……！」

　だが、鮮やかな着地とはいかなかった。

　傷ついた全身に鋭い激痛が走る。ヒビキは二人の少女を抱いたまま、呼吸を乱して膝ひざをついた。

　ミルドは……気を失っている。

　彼女も彼女で無茶をしていた。急いで様子を見て、ただ意識を失っているだけだと確かく認にんし、ヒビキはホッと安あん堵どする。

　そして、もう一人。

　彼女は逆に、先ほどの衝しよう撃げきで目を覚ました。

　腕うでの中でもぞもぞと動き、つぶらな双そう眸ぼうがぼんやりと見上げてくる。

「……にい……さん？」

「よお、アニス。約束、ちゃんと守ったぜ？」

　不敵に笑いかけてやると、アニスは意識の混こん濁だくから覚めたようにハッと息を吐はいた。

　すぐに顔がくしゃっと歪み、目め尻じりに大おお粒つぶの涙なみだが溜たまる。

「はい、遅いです……！」

「無茶言うなアホ。これでも自分の中では最速だ」

「言い訳は無用です！　シスコンのくせにノロノロとしていた兄さんには、罰ばつとして妹に最新機種の電化製品を買い与あたえる刑けいに処します！」

「……勘かん弁べんしてくれ。ただでさえバイクぶっ壊こわして財さい布ふやべえっつーの」

　胸むな元もとに顔を埋うずめて憎にくまれ口を叩たたくアニスに、ヒビキは苦笑いで肩を竦すくめた。

　直じかに感じる温かみ。

　……今度こそ失わずに、取り返せたもの。

　それを嚙かみしめながらも、ヒビキはアニスから体を離はなした。

　アニスも涙で目を腫はらしながら、クッと下した唇くちびるを嚙んで顔を上げる。

「兄さん……」

「ん。そうだな」

　なにか言いたげなアニスに応じるように、ヒビキは立ち上がった。

　振ふり返った、その視線の先。

　破は壊かいされたオートバイからくすぶる爆ばく炎えんの奥で、都市のゲート前にたたずむ二つの人影を見る。

「────アレン」

　彼の名を。

　もう二度と呼びかけることはないと思っていた名を、嚙みしめるようにつぶやく。

「…………」

　全身をローブで覆おおい隠かくし、醜い風ふう貌ぼうになった養父は、ただ黙もくしてこちらを見つめていた。

　ヒビキは視線を外さないまま、数歩だけ前に出る。

　マリーが身構えたが、それをすかさずアレンが手で制した。

「ヒビキ。どうしても……私と来てはくれないのですね」

「そりゃこっちのセリフだ」

　ヒビキはアレンを見つめ返す。

「アレン。アイギールは、あんたのことを悔くやんでる。あんたを始末するよう命令したのが自分だと思われてるんじゃないかと。あんたに勘かん違ちがいされてるんじゃないかと恐おそれていた」

「…………」

「俺とアニスの存在を認めない奴やつは多くいる。だが、あんたもわかったろ？　この世界には、そんな奴らばっかじゃないって」

　黙するアレンに、ヒビキはスッと手を伸のばした。

「俺は、この場所で、戦う。逃にげて、壊して、殺して。そんなのはもう七年前のあのときだけで充分だ。そんなことをしても、手元には結局なにも残らなかった」

　だから────と。

　ヒビキは過去を振り払はらうように、力強く告げた。

「あんたも。こっちにきて戦え。世界からも、アイギールからも、逃げてんじゃねえ」

　アレンは少し驚おどろいたように目も見開いた。

　そして、すぐになにかを悟さとったように静かに目を伏ふせる。

「……本当に。子供の成長とは早いものですね」

「アレンッ！」

「最初は。アニスと、あわよくばあなたをこちらへ引き込むつもりだった。私ならば引き込めると思っていました。しかし、逆にあなたに手を差し伸べられるとは、考えもしませんでしたよ」

　言いながら、アレンは背を向ける。

「マリー。行きますよ」

「っ！　ガイストッ!?」

「外壁から女神アイギールの《魔ダ力ス光ク》の反応が消えました。おそらくは、私たちを逃がして都市の安全を優先すると決断したのでしょう。ターゲットの捕ほ縛ばく失敗は手痛いですが、第五神装都市を壊かい滅めつさせたことで我々の脅きよう威いと存在を改めて世界に知らしめることはできた。今回は、それでよしとしましょう」

「おい！　話は終わってねえぞ、アレン！」

「パパっ！」

　叫さけぶヒビキの隣となりに、アニスが駆かけ寄って呼びかける。

　それでもアレンは振り返らなかった。

「……ヒビキ、アニス。今日のことで、五つの神装都市は本格的に我々の対処へ乗り出すでしょう。おそらく、戦争が始まります。七年前の大戦と同等か、それ以上の、大きな争いが」

「「…………っ!?」」

「私は、世界を許さない。そしていずれ、あなたたちの心もこの手に引き寄せてみせる」

　穏おだやかに、しかし断固とした意思が、彼の声には込こめられていた。

　言葉を吞む二人を横目で振り返り、彼は笑えみを浮かべる。

　七年前に向けてくれたのと、まったく変わらない笑みを。

「それまでは。どうか健すこやかに」

　ザンッ！

　砂すな煙けむりを上げて、アレンとマリーは高く跳んだ。

　分厚い都市の外壁を蹴けり上げ、あっという間に縁へりまで到とう達たつする。

「アレン……！」

「パパ……」

　その背を見送りながら、ヒビキは拳こぶしを握にぎる。

　アニスも、涙をこらえるようにヒビキの手をギュッと握った。

　最後に二人を見下ろしたアレンは、想おもいを振り払うように目を背そむける。

「帰りましょう、マリー。私たちのいるべき場所に」

「…………」

「……マリー？」

　だが、すぐに異変に気づいたように足を止める。

　動きだすアレンの隣で、マリーは地上のヒビキたちをジッと睨にらんでいた。

「……なんでだよ」

　ポツリとつぶやかれた言葉。

　その響ひびきは冷たく、まるで感情がこもっていなかった。

　アレンは怖おぞ気けを感じたように身を震ふるわせ、眉まゆをひそめる。

「マリー……！」

「……どうして……ガイストは……そこまでして、あいつらに甘くするんだ……あいつらはガイストを裏切ったのに……どうして、どうしてッ」

　振り返った彼女の瞳ひとみが、不安定に揺ゆれる。

　その奥で燃えるのは、悲ひ嘆たん、嫉しつ妬と、憎ぞう悪お。

　……そこで、ようやくアレンは己おのれの犯おかした過あやまちに気づいた。

　あのとき、マリーから投げかけられた問いに逃げたこと。

　必死に縋すがってきた彼女から……目を背けてしまったこと。

　その蟠わだかまりは彼女の未熟で壊れかけた心に巣食い、この短時間で瞬またたく間まに膨ふくれ上がり。

　体内の不ふ浄じような《魔ダ力ス光ク》と共鳴して、彼女自身を確実に蝕むしばんでいた。

「ほしい……ほしいよ、ガイスト……どうしたら、ボクに愛をくれる……？　ガイストのために何人殺せば、あいつらみたいに見てくれるの……？」

「ッ！　いけない、マリー！　それ以上《魔ダ力ス光ク》と共鳴しては、君の体が────!!」

「そうだ。あいつらがいるから、ガイストはボクを見ない。だったら、証明してあげるよ。『オリジナル』が消えたって……ボクがいればガイストの願いを叶かなえてあげられる。だから、ボクのことだけを見てよッッ!!」

　マリーの体から、得体の知れない黒炎が噴ふき出した。

「マリー！　くっ……！」

　アレンは咄とつ嗟さに彼女へと手を伸ばしたが、瞬く間に燃え広がるドス黒い炎がそれを拒こばむ。

　炎はマリーの体を包み込むと、さらに勢いを増し、津つ波なみの如ごとき勢いで押し寄せて都市の外がい壁へきを覆った。

　漆しつ黒こくの大火に埋め尽つくされ、マリーとアレンの姿は見えなくなる。

　吹ふきつける凄すさまじい熱波に、ヒビキとアニスは堪たまらず膝ひざをついた。

「パパ……！」

「……チッ。こいつは────」




『────ああああああ……アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァ……[image: びっくりまーく]』




　慟どう哭こくにも似た禍まが々まがしい咆ほう哮こうが、都市全体へと波は及きゆうする。

　燃え広がる黒炎が炸さく裂れつし、その奥から漆黒の物体が上空へと舞まい上がった。

　……それは、形状で言えば少女の姿をしていた。

　だが、それまでの『マリー』とは明らかに様子が異なる。

　全身を包むのは、瘴気を纏まとう漆黒の鎧よろい。

　背から生える双そう翼よくは夜空を覆い隠すほどに肥大化し、まるで花弁のようにヒラヒラと無数の羽が舞い落ちる。

　右みぎ腕うでには、身み丈たけをゆうに超こえる黒くろ塗ぬりの戦せん槍そうが握られていた。

　美しくもあり、同時に禍まが々まがしさを感じさせる邪じや悪あくな意い匠しよう。刃やいばは血のように赤黒く、周囲で燃え盛さかる黒炎をヌラヌラと不気味に反射させていた。

　────黒い女め神がみ。

　そう呼ぶに相応ふさわしい規格外の波動を放ちながら、少女はヒビキに戦槍の先せん端たんを向けた。

　途と端たんに磁場のようなものが発生し、エネルギー状の黒い球体が集束し始める。

「っ────。アニスッ！」

　ヒビキは反射的に叫び、前に出ながら鞘さや入りの聖せい剣けんを構えた。

　突とつ然ぜんのことに放心していたアニスも、ハッとして自身の《魔ダ力ス光ク》を展開。ホログラムのキーボードを操作し、気を失ったミルドを背に庇かばいながら簡易的な防ぼう壁へきを作り出す。

『消えて……ボクの前から、ぜんぶぜんぶッ！』

　少女の喉のどから奏でられる、怨えん嗟さの叫び。

　集束した球状のエネルギー体は周囲の空間を歪ゆがめ、引き裂さきながら、地上に放たれた。

　ヒビキは構えた聖剣で受ける。

「……ぐッ!!」

　接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、立っている空間ごと存在を吞のまれるような感覚に陥おちいる。

　これまで受けてきたどの攻こう撃げきとも、性質が違ちがう。

　単純な出力の問題ではない。

　触ふれるだけで全身を蝕まれ、肉を腐くさらせ、精神まで侵おかされてしまうような。

　瞬間的に押し寄せる、耐たえがたい苦痛。

　ヒビキの意識は飛びかけた。

　膝が折れ、腕うでから力が抜ぬける。

「────兄さん！」

　吞まれる寸前、背後から耳慣れた叫びが響いた。

　沈しずみかけていたヒビキの意識は引き戻もどされる。

「う……おらああああああああああああああああッ!!」

　反発し、振ふり払うように、聖剣を一いつ閃せん。

　押し寄せてきた漆黒が晴れ、ヒビキはようやく現実の感覚を取り戻した。

「はぁはぁ……ッ!!」

　息を乱しながら睨むその先で、黒い女神が舞い降おりる。

　彼女の頭上では闇やみ色の雲が渦うず巻まき、空を覆おおい隠かくす。

　もはや天災レベルの《魔ダ力ス光ク》の乱れだった。元来が《魔ダ力ス光ク》を動力として起動する神装都市は、内在するエネルギーをかき乱され、軋きしむように地じ盤ばんが震しん動どうし始める。

　このままでは……数時間としないうちに都市そのものが崩ほう壊かいする。

　ヒビキは小さく舌打ちをし、よろめきながらも立ち上がった。

　すでに満まん身しん創そう痍い。まともに動くことすらもままならない。

　だが、止めなければならなかった。

　都市を守るため。そして、自分たちがここにあり続けるため。

　人間の枠わく組ぐみを外れてしまった《邪神シエイド》の少女と、ヒビキは対たい峙じする。

「……アニス」

　小さく呼びかけると、すぐに背後のアニスがピクンと反応を示した。

　彼女は眉をひそめ、首を横に振る。

「逃にげろと。そう言っても無む駄だですよ？」

「……お前な」

「どのみち、あれを止めなければ都市が壊こわれます。あの黒い炎ほのおに吞まれてしまったパパのことも、助け出さなければいけません」

　アニスの声は落ち着いていた。

　恐きよう怖ふや不安はあるはずだ。

　しかし、それを感じさせない毅き然ぜんとした面おも持もちで彼女は立ち上がる。

「足あし手で纏まといにはなりません。だから兄さん。わたしも一いつ緒しよに戦わせてください。この場所を守るため。なにより、兄さんのことを守るために！」

「……はッ。言うようになったじゃねえか」

　ヒビキは思わず苦く笑しようする。

　……ミルドもアニスも。すでに守られるだけの弱い人間じゃなかった。

　だからこそ、ヒビキはそれ以上なにも言わない。

　むしろ、頼たのもしくさえ思う。

「わかった。背中は任せるぞ、アニス！」

「はい！　絶対に守り抜いてみせます！」

　都市外から訪れた異い邦ほうの兄妹きようだいは今。

　自分たちの居場所を守るため、剣を抜いた。







　　　第七章　　一人じゃないから




　眼前のマリーがおもむろに右腕を持ち上げる。

　その手に握にぎられた黒塗りの戦槍に《魔ダ力ス光ク》が集つどい。

　瞬間、上空に渦巻く雲が鋭するどい光を放った。




　────落らく雷らい。




　周囲の景色を埋うめ尽くす閃せん光こう。

　そして地を震わせる轟ごう音おんと共に、戦槍の先端に雷かみなりが落ちる。

　骨の一いつ片ぺんに至るまで焼き焦こがしてしまいそうなその衝しよう撃げきに、マリーはあくまで平然としていた。逆に、落雷のエネルギーを取り込み、戦槍がバチバチと激しく爆はぜ始める。

　ヒビキは横から回り込むようにステップを踏ふみつつ、目を細めた。

「天災そのものを操あやつるかよ。冗じよう談だん抜きに神が如き所業……ってやつだな」

『焼け落ちろ……！』

　ヒビキの視界を、戦槍から放たれたフラッシュが焼いた。

　音さえも置き去りにして稲いな妻ずまが襲おそいくる。

「障しよう壁へきパターンＡ構築！　────起動！」

　だが、それを見み越こしていたように、背後のアニスが素す早ばやくキーボードの決定キーを叩たたいた。

　瞬しゆん時じにヒビキの前へホログラムで構成されたブロック体のようなものが出現する。

　飛んだ稲妻と衝しよう突とつし、炸裂。

　受けたダメージでブロック体はボロボロと崩壊するも、マリーからの一いち撃げきを完全に防いでみせる。

　間かん髪はつをいれずに、ヒビキは跳ちよう躍やく。

　崩くずれるブロック体の残ざん骸がいを足場に、マリーの頭上へと躍おどり出る。

『お前らが！　お前らがいるからァッ!!』

　呪じゆ詛そのように吐はき散らかしたマリーが、すかさず戦槍を薙なぎ払はらう。

　その剣閃は先ほどの稲妻よりもさらに迅じん速そく。

　しかし、ヒビキも同時に身構えていた。

「アニス！」

「わかっています！」

　言葉が終わらないうちに、滞たい空くうするヒビキの足元に再びブロック体が出現した。

　それを蹴けり出し、マリーへと直下。

　薙ぎ払われる戦槍を、鞘入りの聖剣で受ける。

「鞘、奔ばしり……！」

　鞘の表面を削けずるように、戦槍の刃が滑すべる。

　ヒビキは落下の加速度を殺さぬままそれを受け流し、同時に流れ込む《魔ダ力ス光ク》の一部を鞘に保持したまま、マリーへと迫せまった。

　マリーは憎にくしみの籠こもった目で、肉にく迫はくしてくるヒビキを睨にらみ据すえる。

『お前らがあああああああああああああッ!!』

「────『流りゆう牙が』!!」

　戦槍の刃を完全に受け流し、ヒビキはマリーの懐ふところへと抜ける。

　同時に、《魔ダ力ス光ク》を保持した聖剣を振るい、返しの技わざとして放った。

　得え物ものを振り抜いた直後のマリーに対処する術すべはない。

　一閃が彼女の胸むな元もとを薙ぎ払い────。

　バリィッ！

　直後、尋じん常じようならざる反発が伝わる。

　ヒビキの体は後ろに吹き飛び、砂すな煙けむりを巻き上げながら激しく地面を転がった。

　一いつ瞬しゆん、なにが起こったのか把は握あくできなかった。

　吹き飛びの反動を殺しつつ地面から跳はね起き、前方を見やる。

　たたずむマリーは────無傷。

　口の中が切れ、濃こい血の味を嚙かみしめながら、ヒビキは舌打ちした。

「《邪神シエイド》が纏まとう《魔ダ力ス光ク》の障壁か……！」

　元来、《魔ダ力ス光ク》を糧かてとして生きる《邪神シエイド》は、無意識にその体表に厚い《魔ダ力ス光ク》の層を帯びる。

　ゆえに通常の武具では太た刀ち打うちできない。アイギールから神機聖剣エクスカリスを賜たまわった聖剣使いたちが、世界を守る剣と称しようされるのもそれが所以ゆえんだ。

　しかし……今のマリーは、その聖剣すら無意識に纏う《魔ダ力ス光ク》で弾はじく。

　ヒビキが視線を下ろすと、接触した鞘の一部がドロリと融ゆう解かいしていた。

　一体、どれほどのエネルギー量があればこのような事態を引き起こせるのか。

　戦せん慄りつを覚えずにはいられない。

「アニス！　まだか!?」

「もう少しです！　持ちこたえてください！」

　叫さけぶヒビキの背後で、アニスがキーボードを高速でタイピングする。

　彼女の周囲に展開されたホログラムのウインドから、無数の情報が流れる。

　それを余すことなく目で追い、アニスは険しい表情で作業に没ぼつ頭とうしていた。

「以前にも増して、セキュリティが向上している……!?　こんなときにまで、あの真っ白女は強ごう情じようなッ！」

　苛いら立だつようにつぶやくアニス。

　彼女が行っているのは女め神がみの聖せい剣けん管理プログラムに対する干かん渉しよう行こう為いだった。聖剣を解放しなければ、ヒビキがマリーとまともにやり合えないのは明白である。

　だが、それを悠ゆう長ちように待っていられる時間もあまりない。

『消えろ。消えろ消えろ消えろ消えろ消えろ消えろ消えろ消えろ消えろ消えろ消えろ消えろ消えろ消えろ消えろ消えろおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!』

　マリーが戦せん槍そうで足元の地盤を穿うがつ。

　そこを中心にして大きな亀き裂れつが走り、勢いよく水流が噴ふき出した。

　水流は水柱となって天にのぼり、マリーの頭上にうねるように集束する。

　そのまま巨きよ大だいな大だい蛇じやの姿を形作り、一直線にヒビキたちへと降り注いだ。

「マジで天変地異かよ、チクショウ！」

　ヒビキはアニスの盾たてとなるように聖剣を構えた。

　────しかし。

『溺おぼれろ、燃えろ、灰になれぇッッ!!』

　叫んだマリーから《魔ダ力ス光ク》が噴ふん出しゆつ。

　すると、外がい壁へきを焼いていた黒い炎が津つ波なみのようにこちらへ押し寄せてきた。

　それだけではない。

　上空の雲から稲いな光びかりが迸ほとばしり、真下にいた水みず蛇へびに落雷して、激しい電でん撃げきを帯びる。

「に、兄さん！」

「チッ……!!」

　頭上から押し寄せる電撃を纏う水流。

　そして、津波の如ごとき勢いで押し寄せてくる炎の波。

　その質量と規模、とても防ぎきれるものではない。

「アニス、頭を下げろ！　なんとか上方に逸そらして────！」




「────やれやれ。無様な姿をさらしてくれますね、『無ゼ刃ロ』」




　……その場の空間が、絶対零れい度どの冷気に包まれた。

　頭上から迫る水流、地を滑すべる黒炎さえもが、一瞬のうちに凍こおり付く。

　肌はだを刺さし貫つらぬくような鋭い冷気に、ヒビキとアニスはハッとして振ふり返る。

「シュラーク＝アグネヴァリア……!?」

「…………」

　一面に広がる銀河世界。

　その中心にたたずむように────。

　一人の男が、冷れい徹てつな眼まな差ざしをこちらへ向けていた。




　　　　○　　　　●　　　　○




「……なにしに来やがった、クソデコ」

「おや。助けてやったというのに随ずい分ぶんな口の利きき方だ。わかってはいましたが、最低限の礼れい儀ぎさえも弁わきまえていないらしい」

　ツカツカと靴くつ音おとを鳴り響ひびかせ、オールバックの男が進み出てくる。

　男が一歩を踏むたび地面から霜しもが発生し、周囲の温度をさらに奪うばっていく。

　アニスは低温に耐たえかねるように表情を歪ゆがめ、苦しげに息を吐いていた。

　その吐と息いきさえも、空気に触ふれた端はしから氷の結けつ晶しようとなって凍る。

　……周囲の人間に対する配はい慮りよなどまるで見られない。

　ヒビキは聖剣の柄つかに手を掛かけ、涼すずしい顔でこちらを見み据すえるシュラークに殺気を放つ。

「今すぐに聖剣を解除しろ。じゃないと俺たちへの攻こう撃げきと見なしてテメェを斬きる」

「くだらない。この程度の冷気で膝ひざをつくならば、初めから都市を守る戦力としての存在価値などない。いっそのこと、ここで死ぬべきでは？」

「ハッ！　相変わらずのクソ野や郎ろうだなテメェは！」

「っ！　に、兄さん！」

　地を蹴り、駆かけだすヒビキ。

　それに応じるように、シュラークも手のひらに冷気を集束させ、氷の剣を形作った。

　突とつ発ぱつ的な二人の行動に、アニスは息を吞のむ。




　ガキィンッ！




　打ち鳴らされる剣けん戟げき。

　互たがいの剣が眼前の敵を刺し貫く────ことはなく。

　その横を通過し、互いの背後に迫っていたモノを斬り払った。

『……お前……ッ』

「はじめまして、化け物？　女神に害をなすあなたを討とう伐ばつしにまいりました」

　ヒビキの背に戦槍を突つき立てようとしていたマリーを、シュラークは氷の剣で受け止めながら冷たく笑う。

　ヒビキはヒビキで、シュラークの背後に忍しのび寄っていた黒こく炎えんの残骸を鞘さや入りの聖剣で打ち消していた。

　シュラークはそのまま腕うでにグッと力を込こめ、鍔つば競ぜり合うマリーを弾き飛ばした。

　マリーは双そう翼よくをはためかせ空中で体勢を立て直しながら、ギリリと歯を鳴らす。

『お前……お前もガイストを……ッ』

「はて。何を憤いきどおっているのかは知りませんが、逆さか恨うらみも甚はなはだしい」

　氷の剣を鮮あざやかに振るったシュラークは、その剣けん先さきをマリーに突きつけた。

「私は。ただ女神のためにだけ在ある剣です。いかなる理由があれ、暴走した化け物が女神に危害を加えるというのであれば、容よう赦しやはしない」

　身も凍るような冷たい眼差しがマリーを射い貫ぬく。

　ヒビキは少し目を細め、シュラークの背中を見つめた。

「……テメェ、クソデコ」

「あなたも。勘かん違ちがいしないでいただきたい。私はただ、女神の命により都市の崩ほう壊かいを止めに来たにすぎない。この都市の主であるニミル＝アルト＝ミスクレシアは現場の指揮に忙いそがしいようなので、その代役としてね。任務を遂すい行こうするうえで、周囲を動き回る雑ぞう兵ひようがいくら死のうと私の知ったことではない」

　シュラークは挑ちよう発はつ的に薄うすい笑えみを浮うかべ、ヒビキを振り返る。

「しかしまあ。雑兵とてどう動くかの選せん択たく肢しくらいは与あたえて差し上げます。命惜おしさに尻尾しつぽを巻いて逃にげるというならば、どうぞご自由に」

「……アホか。笑えねえ冗じよう談だんだ」

　ヒビキは鼻で笑い飛ばすと、シュラークの隣となりに並び立った。

　互いに横目で視線を交かわし、油断ならないように殺気を放ち合う。

「私の邪じや魔まになるようならば容赦なく切り捨てます」

「不用意に俺の間合いに入ったら、テメェも敵ごとぶった斬る」

「いいでしょう。雑兵は雑兵なりに役に立つところを見せてみなさい」

「言われるまでもねえよ」

　短い会話とアイコンタクトを交わし。

　二つの影かげが、左右に跳とんだ。

　ヒビキは姿勢を低くしながら聖剣の柄つかに手を掛け、シュラークは体の周囲に白銀の粒りゆう子しを瞬またたかせる。

　その動きに合わせ、上空のマリーも戦槍を構えた。

『どいつもこいつもガイストを裏切るなら……ボクが殺すッ！　ガイストに必要なのは、ボクだけなんだ！』

「……ガイスト、ガイストと。テメェはそればっかだな、ガキ！」

　ヒビキは聖剣を中段に構えると、刺し突とつを繰くり出す体勢で跳ちよう躍やくした。

　マリーは戦槍でそれを受け、上方に弾く。

　反動でヒビキの体は浮き、無防備になった。

　すかさずマリーが戦槍を突き出して刺し貫こうと一いち撃げきを見み舞まう。

『……なッ!?』

　だが、その一撃は空を切る。

　直前にヒビキの足元に氷ひよう塊かいが出現し、それを蹴けり出すことでギリギリ回かい避ひした。

　そのままマリーの真横を通過するように跳躍。

　すぐに進行方向へ再び氷塊が出現し、さらにそれを蹴って、ヒビキはマリーの背中に斬りかかる。

『こンの……！』

　聖剣を振るい一いつ閃せん。

　鎧よろいの反発作用で弾はじかれるが、ヒビキの体が投げ出されるたびに絶ぜつ妙みようなタイミングで足元へ氷塊が出現した。

　それを次から次へと蹴り出し、怒ど濤とうのヒット＆アウェイを繰り出す。

　防戦一方になったマリーは耐えかねたように双翼をはためかせた。

　風圧を巻き起こし迫せまるヒビキを遠ざけながら、背後へ距きよ離りを取る。

　だが、それは完全にこちらの思う壺つぼだった。

『────ッ』

　マリーが下がった瞬しゆん間かん、その周囲に視し認にんすることさえ難しい微び細さいな粒子が舞まう。

　地上にたたずむシュラークが、右みぎ腕うでを前にかざしながら冷れい笑しようを浮かべる。

「肉にく片へんさえも残さずに斬り裂さきなさい。────《宙を統べる氷星デユランダル》」

　────シュラーク＝アグネヴァリア。信しん仰こう値４９９２０００。女神の名の下に、神機聖剣エクスカリスの一部解放を認可────。

　その場で展開される刃の嵐あらし。

　空気中に漂ただようシュラークの《魔ダ力ス光ク》は、マリーの動きに合わせて摩ま擦さつし、全身を鋭するどく斬りつけた。

　……その聖剣は、展開した空間そのものを剣と化す。

　僅わずかな動きや呼吸にさえも反応し、斬り裂き、噴ふき出る血さえをも端から凍り付かせる。

　完全な封ふう殺さつ。

　一度でも捕とらえられた対象はただ死を待つほかに術すべはない。

　ない────はずだった。

「……くっ。化け物がッ……！」

　とたん、シュラークの顔面が歪む。

　刃の空間に囚とらわれたマリーは、全身に無数の斬ざん撃げきを受けながらも、平然と飛行していた。

　……いや、正確には違ちがう。

　着込んだ漆しつ黒こくの鎧。

　その表層に漂う彼女の《魔ダ力ス光ク》が、斬撃のことごとくを弾き、無効化していた。

　かつての英えい雄ゆう、《五ご剣けん聖せい》の能力さえも物ともしない圧あつ倒とう的てきな防ぼう御ぎよ力。
















　ヒビキも思わず目を剝むく。

「シュラークッ！」

「チィッ……！」

　直後、マリーが展開されていた刃やいばの空間から抜けた。

　音速ともいえる速度でシュラークに接近。

　シュラークは咄とつ嗟さに大規模な氷ひよう壁へきを前方に展開させ、後ろへ跳ぶ。

　しかし、その氷壁も一いつ瞬しゆんと持たずに両断された。

『剣聖、こんなものかッ！』

「舐なめるな、小こ娘むすめがァ!!」

　薙なぎ払はらわれる戦せん槍そうを、シュラークは手のひらに構成した氷の剣で受け止める。

　両者の激しい鍔つば競ぜり合い。

　しかし、シュラークが大きく押されている。

　ようやく着地したヒビキも、即そく座ざに地を蹴ってマリーに斬りかかった。

　マリーは振ふり返りつつ身を捻ひねると、双翼を大きく回転させて、ヒビキとシュラークを同時に吹ふき飛ばした。

「ぐッ……！」

「おのれ……!!」

　膝をつく二人の頭上で、黒炎が渦うず巻まく。

　マリーは戦槍に黒炎を纏まとわせると、羽虫を払うように振るった。

　瞬く間に地上が大火に包まれ、ヒビキとシュラークごと吞み込む。

『死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ねええええええええええええええっ!!』

　爆はぜる炎がコロナのように舞い、地上の一いつ切さいを蹂じゆう躙りんする。

　一切合財を焼き払い、灰すらも残さず、大火が躍おどる。

　その光景を瞳ひとみに映しながら、マリーはケラケラと乾かわいた笑いを漏もらした。

『やった……！　《無ゼ刃ロ》も剣聖も、全部ボクが消してやった！　ねえ、ガイスト!?　ボク、やったよ！　ガイストのために、ガイストだけのために！』

　その無む邪じや気きな笑いも、壊こわれていた。

　もはや大切に想おもっていた人間が隣にいないことにも気づかない。ただ自分を見てもらうため、邪魔なものを排はい除じよするためだけに、壊れた彼女は周囲の物までを壊し続ける。

『これでボクは……ガイストに必要とされるよね……？』




「────はッ。戯たわ言ごとも大たい概がいにしやがれ、クソガキ」

『っっっ!!』

　だが。

　マリーの眼前に、燃え盛さかる黒炎を突き破って一つの影が飛び出してくる。

　全身に火傷やけどを負いながらも、ヒビキは体当たりしていくようにマリーと衝しよう突とつ。

　二人はもつれあって吹き飛び、都市の外がい壁へきに叩たたきつけられる。

『お、お前！　なんで生きて────!?』

　目を剝くマリーが、気づいたようにハッと息を吐はく。

　切り結ぶヒビキ。

　その体に……薄い氷の膜まくが付着していた。

『これは、剣聖の……!?』

「勘違いすんな。そんな殊しゆ勝しようなことをあのクソデコがするかよ」

　ヒビキは軽く鼻で笑い、

「うちの妹が、シュラークの《魔ダ力ス光ク》を分ぶん析せきし、再現した。テメェは俺らにかかりきりだったからな。その余よ裕ゆうを作ってくれた点では、クソデコにも感謝は必要か」

『剣聖の能力を再現だと!?　バカな、そんなことが────』

　目を見開くマリーの眼下で、濃こい藍あい色いろの光こう輝きが瞬く。

　黒炎が届かないギリギリの距離。

　そのいつ巻き込まれるかもわからない死の淵ふちで、ホログラムのキーボードを操作する黒くろ髪かみの少女が複雑そうな表情でマリーのことを見上げていた。

　マリーはグッと奥歯を嚙かみ、瞳に憎ぞう悪おの念を燃やす。

『オリジナル……ッ！　なんで、ボクとなにが違うっていうんだ!?』

「まだわからねえのかよ。お前が今のお前である限り、答えにはたどり着けない。アレンの心も、お前にはわかりっこねえ」

『貴様ァッッ!!』

　互たがいの体を弾き、反動で後ろに跳ぶ。

　ヒビキとマリーは外壁を駆かけのぼりながら、交差するように剣けん戟げきを交かわす。

　マリーが空間ごとこそぎ取るような激しい一撃を見舞うたび、ヒビキはその《魔ダ力ス光ク》の流れを瞬間的に見み極きわめ、紙かみ一ひと重えで受け流した。

　少しでも見誤れば命を落とす。かすり傷でも致ち命めい傷しようになりうる。

　そんなギリギリの駆け引き。

　ヒビキの体力と精神は際限なく削けずられていく。

　やがて、外壁の真上へと行き着いた。

　外壁の縁に手を掛かけ、ヒビキは飛び乗るように着地する。

「……うっ！」

　瞬間、激しい眩暈めまいが襲おそった。

　……血を失くしすぎている。

　体力も、とっくに限界に達していた。

　だが、その一瞬の意識の薄うすれさえ許さず。

　眼前に、黒い女神が舞い降おりる。

『ああああああああああああああああああああああああッッ!!』

　振り下ろされる戦槍。

　憎にくしみと怨えん嗟さの載のせられたその一撃を、ヒビキは辛かろうじて受けた。

　しかし、聖剣を納めている鞘さやに、修復不可能なほどの亀き裂れつが走る。

『お前らさえいなければ！　ガイストはボクだけのものだったのに！』

　マリーが叫さけび、さらに多大な負ふ荷かがかけられる。

　ヒビキの膝ひざは堪たまらずに折れて、地につく。

　霞かすむ瞳で、それでも前を見た。

　切り結んだその先にいる少女。

　彼女は────泣いていた。

「…………！」

　消えかけていたヒビキの意識は瞬間的に持ち直す。

　泣いている。マリーはこちらを見て、憎しみに喘あえぎながら、泣いていた。

　……それは、都市を危機に陥おとしいれる化け物の顔などではない。

　ただ恐こわくて、震ふるえて、怯おびえている。

　そんな普ふ通つうの少女の顔。

　ヒビキは目を伏ふせながら……フッと笑った。

「わからねえなら。教えてやるよ……！」

　地についていた膝が浮うく。

　切り結んでいた戦槍を弾き返し、マリーがたじろぐように後ずさった。

　ヒビキの握にぎる聖剣の鞘から、まばゆい藍色の光があふれ出す。

　────警告。この聖剣は能力の性質上、女め神がみの権限の下に永久封ふう印いん指定がなされています。所有者はただちに起動を停止させてください────。

「俺や、アニスは。一人じゃねえ。なけなしの勇気を振り絞しぼって悲ひ嘆たんの殻からを破り、世界の中に生きることで、一人になることを拒きよ絶ぜつした」

　ヒビキはゆっくりと聖剣の鞘に手を掛ける。

　聖剣を包む藍色の光がいっそうに強くなり、その形状を黒くろ塗ぬりの刀へと変化させた。

　マリーが大きく目を剝く。

『せ、聖剣、剣聖の……!?』

「ああ。俺の聖剣だよ。一人じゃまともに抜ぬくこともできねえポンコツだがな」

　ヒビキは姿勢を低くし、居合いの構えを取った。

「だが。俺たち二人だからこそ、お前の歪ゆがみを断たち切ることができる」

　そびえる外壁から見下ろせる地上。

　そこにたたずむ妹を横目で見やり、ヒビキは小さく笑う。

　間に合った。いや、間に合わせてくれた。こちらの援えん護ごを続けながらも、アニスは女神のセキュリティを打ち破り、聖剣の解放に成功した。

　ならば、それに応こたえないヒビキではない。




「神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン────《叢ムラ雲クモ》ッ!!」




　抜ばつ刀とう。全身全ぜん霊れいを込こめて抜き放つ。

　視界に捉とらえることさえできない神速の居合いが炸さく裂れつする。

　その衝しよう撃げきに耐たえきれず、ひび割れていた鞘は完全に砕くだけ散ちった。

　だが────。

『終わらない。ボクは、終われない！』

　ヒビキの渾こん身しんの一いち撃げきを、マリーは戦槍で受け止めた。

　恐おそるべき反応速度……などと簡単に済ませていい動きではない。

　捉えることさえできればいかなるものでも両断することのできるヒビキの聖せい剣けん。それをあろうことか、彼女は正面から受けてみせたのだ。

　互いの得え物ものが衝突し、再び拮きつ抗こうする。

「くっ……！」

『わからない！　お前が言ってること、ボクにはわからないよッッ!!』

　マリーからの強い反発が、激しい火花を散らしてヒビキを拒絶する。

　ヒビキの肉体は絶え間なく悲鳴を上げ続けていた。

　筋肉が千ち切ぎれ、骨が軋きしみ、意識が遠のく。

　再び膝が折れ掛けた────その直後。




「────しっかりしなさい、バカヒビキ!!」




　後方に奔はしる、紅くれないと蒼あおの閃せん光こう。

　二振ふりの聖剣が鮮あざやかに舞まい、戦せん槍そうを押し返すように切り結びながら、ヒビキの隣となりに一人の少女が滑すべり込んだ。

　ヒビキは驚おどろいて目を見開き。

　相手が誰だれかすぐに気づいて、不敵にほくそ笑えむ。

「おせぇぞ、ミルド！」

「うっさい！　あんたがいつも遅おそい仕返しよ！」

「そうかよ！　まあいい！　とりあえず……終わらせるぞ！」

　ヒビキとミルド。並び立つ二人の聖剣使い。

　反発していたマリーの体が大きく後ろに傾かしぎ、戦槍に亀裂が走った。

『ボクはッ、ボクはァ……!!』

「俺もお前も！　一人じゃ生きられねえんだよ！　だからこそ大切なものを求め、守ろうとする！　だがな────！」

　ヒビキの手の中で、黒塗りの刀が強い輝かがやきを放った。
















「求めるだけじゃ、何も手に入れられねえ！　気に入らねえもんを壊すだけじゃ、望むものは手に入らねえんだ！　だから俺たちは世界に生きる！　誰かを支え、ときに支えられる！　それが────お前にはない、俺たちの答えだッ!!」

　ゴッ！

　放たれる一いつ閃せん。

　戦槍と鎧よろいが破は片へんをまき散らしながら粉々に砕ける。

　漆しつ黒こくの双そう翼よくを散らし、地に堕おちる少女。

　一度だけ向けられた彼女の憎しみに染まる表情が……ほんの少し和やわらいだように見えた。




　　　　○　　　　●　　　　○




　都市を襲っていた激げき震しんが止まる。

　大気中の《魔ダ力ス光ク》も安定し、上空へ停てい滞たいしていた暗雲が晴れた。

　合間から煌きらめく星々が覗のぞく。

　ヒビキの手から握っていた刀が落ち、カシャンと音を立てた。その小さな衝撃で刀身に無数の亀裂が走り、砕け散る。

　脱だつ力りよく。ヒビキの体も傾ぎ、真後ろへ倒たおれる。

　隣にいたミルドが慌あわてたように手を伸のばし、支えてくれた。

「……さんきゅ」

「あんた、いつも無茶しすぎ。しかも、今回は特に酷ひどい」

　ミルドは少し瞳ひとみを潤うるませて、ヒビキの足元に落ちた聖剣の残ざん骸がいを見つめた。

「聖剣……壊こわれちゃったね」

「ん。まあな」

「あんたのソレ、学院に来る前から持ってたものじゃない。すごく古い型式っぽかったし……思い入れとか、あったんじゃないの？」

「べつに。特別なこだわりはねえよ」

　ヒビキは短く息を吐はくと、雲一つなくなった夜空を見上げた。

「こいつは。俺が初めて聖剣使いとして認められたときに、聖せい剣けん技ぎ師しだったアレンからもらったもんだ。あの頃ころの俺にとっては、宝物だったよ」

「っ。な、なら……！」

「今はどっちでもいいと思う。古い物は、いつか薄れて、壊れる。それに固こ執しゆうして、後ろばっか見てると、自分の中にある何かが曇くもっちまう気がするからな。失くしたなら、また手に入れりゃいいんだ」

　過去も思い出も。未練がないとは言わない。

　それでも、いいと思った。

　自分にとっては今がすべてで、それ以上でも以下でもない。

　だから────。

「兄さん！」

　不意に、外がい壁へきの下から甲かん高だかい声が飛んできた。

　ホログラムのブロック体に乗って、黒くろ髪かみの少女が姿を現す。

　アニスはブロック体からピョンと飛び降りると、ミルドに支えられるヒビキへと駆かけ寄ってきた。

　……そのまま前方へ飛び込むようにして、一直線に腹へ突つっ込こんでくる。

「ごほぁ!?」

「ヒ、ヒビキぃ!?」

　バターンと倒れ込む二人を、ミルドがあわあわと見る。

　ヒビキは仰あお向むけに倒れながら、腹の上にまたがって憮ぶ然ぜんと腕うでを組む妹を見上げた。

「……コノヤロウ」

「ふふふ。また兄さんが怪け我がをいいことに、ミルドさんのおっぱいの感かん触しよくを楽しんでいるのではないかと思いましてね。阻そ止しさせていただきました」

「ドヤ顔をするなアホ。その『名推理でしょう？』とでも言いたげな態度が腹立つわ」

　ヒビキは半眼でつっこみを入れつつ、アニスの脇わきを摑つかんで持ち上げた。

　上半身を起こして、やれやれと嘆たん息そく。

　ひとまず妹の無事を確かく認にんしたところで……視線を横に向けた。

　ミルドとアニスも、ハッとしてそちらを見る。

「あ、あの。兄さん……」

「…………」

　ヒビキは無言で立ち上がり、外壁の縁へりへと歩み寄っていく。

　その先には、仰向けの姿勢で夜空をあおぐ灰色髪がみの少女がいた。

　彼女の体を覆おおっていた《魔ダ力ス光ク》はすべて剝はがれ落ち、元のローブ姿へと戻もどっている。

　乱れた襟えり元もとからは、静かに瞬またたく《晄こう核かく》が覗いていた。

　ヒビキが屈かがみ込んで見下ろすと、生気の抜け落ちた瞳がゆっくりと動く。

「……殺せよ」

　つぶやかれた一言には、すでに先ほどのような憎ぞう悪おの念は込められていなかった。

　語調から感じられるのは諦てい観かん。すべてを悟さとり、諦あきらめたような、無気力な響ひびき。

　事実、こちらを見つめ返してくるマリーの瞳には、ひたすらの空くう虚きよしか映っていなかった。

　背後ではミルドとアニスが不安げな面おも持もちで事を見守っている。

　ヒビキはボリボリと頭を搔かき、鼻から長い息を吐いた。

「そう言って、素す直なおに殺してもらえると思うか？」

「……思わない。ボクは、君たちにとってイレギュラーだろうから。きっと捕つかまって、調査のために体中を切り刻まれて、物みたいに扱あつかわれるんだろうな」

　力なく笑うマリーに、ヒビキは言葉を返せなかった。

　彼女の言うことを否定はできない。犯罪組織《方舟の亡霊アーク・レイス》の技術力は都市側にとって間ま違ちがいなく未知であり、前代未み聞もんの脅きよう威いであるには違ちがいなかった。

　……アレンも言っていた。戦争になると。

　相手の戦力規模が判然としない以上、確かなことは言えないが、決して小さくはない争いになるだろう。女神を中心とした世界の存亡の危機なのだ。都市側とて黙だまって様子見というわけにもいくまい。

　その中で、敵兵力の一いつ端たんとして捕とらえられる、異質な力を持った少女。

　都市代表の中に、そのような非情な判断を下すであろう者がいることを、彼らをよく知るヒビキは否定してやることができなかった。

　黙り込むヒビキに、マリーが自じ嘲ちようするように微笑ほほえむ。

「いいよ。ボク、そういうの慣れてるし。たださ……もし一つだけでも願いを聞いてくれるなら。そうなる前に、殺してほしいと思っただけ」

　どうでもいいことを喋しやべるような口調。

　だが、その声は震ふるえ、目め尻じりには涙なみだが溜たまっていた。

「ボクはガイストの役に立てなかったから……もう意味なんてないの。だけどせめて、死ぬときくらいは人間みたいに────」

「させねえよ」

　紡つむがれる悲ひ嘆たんを遮さえぎるように。

　ヒビキは空くう虚きよなマリーの瞳を覗き込み、ハッキリと告げた。

「……え？」

「そんなことにはさせねえ。そう言ったんだ」

　呆ぼう然ぜんと見上げてくるマリーの頭に手を置く。

「お前を研究サンプルにしようとする人間がいることは間違いない。だが、俺がそうはさせない。自由とはいかねえが、人並みの捕ほ虜りよとして扱われるくらいには取り計らってやる。幸い、甘い判断しか下せない都市代表と知り合いなんでな。戦いようはいくらでもある」

「な……ッ。な、なんだよそれ。ボクはお前を殺そうとしたんだぞ？　お前だけじゃない、お前の妹や、この都市に住む人間を────ッ！」

「アレンが。お前を傍そばに置いていたからな」

　ふっとつぶやいた言葉。

　マリーは言葉を吞のみ、目を丸くする。

　ヒビキはそんな彼女を見下ろしながら、気だるげに肩かたを竦すくめた。

「あのお人ひと好よしバカはな。無責任に他人の世話なんか焼かねえ。お前を傍に置き、常に隣にいたってことは、それ相応の覚かく悟ごを持ってお前に接していたってことだ。自分に自信がないのか、あんま口には出さねえがな」

　ヒビキは知っていた。

　とても頼たよりなく、至らない部分も多くあって、そんな自分を穏おだやかに笑ってごまかしてばかりの男。

　彼のことをよく理解できていない人間は、情けないと思うかもしれない。

　だけど、違うのだ。

　いくら本人が消極的で、言葉にしなくたって。

　引き受けると決めた相手のことは、自分の命をかけてでも守り切る。

　ヒビキの知るアレン＝デルヴェイドは、そういう男だった。

　かつて、自分にそうしてくれたのと同じように。

「面めん倒どうくせぇことこの上ねえけど。あいつに拾われた俺は一応、あいつの息子むすこっていう位置づけだ。きっとお前も、あいつにとって娘むすめみたいなもんだと思う。なら……家族が責任を持つって決めた奴やつを、見捨てるわけにはいかねえだろ？」

　ヒビキはニヤリと笑って、背後を見やる。

　ミルドが安あん堵どしたように目元に溜まった涙を拭ぬぐい、アニスは満足そうにうなずいていた。

「はい。しかし兄さん？　妹枠わくは絶対にわたし一人ですからね？」

「……なんの話だ」

「妹として絶対に譲ゆずれない部分の話です」

　自信満々に告げるアニスの言っていることはよくわからなかったが、彼女たちもヒビキの判断に反対はないようだった。

　ヒビキは腰こしを上げると、未いまだに放心しているマリーに手を差さし伸べる。

「立てよ。イタズラしたガキには、これからたんまりと説教だ」

　空虚だった双そう眸ぼうに、涙があふれた。

　よろよろと。傷ついたマリーの手が伸ばされる。

　互たがいの指先が触ふれ合って────。




「くだらない。化け物に人の扱いなど、必要ありません」




　……ズブリと。

　肉を貫つらぬく、生々しい音がした。

　背景が一いつ瞬しゆんにして白銀に凍こおり付く。

　地面から伸びた細く鋭するどい氷柱つららが、真下からマリーの胸を刺さし貫いた。

「っ……！」

「マリー！」

　アニスの悲痛な悲鳴が、耳じ朶だを打つ。

　伸ばされていたマリーの手が落ちる。

　ヒビキは咄とつ嗟さに摑み取ろうとしたが、それも叶かなわずに指先から滑すべり落ちていった。

　残ったのは、再びの空虚。

　瞳ひとみから生気を奪うばわれ、血を流すマリーを、ヒビキは見下ろすしかなかった。

　そんな彼らの前に、コツンと靴くつ音おとを立てて一人の男が現れる。

　着込んだ燕えん尾び服ふくに、後ろへ撫なでつけたオールバック。

　その眼まな差ざしは……どこまでも冷たく。

　男の顔を見た瞬しゆん間かん、ヒビキの胸中に激しい怒いかりが燃え上がった。

「シュラアアアアアアアアアアアアクッッ!!」

　振ふるう剣けんはもうなかった。

　ただ怒りに任せ、ヒビキは眼前のシュラークに殴なぐりかかる。

　シュラークはつまらないものでも見るような目をすると、軽く右手を払はらった。

　指先から《魔ダ力ス光ク》の粒りゆう子しが発生し、向かってくるヒビキを吹ふき飛ばす。

　地面に叩たたきつけられるヒビキ。

　限界を迎むかえた体では受け身を取ることさえままならなかった。

　それでも渾こん身しんの力を振り絞しぼって起き上がる。

　ギラついた目で睨にらみあげるヒビキを、シュラークは眉まゆひとつ動かさずに眺ながめていた。

「テメェはァ……!!」

「騒そう々ぞうしい。私はただ、危険な化け物が万が一にも暴れ出さないよう、力を奪っただけだ。この程度で死ぬモノでもないでしょう？　────回収しなさい」

　短い命令と共に。

　シュラークの背後から、武装した男たちがバタバタと足音を立てて現れた。

　彼らは動かなくなったマリーを取り囲むと、手に持った重火器の銃じゆう口こうを向ける。

「都市警備っ!?　ううん、これは────！」

「おや。気づきましたか、ミスクレシア嬢じよう。この者たちは第五神装都市に所属する都市警備隊ではない。私が第二神装都市から連れてきた私兵とでも言いましょうか。もしものときに備えての……ね」

　目を見開くミルドに、シュラークは憎にくたらしくほくそ笑えんでそう応じた。

　彼の私兵はマリーのみならず、ヒビキたちにも脅おどしつけるように銃口を構える。

「動くな。動けば容よう赦しやはしない」

「……どうして。どうしてですかッ？　マリーはもう動く力なんてありませんでした！　なのに、どうしてこんな……！」

「ふん。化け物が化け物に情を移しますか？　答えは簡単だ。第五神装都市側にそこの小こ娘むすめの身み柄がらが渡わたっては、色々と不都合なのでね。我々が回収する」

　断固として告げるシュラーク。

　今のヒビキたちに抗あらがう術すべはない。

　それでも、ヒビキは動かずにはいられなかった。

　拳こぶしを地面に打ち付け、執しゆう念ねんで立ちあがる。

　ミルドとアニスも抵てい抗こうの意思を示すように臨戦態勢を取った。

「テメェの好き勝手にさせるかよ……！」

　胸を貫かれたマリーだが、まだ息はあるようだった。

　むしろ、元々が普ふ通つうではない体であるのか、貫かれた傷口が徐じよ々じよに再生している。

　……動ける様子ではないが、彼女は生きている。

　シュラークもそれを承知でいるのか、自分の手で回収しようとしていた。

　ヒビキとしては黙って見過ごすつもりはない。

「……理解できませんね。この化け物は、あなたとなんの関かかわりもないでしょう？　むしろ第五神装都市を崩ほう壊かいの一歩手前まで追い込んだ敵のはずだ。なぜそこまで入れ込む？」

「テメェにはわからねえさ。わかってもらおうとも、思わねえ」

「なるほど。よほど死に急ぎたいとみえる」

　シュラークが軽く右手を上げる。

　合図に応じて、私兵たちが銃の引き金に手を掛かけた。

「なに、殺しはしませんよ。ニミルにあとから糾きゆう弾だんされるのも面倒なのでね。なので、殺さない程度に無力化させてもらいます」

　一いつ触しよく即そく発はつ。容赦するつもりは一いつ切さいないらしい。

　ヒビキは、少し離はなれた場所にいる二人の少女を見る。

　彼女たちも、決意を固めたように頷うなずき返してくれた。

　……迷いはない。

　大きく息を吐はいたヒビキは、拳を構えて腰を落とし、




「────まったく。相変わらず君は無む鉄てつ砲ぽうだ」




　敵に向かっていこうとした、そのとき。

　都市を囲う外がい壁へきの上に、黒い突とつ風ぷうが吹き抜ぬけた。

　銃を構えていた私兵たちが悲鳴を上げて、一いつ斉せいに弾はじき飛ばされる。

「……この《魔ダ力ス光ク》の反応は……！」

「やあ、シュラーク＝アグネヴァリア。職務に忠実なのは結構だが、私の大切な者たちをいじめるような行こう為いはやめてほしいものだね」

　渦うずを巻く風の中心に、一人の男が降り立った。

　ヒビキはハッとして、彼の背を見つめる。

「アレン！」

　醜みにくくやけただれた顔に、色の抜け落ちた白はく髪はつ。

　しかし、その表情はとても穏やかだった。

　アレンは抜ぬき身の聖剣を脅すようにシュラークへ突つきつけると、横たわっていたマリーの体を抱だき上げる。

　閉じられていたマリーの瞳が薄うすく開かれ、意識を朦もう朧ろうとさせながらも彼を見つめ返した。

「ガイ……スト……？」

　求めるように伸のばされる小さな手。

　アレンは躊躇ためらうことなく、それを優やさしく握にぎり返した。

「私のかつての家族たちは、見み違ちがえるように成長した。それに比べて、君はまだまだ子供ですね、マリー。手がかかって大変だ」

「ガイスト……ごめんなさい……」

「帰りましょう。君も私も休息が必要だ。それからのことは傷が癒いえてから考えればいい」

　それだけ言って、アレンは外壁の縁へり────都市の外へと歩を進める。

　シュラークがすかさず殺気を放つが、彼はそんなものをまるで意に介かいさなかった。シュラークもマリーとの戦せん闘とうで少なからずの疲ひ弊へいをしている。この場で無理にでも捕とらえるのは、彼にとっても非常にリスクの大きいことだ。

　立ちすくむヒビキたちの前から、その背中が遠ざかり。




「────アレン＝デルヴェイド！」




　突とつ如じよとして、どこからともなく少女の声が響ひびいた。

　アレンはピタリと足を止め、振り返る。

「……やれやれ。そう言えば、マリーのジャミングも効果が切れていたのでしたね」

　困り顔で微笑ほほえむアレン。

　彼の見つめる先には……いつの間にかこの場に現れた、白髪の少女の姿があった。

「女め神がみアイギール。あなたにだけは、見つかりたくなかった」

「アレン……！　お前は本当に、アレン＝デルヴェイドなのだな!?」

　切せつ迫ぱくした表情で叫さけぶ白髪の少女────アイギールは、小さな手を胸むな元もとで握りしめる。

　およそ世界の統治者とは思えない、弱々しい姿だった。

「アレン。我は……我は、お前を貶おとしめる気なんて少しもなかった！　そんなお前が、我の管理する都市を襲おそう！　やっぱりお前は我を怒おこっているのか!?　それは違う、違うのだ！」

「……アイギール」

　縋すがるような言葉。

　本来、彼女はこんなところへ迂う闊かつに出てきていい存在ではない。それでも存在を探知したことで、居ても立ってもいられずに現れたのだろう。

　必死に勘かん違ちがいを解こうとして、それでもうまく言えなくて。

　言葉を詰つまらせるアイギールに、アレンは静かに首を振る。

「いいえ。勘違いをしているのはあなたですよ」

「アレン……！」

「女神アイギールよ。私は反逆者です。ヒビキやアニスなどとは違う、正しよう真しん正しよう銘めいのね。それは君を怒っているとか、恨うらんでいるとかはまったく関係ない」

　アレンは短く息を吐き、

「だから────すみません」

　静かな、しかし明確な拒きよ絶ぜつを表す謝罪。

　アイギールはショックを受けたようによろめいた。

　……戻もどるつもりはないのだと。

　アレンの言葉から、ヒビキも改めて彼の意思を悟さとった。

　それはきっと、覆くつがえせない固い覚かく悟ご。

　今のアレンに、自分たちの呼びかけは届かない。

「アニス、ヒビキ、アイギール。それに……ミルドさん」

　最後に、アレンは皆みなのことを視界に捉える。

　そのまま背後に倒たおれ込むようにして、




「────また。会える日を楽しみにしてますよ」




　マリーを抱かかえたまま、アレンは外壁の真下に身を投げ出した。

「アレン！」

「パパ！」

　ヒビキとアニスは走り寄って、眼下を覗のぞき込む。

　しかし、すでにそこには彼の姿はなかった。

　ただ黒い瘴しよう気きが漂ただよい、やがてそれも空気に溶とけるようにして消える。

「パパ……」

　アニスがか細い声でつぶやき、ヒビキの手をそっと握ってくる。

　ヒビキは振ふり返りつつ、強く握り返してやった。

「俺たちも。帰るぞ、アニス」

「……兄さん」

「今のアレンには、アレンの居場所がある。それは、俺たちも同じだろ？」

　アレンは言った。また会おうと。

　ならば、ヒビキに彼を惜おしむ気持ちは微み塵じんもない。

「……はいっ」

　アニスも、深く頷いてくれた。




　……歴史から消えた聖せい剣けん技ぎ師しアレン＝デルヴェイド。

　彼が再び表おもて舞ぶ台たいに立ったこの日を境に────。

　安あん寧ねいの時間の中で停てい滞たいしていた世界は、再び回り始めた。







　　　エピローグ




　突とつ発ぱつ的な《方舟の亡霊アーク・レイス》襲しゆう撃げきから一週間が経たった。

　中ちゆう継けい放送を通して、都市一つを壊かい滅めつさせられるほどの武力を示した彼ら。

　五つの神装都市の各代表はこれを正式な宣戦布告と取り、今後は協力して対処に乗り出すという。

　それを受け、対たい抗こう戦は中止の流れとなり、シュラーク＝アグネヴァリアも自分の都市へと帰って行った。




　そして、第五神装都市は未いまだに混乱のさなかにある。

　襲撃されたオレイアス聖徒学院の復旧作業は順調に進み、傷つき倒れた剣機士スレイプニールたちも大半が回復して任務に戻った。

　中でも重傷を負っていた学院講師のアイシア＝ルクイストは、たった三日ほどで復帰し、多数の生徒たちを驚おどろかせた。

　しかし、戻りつつある日常の中でも、これから起こることへの不安は拭ぬぐえない。

　特に、学院の生徒たちにかかるプレッシャーは生半可なものではなかった。

　それまでは『催もよおし』として定期的に行われていた対抗戦の無期中止。

　講義の内容も、より実戦的な戦術を学ぶためのものへと移行しつつある。

　────戦争が始まる。

　五つの神装都市が設立されてから七年。

　本格的な争いとは無む縁えんだったこの世界に、それは訪おとずれる。

　自主退学を願い出た生徒も少なくはなかった。争いを恐おそれ、都市代表に対して抗こう議ぎ活動を行おうとする市民も多くいた。

　ただその中で。

　すべてを予期したうえで学院に残った生徒、そして都市の防衛に努める剣機士スレイプニールたちは、不気味なほどに落ち着いていた。




　彼らは自分たちの本質を理解していたのだ。

　世界のために戦う剣。

　その本質を示す時が、ついに訪れたのだと。




　　　　○　　　　●　　　　○




　風が吹ふき抜ぬける小高い丘おか。

　信徒区の外れにあるその場所に、ヒビキは一人立っていた。

　緑が萌もゆる丘の中心には、草花に埋うもれるようにして小さな石せき碑ひが座している。

　手入れはされているが、場所が場所なだけに、どこか寂さびれているようにも見えた。

　ヒビキはその前で膝ひざをつき、目を細める。

「……兄さん。お花、買ってきました」

　ふと、後ろから声がした。

　振り返ると、両手に花束を持ったアニスがこちらに歩み寄ってくるところだった。

「おう。ご苦労。……釣つりは？」

「あ、ありませんよ。全部使い切りました」

「おい待て。どうして目を逸そらす？　……ってかこの花、そこらへんに生えてるのと同じじゃねえか？」

「お、お供え物はささげる心が大事なんです。細かいことを気にしてはダメですよ？」

「チョロまかしてる奴やつが言えたことか」

　ポコンと頭を叩たたくと、アニスは「むー」と低く呻うなった。

　おおかた、誤ご魔ま化かした賃金で最新の家電でも買うつもりだったのだろう。

　そういえば、シェリーのバイク代を弁べん償しようするために、最近はこいつに物を買い与あたえてなかったな……なんてことをヒビキは思い出す。

「コンピューターや家電の寿じゆ命みようは短いんですっ。すぐに最新式のものがでてきて、ウカウカしてたら時代に取り残されてしまうんですよ？」

「それは寿命とは言わねえ」

「兄さんがわたしを甘やかしてくれないのがいけないんです。つまり元げん凶きようは兄さんということに……」

「元凶はお前のとんでも思考だ」

　憎にくまれ口を交かわしながらも、アニスは石碑に花を供え、祈いのるように手を組んだ。

　ヒビキも目を伏ふせて、しばらくの間を二人で黙もく禱とうする。

　この石碑は────七年前の大戦で没ぼつした人々を供養するための慰い霊れい碑ひだ。

　ヒビキ自身、ここに訪おとずれたのは今日が初めてだった。

　こういうものがあることは知っていた。

　知っていて、あえて気に掛かけようとは思わなかった。

「……アレンは。この中に含ふくまれてないんだよな」

　呟つぶやいた一言に、アニスが顔を上げる。

「はい。パパは生きてましたから」

「そういう意味じゃねえよ」

　呆あきれたように返しつつも、ヒビキはアニスがあえて惚とぼけてみせたのだとわかっていた。

　今まで、ここを訪れなかった理由。

　それは……ただそのことだけにあった。

　大戦に身を砕いたヒビキにとって、この慰霊碑は決して無関係とは言えない。

　それでも心のどこかで拒絶していた。本当に大切だった人が慰なぐさめられない不条理に。

　世界に生き、この場所で戦う。

　そう決めたはずのヒビキの、都市に対する最後の抵てい抗こうだったのかもしれない。

「現金な話だけどな。あいつが生きてたから……こうして、改めて過去と向き合える」

　ヒビキの言葉に、アニスは黙だまっていた。

　きっと彼女も同じ気持ちだったのだろう。その証しよう拠こに、今日ここに来ようと提案したとき、なんの疑問も口にせず大人しくついてきた。

　……終わったはずの戦い。もう二度と振り返ることはないと思っていた過去。

　それが今、ヒビキたちの前に立ちはだかっている。

　だが、目を逸らすつもりはなかった。

「アニス。俺はアレンと戦う」

「……はい」

「場合によっちゃ、この手であいつを殺すことになるかもしれねえ。最終的にどうなるかは……俺にもよくわからん」

「それでも。わたしは兄さんと一いつ緒しよにいますよ」

　ためらいもなく口にしてみせたアニスに、ヒビキは目を見開く。

　アニスは膝についた土をパンパンと払はらいながら立ち上がった。

「さて、兄さん。いつまでもこんなところで感かん慨がいにふけってる場合ではないですよ？」

「……あ？」

　首をひねるヒビキに、アニスは軽くあごをしゃくってみせる。

　見ると、丘の向こうからワイワイと騒さわぎながらこちらへと近づいてくる人ひと影かげがあった。

「あっ！　ヒビキとアニスちゃん、あんなところにいた！　ちょっと、今日は午後から遊ぶって約束してたじゃない！」

「まあまあ、ミルド。見つかったからいいじゃないか」

「……チッ。なんでアタシまで引きずり回されなきゃいけねえんだ」

「文句が多いですわよ、狂きよう犬けん。誘さそってあげてるのだから感謝をなさい感謝を」

　見覚えのある四人の少女。

　ヒビキは、思わず半眼になる。

　隣となりを見ると、アニスがニッと笑いかけてきた。

「悩なやみはたくさんありますけど。今は、わたしたち二人だけじゃありません。だから何があったって大だい丈じよう夫ぶ。そうでしょう、兄さん？」

　アニスはピョンと跳はねて、ヒビキの前に出る。

　それから振り返ると、嬉うれしそうに手を差し伸のべた。

「行きましょう。みなさんが待ってますよ」

　妹の笑え顔がおに……ヒビキもやれやれと息を吐はく。

　小さな手を握にぎり返すと、ゆっくりと一歩を踏ふんだ。

「まったく。メンドくせぇな、ホント」

　互たがいにニヤリと笑い。

　騒がしい友人たちのもとへと、兄妹きようだいは歩き出した。
















　　　あとがき







　どうも、お久しぶりです。小こ山やまタケルでございます。

　前巻から少し期間が空あいてしまったのですが、『神装都市の無オ刃ー聖デ機イ士ン』三巻、ようやくお届けすることができました。お待ちいただいていた皆みな様さま、大変申し訳ありませんでした。

　はてさて、そんな三巻の内容についてなんですが。

　この物語を書くにあたって、裏でぼんやりと考えていた構想をついに出すことができました。

　詳くわしいことはネタバレになってしまうので控ひかえますが、作者のやりたかった展開がたくさん詰つまっています。楽しんでいただければ幸いです。




　いやー……しかし、なんと言いますか。

　今回のお話を書いていて、「渋しぶいオジサンを書くのは楽しいな」などと一人勝手にテンションを上げておりました。カッコいい主人公や、可愛かわいい女の子を書くのとは、またべつの面白味があります。

　そんな僕は、キャラクターメイキングができるゲーム等では、必ず主人公をオジサンorおじいさんに設定してしまう癖くせがあったりします。

　友人からは毎回「何な故ぜに？」みたいな視線を受けるんですが……やっぱり変わっているんでしょうか？　いいと思うんですけどねぇ、カッコいいオジサン。




　謝辞のほうを。

　イラストを担当してくださっているａｒｔｕｍｐｈアートアンフさま。お忙いそがしい中なか、いつも素晴らしいイラストをありがとうございます。自分のふわっとしたイメージをしっかり形にしてくださるからこそ、この作品が成り立つのだとつくづく実感しております。

　ここ最近はあとがきでネタにしすぎて、「またネタにされるんじゃ……!?」と少し身構え始めた担当のＳさま。いつもお世話になっております。大だい丈じよう夫ぶ、今回はネタにしていませんよ？　忘れた頃ころにまたやると思うので安心してください。

　そのほか、この作品を書くにあたってご迷めい惑わくをおかけした関係者の方々に、心からお礼を申し上げます。

　そして、この本を手に取ってくださった皆様。

　毎度毎度、拙つたない文章で恐きよう縮しゆくですが、本当にありがとうございます。

　これからも精進を重ねてもっともっと面白い物語を書いていければと思うので、引き続きお付き合いいただけるならば幸いです。

　それでは、またどこかでお会いできることを願いつつ。
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